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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「この世界にも月があるんだな」

　薙なぎ野のは異世界で夜空を見上げていた。

　銀色の月が空に浮かんでいる。元の世界の月ととても似ている……。

《情報の共時性シンクロニシテイというやつじゃない？》

「お前はいつもそれですますよな」

　肩に座る妖よう精せいも空を見上げていた。薙野はこの妖精によってこの異世界に飛ばされた。すでに三か月ほどが経たつが、未いまだに元の世界に帰る術すべは見つかっていない。それどころかこの世界で生きていくだけでギリギリだ。

「なんか俺が来てから、この世界の情勢が動いているような気がするんだよな」

　この世界で薙野は『攻略サイト』というコンサルタントの仕事を始めて生計を立てていた。薙野が持ち込んだ現代戦略が起因となっている可能性もある。

《それは逆よ。この世界の情報が大きく動いたから、君の元いた世界にまで振動が伝わった。情報の連鎖によって君がこの世界に飛んできてしまったということ》

　薙野は闇やみに堕おちた魔法使いを思い出した。薙野たちはこの街で魔法使いの攻撃を一度は退けたが、根本的な問題は解決していない。それどころか多くのものを失ってしまった。

　薙なぎ野のは夜空を見ながら思う。自分の役目は、元の世界に戻ることよりも、傷ついたこの街や人々を癒いやすことではないか。そしてこれ以上悲劇が起こらないように尽力する。そうすればこの世界に来た意味が生まれるかもしれない。

　薙野はもう一人のエルフを思い出した。王都に帰っていったあの金髪のエルフは何をしているだろうか。まだ戦い続けているのか。そうだとしたら、薙野が戦い続けているかぎり、いつか再会できるはずだ。

　そうだ、異世界に来たことを悲しむよりも、自分がこの世界に来た意味を知り、そしてその役目を果たすことが重要だ。

　たとえ巨大なモンスターがいようとも、魔法という存在があろうとも、鋼鉄の剣を使いこなせないとしても、自分には現代戦略をベースにした攻略法がある。森にゴブリンがいたとしても、凶悪なオークが襲ってきたとしても、たとえエルフの魔法使いが相手でも……。

　この世界で戦い、生き抜くしかない。









１　異世界の一日×タブロイド






　流れる街の景色に違和感がなかった。

　もしかしたらこの街に受け入れられたのかもしれない。逆に元の世界の記憶──灰色のコンクリートと狭い空は少しだけ遠くなった。この景色が完全に馴な染じんだとき、自分はあの世界に帰りたいと思っているだろうか……。

「ナギ様」

　キューイの手た綱づなを握ったフレアが振り向く。

　薙野はフレアを背中から抱くようにしてキューイに乗っていた。用事があって街に出てきたのだ。このエリアは元老院や教会などがある街の中心エリアで、これ以上はキューイに乗って進むことができない。

「このへんでいいかな」

　薙野はキューイから降りる。ここに来たのは『攻略サイト』関係だった。攻略サイトとは、薙野がこの世界で働くために作ったコンサルタント業のようなものだ。少し前にこの街がモンスターの襲撃を受けたのだが、その戦いに協力した攻略サイトは少しだけ名を知られることとなった。

「私は少しロンシャンを走らせてから買い物をしてきますね」

　フレアがキューイを撫なでる。この巨大な鳥は毎日走らせないと脚力が弱まってしまう。ちなみに薙なぎ野のは一人ではキューイに乗れないので、世話はフレアにすべて任せていた。

「じゃあ、あの公園あたりで待ち合わせで」

　だが、フレアは走り去る様子もなくこちらを見ている。

「気をつけてな」

　葉っぱで髪を縛った頭を撫でてやると、フレアは恥ずかしそうに手た綱づなを引いた。

　走り去っていく後ろ姿を見送りながら思う。彼女はもともとこの街の奴隷だった。それを薙野が助けたことで共同生活が始まった。ぎこちない生活だったが、少しずつ彼女の表情が自然になってきた。それは彼女にとってもいいことではないか。

「……そろそろいいかな？」

　声に振り向くと、アイカが立っていた。

「わっ、いつの間に」

　何な故ぜ、彼女はいつも気配を消して出現するのか。

「なんかにやにやしてたから、声をかけづらくてさ」

　アイカは三つ編みのお下げを触りながら憮ぶ然ぜんとしている。彼女とはここで落ち合う約束をしていたのだ。ラフなワンピース姿だがしっかりと腰に剣は下げている。

「保護者的な温かい目で見送ってただけだよ」

　先に歩きだしたアイカを慌てて追いかける。石畳の並木道は整備されていて美しかった。子供たちが笑い声を上げながら走っていたりと平和な光景がある。この異世界の文化レベルは思ったよりも発達しているのだ。

　アイカは並木道から外れて石造りの建物へと向かった。そこはこの街の議員の邸てい宅たくだ。アイカのような冒険者には議員の後ろ盾がおり、今日はその議員に呼ばれたのだ。攻略サイトに仕事の斡あつ旋せんがあるとのことだった。

「アイカは議員とも知り合いなのか」

「選挙もあるから、議員はある程度の住人を囲い込んでるんだ。ナギノは住民票を持ってないけど、活躍したから名を知られているよ。街の人と結婚させて住人にしようって話もあったもん」

「へーえ、その議員が俺に結婚相手を紹介してくれたりするの？」

　へらへら笑う薙野に、アイカは平然とうなずいた。

「うん、その話もあったよ。でも、私が断っといたけど」

「……え、なんで？」

「なんでってなんで？　何かいけなかった？　だとしたらなんで？」

　アイカの目が冷たく光ったので薙野は視線を逸そらした。これ以上この話を続けてはいけない気がした。

　邸てい宅たくに入ると、多くのハーフが建物内や庭にいた。フレアと同じ種族のハーフだがすべて奴隷だ。議員は個人で奴隷を所有できるのだ。それにしても数が多いように思えるが、やはり議員は特権階級だからだろうか。

　人間の女性に案内されて二人は進む。石造りの建物は所々に彫刻などが施ほどこされている。目の前の巨大な石柱はドワーフの鉱山から運ばれてきたものらしい。

　二人は応接室に進んだ。アイカが剣をぶら下げたままなのは、信頼されているからだろう。ソファーに座ってしばらく待っていると初老の男性が入ってくる。彼は以前、コロッセオ関連の依頼をしてくれた人間だった。

　挨あい拶さつやら雑談をしてから、議員は本題に入った。

　色々話を聞くと、この街はまだ問題が残っているらしい。オークたちを退けたが、災いは根本から残っている。さらに各地でもモンスターが出現しているらしい。この街が再び戦地となる可能性は高い。

　当然街も対策を取っているが、副次的に問題が発生してしまった。

　まず奴隷問題。

　ハーフなどの奴隷が防衛戦力としてこの街に入ってきている。よってコロッセオのプログラムも変更されている。奴隷が殺されていく残ざん虐ぎやくな光景が減っているのは、戦力の低下を防ぐためだ。

「だからハーフが多いんですね」

　薙なぎ野のは納得した。奴隷のハーフが余っている状態なのだ。コロッセオで死なずにすむことは素晴らしいが、街にハーフが増え続けることになる。

「さらに亜人も入ってきている」

　酒を飲む議員の横で、薙野はちらりとアイカに視線を向ける。

「亜人というのは人間にモンスターの血が混ざった種族のこと。強い種族だから武力として入ってきたのね。でも、ちょっと差別もあるの」

　まだこの街でモンスターとの戦争が始まったわけではない。なので問題は余ったハーフや亜人の処遇なのだ。亜人は戦闘に強い種族だが、それ以外の特技はないらしい。

「つまり仕事か……」

　仕事があれば、他の種族もこの街で平穏に過ごせるのだ。しかし、コロッセオもほぼ中止となっている状況で仕事は少ない。

「さらにキューイの問題があるみたい」

　アイカが説明を引き継ぐ。戦争のためにスピードタイプのキューイ増産が始まっているのだが、戦いで使うためには走らせなければならない。確かにフレアも毎日キューイに乗って走らせていた。ただ増やせばいいというものではないようだ。

　そして最も憂ゆう慮りよしているのが移動問題らしい。それは街から街への戦力の移動だ。

　モンスターはいつどこから出現するかわからない。出現したら、その近くの街に冒険者や軍隊を移動させる必要がある。この世界の移動手段は馬かキューイであり、重い武器や食料も運ぶ必要がある。さらに移動には時間がかかり、どこかで野営する必要がある。そのための装備も必要なのだが、装備の重量が増えると移動速度も落ちてしまう。

「うーん、大きな問題ですね」

　これは個人が解決できるような問題ではなかった。モンスターの襲撃を退けたものの、この街には大きな暗雲が覆おおっている。些さ細さいな問題でも放置しておけば表面化する。すると戦争が始まる前から、街がばらばらになってしまうだろう。

　だが議員も解決を薙なぎ野のに求めている様子はなかった。こうして諸問題を囲い込んだ人間と共有するのも仕事なのだろう。それでも薙野は、できることがあればするつもりだった。議員の後ろ盾があれば大きな行動も取りやすいし、恩を売っておいて損することはない。

「お役に立てることがあれば尽力します」

　薙野はそう言って、アイカと共に邸てい宅たくを後にした。

　街路樹のある大通りに出て一息つく。

「この辺は整然としてるんだな」

　街の中心部はずいぶん余裕のあるつくりで風景が美しい。ところどころに銅像などが飾られ、図書館やカフェのような店まである。

「貴族の住むエリアだからね」

　薙野が住む街外れとはまったく違う。さぞ家賃も高いことだろう。

「そういえばさ、君たちはお金のほうは大丈夫なの？」

「まあ、二人で食べていけるくらいは」

　攻略サイトとしての現在の収入源は少ない。冒険者たちはモンスター狩りなどに沸いているが、自分には関係のないことだった。ゴブリンと行っていたトレードは、これ以上武器を流すことは危険だと中断している。ただしキューイレースは続いているので、そのタブロイド版ペーパーの売り上げが唯一の収入源だった。

「あれ評判いいよね。ナギノタブロイドってやつ」アイカが三つ編みを揺らしながら振り向く。「学校の友達も読んでるよ。お話が面白いって」

「そっか、好評でよかった」

　タブロイドはキューイレースの予想だけでなく、別の記事も書くようにしていた。コロッセオの剣闘士のインタビューを載せたり連載小説を書いたりと。小説は日本の昔話のような単純な話だが、これも現代人のアドバンテージだ。

　売れずに余ったタブロイドはアイカを介して友人などに配ってもらっている。この街で生活して気づいたのだが、ここにはエンターテインメントが圧倒的に不足している。タブロイドもエンタメ性を強化し、評判がよければそのうちに有料にして定期購読などのシステムを……。いや、これも街の人々のためだ。

　薙なぎ野のがこうして街を歩いているのも、実は記事を探す仕事の一部だった。

「フレアちゃんと待ち合わせしてるなら、あれを使おう」

　いきなりアイカが薙野の手をつかんで走りだす。向かった先はゴンドラ乗り場だった。この街は森に囲まれているので、水源が豊かで水路も多い。

　アイカはゴンドラを管理しているハーフに金を払うとさっさと乗り込む。意外に小さなボートだった。これは娯楽兼移動用のゴンドラらしい。

「早くう、ほら」

　戸惑う薙野にアイカが急せかす。仕方なく薙野は恐る恐るゴンドラに乗り込んだ。ぐらりと揺れてゴンドラが乗り場から離れる。ゆったりとした流れで安あん堵どした。

「意外に乗り心地がいいね。あと水も綺き麗れいだ」

　初めて乗ったが悪くない。水が綺麗なのはこの街の下水設備が発達しているからだ。調べたところ、二十年前にオークとの戦争で街が破壊されたため、インフラ設備などを一から造り替えたようだ。

　水路には大きなゴンドラなども流れており、荷物などを運んでいる。アイカは櫂かいを使って器用にゴンドラを操作していた。

「ちょっと俺にもやらせてよ」

「えー、できるの？　キューイにも乗れないのに」

「大丈夫だって」

　薙野はアイカと場所を入れ替わる。櫂はゴンドラに固定されており、推進力よりも方向を変えるためのものだ。ゴンドラはほぼ流れるままの一方通行なので危険はない。

「意外にうまいだろ？」

「ふふ、子供みたいだねえ」

　アイカがくすくす笑っている。そんなアイカを見て薙野はさっと目を逸そらした。無防備に足を開いて座って子供みたいなのはどっちだ。彼女はそんな薙野の葛かつ藤とうに気づくことなく、水路を泳ぐ魚を指で突いている。

　目のやり場に困っていた薙野は、ゴンドラを水路の壁にぶつけてしまった。

「きゃっ」

　ガタンとゴンドラが揺れ、薙野はアイカの上に倒れ込む。自動的に流れていくのでボートとは勝手が違う。

「……あ、ごめっ」

　アイカの顔が目の前にある。体の下の柔らかい感触に気づいて、あわてて立ち上がろうとする。が、その動きでゴンドラがぐらりと揺れてしまった。

「慌てなくていいよ」

「そっか、じゃあそうする」

「いや、そこは少しは慌ててよ」

　薙なぎ野のにのしかかられたアイカがしかめっ面をする。薙野はゆっくりと体を起こしてから彼女を抱き起こした。ゴンドラは再び流れに乗ったが、二人は微妙に視線を逸そらしたまま沈黙してしまった。

　ゴンドラがゆったりと流れていき教会が見えた。アイカが寂しそうに視線を向けているのは墓地だった。まだ彼女の心の傷は癒いえていない。戦いで傷ついた彼女を救ってあげることはできないが、何かできることはあるはずだ。この自分だけにできることが……。

「あ、コロッセオ」

　アイカは無理やり笑顔を作って指をさす。巨大なフォルムは遠くからでも見える。

「ナギノは最近は行ってないの？」

「うん、ほとんど演目もないし」

　剣闘士の取材を兼ねて通っていたが、最近はほとんどの演目が中止だ。それに伴ともなってギャンブルも停止している。薙野のビジネスの幅が狭まったが、それはいいことだと思う。コロッセオで無駄に死んでいた剣けん奴どなどがいなくなったからだ。

　だが、そのことによって問題が発生しているという。たとえば街にあふれるハーフの処遇はどうなるのか。今後の薙なぎ野のの攻略サイトは、そんな問題を解決していかねばならない。何かいいアイデアはないものか……。












「……ん？」

　水路に座る女性らしき人影を見て、薙野は首を傾かしげた。フード付きのマントをすっぽりと被かぶった人影がしゃがみ込んでいる。人の視線を避けているような格好だ。

「あれが亜人だよ。戦力としてこの街に入ってきてるんだね」

　水面を覗のぞき込こんでいる彼女は、どうも素す手でで魚を捕まえようとしているようだった。

「戦争が起こるにしてもこの街は守らないといけないからね」

　この街は王都の防衛拠点の一つなのだ。戦争が始まれば、その防衛拠点の街同士で連携して戦わねばならない。

「じゃあ、王都にも亜人が入ってるんだな」

「王都は人間とエルフしか入れないから」

　アイカは口ごもる。やはり種族によって差別などがあるようだ。

　それはこの世界の文化だから仕方がない。だがペンの力でなんとかならないだろうか。基本的にそういった食い違いは情報不足で起こる。そしてこの街にはネットもテレビもなく、情報交換の場は昔ながらの井戸端だ。ギルドやバルでの口コミしかない。

　だからこそタブロイドの力が必要だ。この街に安価な紙が出回るようになったのは最近らしい。よって今ならこのビジネスは独占できる。時流に乗れば莫ばく大だいな利益を……いや、この街を正しく導くことができる。

　階級制度や差別をなくすことができるとは思わない。それでも少しでも和やわらげることはできないものか。

「俺のみたいなタブロイドペーパーは他にあるかな？」

「王都では戦略的な情報を紙で流通させてるけど、ナギノのようなのはないね」

　やはりそのためにはもっと情報が必要だ。戦いが始まる前に情報を集める。剣も魔法も使えない自分はそんな戦いをするしかない。

　ゴンドラを引き寄せてもらい、薙野とアイカは乗り場に降りた。

「どうする？　私はこのまま学校に行くけど」

「ちょっと取材があるんだ」

「案内してあげようか？」

「いや、大丈夫。ちょっとあれっていうか、プライベートな感じだから」

　薙野はここでアイカと別れることにした。

　尻尾しつぽを振る子犬のように三つ編みを揺らしながら走り去るアイカを見送り、向かったのはバルだった。街の少しだけ薄暗い場所にある店だ。そこで約束があった。

　しばらく迷ってから目印の看板を見つける。中を覗き込むと手を上げた男がいた。

「おい、こっちだ」

　店の奥に座っている大柄な男は、奴隷商人のヴォルグだった。彼の両脇には妙に薄着の女性が座っており酒を注いでいる。

　正面に薙なぎ野のが座ると、すぐに女性が隣に座ったが「あ、大丈夫です」と断った。バルではなくそういった酒場のようだ。

「で、話って？」

　薙野は炭酸で割ったワインを口にしながら聞く。話があるからと強引に約束されたが、あまりいい種類の人間ではなかった。フレアはもともとヴォルグに管理された奴隷であり、他にあくどい商売をやっていると聞く。

「お前、奴隷を買わないか？」

　ヴォルグは意外なことを口にした。

「奴隷って、個人所有が禁止されてるんじゃなかったっけ？」

　貴族階級以外は不可能だったはずだ。

「最近奴隷が余って、規則が緩くなってんだよ」

　ハーフの問題がやはり表面化しているのだ。

「いや、いいよ」

　薙野は首を振る。資金的にも余裕がないし、何よりも金で奴隷を買うという行為に抵抗があった。さらに今の自分ではフレアとの二人暮らしでギリギリだ。

「一人でも二人でも同じだろうが」

「フレア……あの子は奴隷じゃない」

「ハーフじゃなくても亜人でもいい。亜人はボディーガードにぴったりだ」

「亜人は奴隷なのか？」

「奴隷に落ちるのがいる。この街で大した仕事がないから、自分を売ってその金で仲間を助けてやってるんだよ。コロッセオで使えばいい演目になるが、今はそれはできない。だから俺たち商人が困ってる」

「へえ。……でも、やっぱり金もないしいいや。今の収入はタブロイドだけだから」

「キューイレースか。あれも稼がせてもらってるが、あれ以上開催日を増やすのは無理だな。稼ぎすぎて少し目をつけられている」

　ヴォルグが首をすくめる。好調のようだがそれも痛しかゆしのようだ。

「じゃあ奴隷購入はいい。だから別の儲もうけ話はないか？」

　薙野は溜ため息いきを吐つく。結局この男の話のいきつくところはそれだ。

「議員からもそんな話を聞いたけど、ちょっと問題が大きすぎるよ」

　ハーフの奴隷や亜人の問題など、個人でどうにかなるものではない。

「なあ、頼むよ！　ここは奢おごってやるからよお」

「彼の言うこと聞いてあげてよ」

　薙なぎ野のの隣に女性が座りワインを注ぐ。逆に座った女性は指先に挟んだナッツを薙野の口に運ぶ。

「それとも、今俺がやってる裏闘技場に参加するか？」

「裏闘技場？」

「北側の酒場で亜人たちを戦わせてる。だが、あまりうまくいってない。お前がなんとかしてくれればそれでいい」

「ねえ、お願い」

　薙野は腕に押しつけられている胸の感触に気づいた。どうもこの街は性にオープンというか、風俗ビジネスも発達している。

「……わかった。何か考えてみるから時間をくれ。約束するから」

「稼げる話だぞ」

「わかったよ、儲もうけ話をもってくればいいんだろ」

「ありがとう」

　両サイドの女性が抱きついてくる。その柔らかな感触と匂いに頭がくらくらとする。なんだか誘惑に負けそうだ……。

「へへへ……」

　薙野は女の子と見つめ合う。ふと誘惑に勝つ必要があるのかと思った。……そうだ異世界に来たのだから、この世界の文化を受け入れるべきだ。この世界では薙野の年齢はもう大人だ。堂々と隣の女の子の胸を揉もんだっていいのだ。

　と、薙野は悪寒のようなものを感じて体を震わせる。恐る恐る視線を動かすと、店の外からこちらを見ている女性がいた。赤髪の彼女は行きつけのバルのウエイトレスのカトレアだった。

「な、なんて冷たい目をする人なんだ」

　背筋に冷たい汗が流れた。バルの夜営業に向けて買い出しにでも来ていたのだろうカトレアは、荷物を抱えたままこちらを睨にらんでいたが、舌打ちをすると立ち去っていった。
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　公園の入り口で待っていたフレアが、ぱあっと笑みを浮かべた。

「あ、ナギ様！　……なんか疲れてません？」

「ちょっと色々あってさ」

　薙野に近づいたフレアが鼻を近づけている。

「なんか香水のような匂いが……」












「ちょっと人ごみを歩いたからね。それよりロンシャンは？」

「無料のがなかったので、時間式ので預かってもらってます」

　この街にはキューイの駐車場のような場所がいくつもあるのだ。

「なんか世せ知ち辛がらいね。コインサービスみたいでさあ」

　薙なぎ野のは話題を逸そらしてから公園の中へと進む。午前中にお互いの仕事を終えて、この公園で待ち合わせすることにしている。

「あそこ空いてますよ」

　樹きの下のテーブル付きベンチにフレアが走っていく。昼下がりの公園は子供連れの女性でにぎわっていた。

　ベンチに座った薙野はテーブルに紙を広げた。いつもここで収集した街の情報をまとめている。タブロイド判のペーパー作成で、薙野が記事をまとめてフレアが清書するといった分業だ。

　キューイレースの予想の他、今回はコロッセオの剣闘士のインタビューを載せることにする。花はな形がた剣士であるガラテナの記事を書くと女性に受けるのだ。さらに連載小説や、他にはやはり鉄板は食べ物ネタか……。

　その横ではフレアが昼ご飯の準備をしている。パンにチーズと香こう草そうと燻くん製せい肉を挟んだだけのシンプルなものだが、てきぱき作ってくれるフレアの存在はありがたい。

　用意してくれたパンを食べながら公園の風景を見る。平和な光景だった。だが、その平和は薄っぺらいものだ。この街が戦場になる可能性だってある。だからといって自分にはこのタブロイドを作る以外に何もできない。

「ここから王都までは遠いのかな」

　キューイに乗って走ってどのくらいかかるだろうか。

「そうですねえ、装備にもよりますけど五日ぐらいでしょうか」

　五日。遠いのか近いのかよくわからない。だが、この街が襲われたとして、援軍が来るのに五日かかっていたら間に合わないだろう。

　そして彼女にも気軽に会いに行けない。王都に戻っていったあのエルフに……。

「野営の装備がなければいいんですがねえ。でも途中で何があるかわからないから、多めに持っていくんです」

「この近くの街まではどのくらい？」

　防衛拠点の街同士で連携は取れるのか。

「一番近くても一回は野営をしますね」

「この街の人たちはそこに旅行とかに行かないのか？」

「旅行？」

　フレアはきょとんとしている。そんな文化はないようだ。つまり街と街を行き来するものは、軍隊か物流だけとなる。それは当然のことだ。やはりリスクが大きすぎる。

「一回別の街に行ってみるにしても、やっぱ免許取らなきゃいけないかな」

「私の後ろでいいじゃないですか」

「でも、フレアはすぐに怒るからなあ」

「それはナギ様が運転中の私にいたずらするからでしょう。騎乗中にふざけちゃいけないんですよ。変なところ触ったりして」

「なんか暇だからついフレアにちょっかいだしちゃうんだよなあ。フレアをこれ以上怒らせるのもあれだし、取りに行くかな」

「取らなくていいです。一緒に乗ればいいんです」

　フレアは少し不機嫌そうに言った。

「ちょっかいだしても怒らない？」

「それは怒りますけど」

　フレアはタブロイドの草そう稿こうを書いている。薙なぎ野のがまだこの世界の文字を書けないために、こうして手伝ってもらっている。彼女は文字も書けるが、意外に絵もうまかったので簡単なイラストを入れることにしていた。つまりレース予想や記事の取材以外のタブロイド制作はほとんどフレアに頼っている。

　……このままでいいのだろうか。

　必死で異世界生活に対応しようとしているうちに、大きく変わろうとしている。武力がないならばせめて資金力で、と言いたいところだが生活もギリギリだ。タブロイドの売り上げだけでは何もできない。さらにキューイレースが中止となったら、タブロイド自体の意味もなくなってしまう。

　顔を上げると、フレアがにこりと笑っていた。

「ナギ様、焦あせらなくていいですよ。私はタブロイドでお金を稼いで、おいしいものを食べたいわけでも、立派な家に住みたいわけでもありません。ただ、ナギ様と一緒にいたいだけですから」

　フレアの笑顔を見ているとうやむやな気分になってしまう。不安な気持ちと一緒に、金を稼ごうという野心なども消えてしまう。

　タブロイドの草そう稿こうを書き上げたときには公園の人影が減っていた。薙なぎ野のはフレアと共に原稿を持って街の印刷所のような店へと向かう。

　原稿を預けると、それで今日の仕事は終わりだ。

「うーん、こんな労働でいいものか」

　薙野は溜ため息いきを吐つく。日時計を確認すると時刻は三時ほどだ。

「これでも働いているほうですよ。店だってすぐ閉めちゃいますし」

「俺の親しん戚せきの姉ちゃんは、一日十三時間も働いてたけどなあ」

「……奴隷だったときでも、そんなに働いたことはないですよ」

　次に二人で向かった先は大浴場だった。いわゆる銭せん湯とうだが、この街の浴場は素晴らしかった。仕事をした後はいつもそこに寄ることにしている。

「それにしても、フレアは最近こっち側に来ないな」

　浴場は男女がわかれているのだが、ハーフは行き来できるようになっている。前は男性側に来て背中を流してくれたのだが、今はそんなことはない。

「……色々考えた末の結論なのです」

「そっか、ちょっと寂しいけどしょうがないか」

「え、寂しいですか？」

　種族が違うとはいえフレアは女性なのだ。そして子供のような体形だが、年齢は不詳だ。ハーフと人間の寿命の違いもよくわからない。知ってしまえば色々とぎくしゃくするかもしれないので聞いていない。

　金を払って薙野は浴場に入る。一般市民も利用しているので安価だが施設は豪ごう勢せいだ。浴槽というよりプールのような広い場所で、彫刻などが施ほどこされて芸術レベルの高さも窺うかがわせる。最初は戸惑ったが、今はここでリラックスできるようになった。

「あまり働いてないけど、やっぱりいいな」

　薙野は洗い場の椅い子すに座ってひとりごちる。浴場の混雑のピークは過ぎているので閑かん散さんとしておりのんびりとできる。ぼんやりと座っていると、誰かが背中を洗い始めた。

「ん？」

　ちらっと振り向くと、湯気の中で小柄なシルエットが見えた。フレアが背中を流しに来てくれたらしい。寂しいと言ったから気を遣ってくれたのだろう。

「……よし、次は俺が洗ってやるよ」

　うれしくなった薙なぎ野のは、彼女を強引に座らせる。そしてごしごしと背中を洗い始めた。彼女は緊張したように身を縮めている。

「あれ？　フレアってこんなに瘦やせてたっけ？」

　薙野は背中を洗いながら首を傾かしげる。体のラインが細くなったような気がする。洗うのを止めて、背中やお腹なかに手を回す。……やはり瘦せている。

　やはりフレアに負担をかけていたのではないだろうか。家計はフレアに任せていたが金がなかったのだ。それでも薙野には食べさせ自分は耐えていたとしたら。

「やっぱり瘦せてる」

　薙野は彼女の体を触りまくって確認した。お腹も腰も足も胸も瘦せてしまった。

「は、ああん……」

　触られるままの彼女が呻うめき、薙野は顔をしかめた。フレアはこんな声だったか……。ふと気づくと、薙野は小さな人影に囲まれていた。

「……フレアがいっぱいいる」

　いや違う。薙野を囲んでいるのはこの浴場で働くハーフたちだった。啞あ然ぜんと固まる薙野の体を彼女たちが洗い始める。それらのハーフは当然ながらフレアではない。

「そっか、よかった」

　街でハーフが余っているために、この浴場で彼女たちは仕事をしているのだ。

「でも、もっと食べたほうがいいよ。うちのハーフはもっとぽっちゃりしてるよ」

　薙野は安あん堵どから目の前のハーフの体を気遣いながら洗い流す。

「よし、全員の背中を流してあげよう」

　薙野は遠慮するハーフたちの体を洗い始めた。洗っては洗われて、なんだかとても楽しい気分になった。いけないことをしている気分になったが楽しい……。

「よし、そっちの子も……」

　距離を置いて突っ立ってるハーフを呼んで、薙野は硬直した。

「ナギ様……」

　目を吊つり上あげて立っているのはフレアだった。
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　空が赤く染まり始めた。仕事をして風呂に入るとあっという間に夕方だ。

「なあ、フレア？」

　フレアは返事もせずにすたすた歩いている。

「フレアちゃん？」

「……なんでしょう？　私を呼んでます？」

　フレアの態度がつれない。大浴場でのことをまだ怒っている。

「ナギ様は私のことを大きさで判断してたんですね」

「なんか瘦やせてるって思って、びっくりしてしまって」

「ハーフのくせにぽっちゃりですいませんね。申し訳ありません」

「いや、出会った頃よりはってことだよ。あのさあ、まだ少し時間あるし、ご飯でも食べて帰ろうか」

　機嫌が悪いときこそ食べ物だ。おいしいものを食べれば誰もが楽しくなる。

「節約せねばなりませんから、家で食べましょう。ぽっちゃりしてますし」

　薙なぎ野のから見るとフレアは瘦せているほうだが、ぽっちゃりという言葉は、この世界でも女性に対してはまずかったか……。

「色々考えたんだけど、食べ物で一発当てられるかもしれないと思ってさ。俺は別の世界、いや別の国から来たから文化の違いのアドバンテージがあるだろ。もしもおいしいメニューを生みだせたらお金も稼げるからさ」

「どうでしょうかねえ」

「まあまあ、いいじゃん。これも勉強だから」

　薙なぎ野のはフレアの手を握って強引に進む。おいしいものを食べようといっても、この街の店に詳しいわけではない。新しい店を開拓してみるべきだろうか。しかし現代日本のようにネットで調べることもできない。店を紹介するシステムなどがあればいいのだが……。結局向かったのはいつものバルだった。

　店を覗のぞくと中は結構にぎわっている。それでもこの店の客層は穏やかなほうだ。

「あ、ナギノ」

　声をかけてきたのはアイカだった。彼女は仲間の女の子たちとテーブルを囲んでいる。冒険者の格好をしているので、ギルドの仕事をしてきたのだろう。アイカたちは学生兼冒険者なのだ。

　隣のテーブルに座ると、ウエイトレスが寄ってきた。

「おっと、この店でいいんですか？」

　顔を上げると冷たい表情のカトレアが立っていた。……まずい。さらに不機嫌な人間が増えてしまった。

「この店はおいしいからね」

「でも、あの店より可愛かわいい女の子がいなくてすいませんね」

「いや、そんなことないよ！」

　薙野は今日一番の大きな声を出す。隣では「あの店？」とアイカがきょとんとしている。

「せっかくなんで今日はたくさん食べてください」

　カトレアが口角を上げたが、まったく目が笑っていない。

「いや、今日はそれほど金が……」

「あのような店に行くお金があるのに？」

「わかった、今日はたくさん食べるよ！」

　選択の余地はなかった。テーブルにどんどん料理が運ばれてくる。

　ウサギのロースト、鎧よろい豚ぶたの肩肉の煮込み、子牛のグリル、鳥の串くし焼やき……。

「……うまい」

　薙野は色々なことを忘れて料理をがっつく。

「おいしいですねえ」

　先ほどまでふくれっ面だったフレアの頰ほおも緩んでいた。食べ物はおいしいし、フレアの表情も可愛らしいし二度お得だ。

　料理のほうは香こう草そうなどの種類が豊富なので味も様々だ。そして肉自体の味もしっかりしている。少し臭みがあるが、それが妙に癖になる。モンスターの肉は硬いのだが、煮込むとトロトロだ。この角つのが生えた野の兎うさぎのソース煮などは、なんの香こう草そうや香辛料を使っているのかまったくわからない。不満があるとすれば魚料理が少ないことぐらいだ。

「料理で異世界無双は無理か」

　この世界では簡単に無双ができるほど甘くない。そもそも元の世界では料理が得意ではなかった。インスタントラーメンに卵と葱ねぎを入れて料理だと言い張っていた程度だ。マヨネーズの作り方もわからないし、大さじ一杯がどの程度の量だかもわからない。やはり別のアプローチが必要だ……。

「でもうまいものを食べてるときは悩みが吹っ飛ぶな」

　薙なぎ野のはワインの炭酸割りを飲んで一息ついた。色々と苦労はあるが、異世界に飛んで来たことに比べれば些さ細さいなことだ。

「おいしいですか？」

　カトレアがくすっと笑う。彼女の機嫌も直ったようだ。

「おいしいよ、やっぱりこの店が一番だよ」

「じゃあ、もう浮気しないでくださいね」

　カトレアは耳元で囁ささやいてからテーブルから離れていく。

「……ん？　浮気って？」

　隣のテーブルのアイカが不審そうな目を向けていた。

「いや、そろそろ仕事を頑張ろうかなって思って、色々動いてたんだ」

「うん、期待してるよ」

　にこりと笑うアイカを見て思う。やはり自分は自分にできることをやるしかない。そうだ、攻略サイトとして街や人々の問題を解決し、そして皆を笑顔にする。

　薙野はアイカのテーブルにワインを注いで回り、皆で乾杯する。この楽しい時間を守るために戦うのだ。この世界にも悩みや問題がある。元の世界に戻るよりも、まずはこの世界の人々を助けて問題を解決してやりたい……。

　……気づくと薙野の体が揺れていた。

　目を開けるとキューイの上だった。薙野はワインに酔った状態で、フレアを抱きかかえるようにして座っていた。

「あなたのご主人様はしょうがないねえ」

　フレアがキューイを走らせながら呟つぶやいていた。

「でも、やるときはすごいんだから」

　薙野はフレアの声を聞きながら帰路につく。

　こうして薙野の異世界の一日が終わる。









２　亜人戦士×バトルゲーム






「結構うまいね」

「こういうのもいいですねえ」

　目の前でもうもうと煙が立ちのぼっている。焚たき火びに網を置いて焼いているのは牛の内臓、つまりホルモンだ。薙なぎ野のとフレアは夕方の庭で焼肉をしているのだ。

「このソースがいいですね」

「地道に調味料を買い集めていた成果が出たな」

　まだ食べ物で金を稼ぐことはあきらめていなかった。そして思い立ったのが焼肉だ。内臓などはほぼ捨てられるらしく安価で手に入る。そして、それをおいしく食べる秘ひ訣けつは焼肉のたれだ。薙野は密ひそかに香辛料を集め、焼き肉のたれの完成を目指していた。

「すげえ脂あぶらがうまい」

　内臓は丁寧に洗って処理をしてある。焼いた外側はサクサクで嚙かむと脂がにじみ出る。そして辛めに作ったたれがそれに合う。

「焼いて食べるとおいしいですね」

　フレアはホルモンを焼いて食べるのは初めてらしい。最初は難色を示したが、今は笑みを浮かべている。焼肉屋でバイトをしたかいがあったというものだ。

「あとは白いご飯があればなあ」

　この街では穀物は麦などが多く、調理方法もおかゆが主流だった。なので日本の焼き肉文化を持ち込めば、この街のメニューに改革を起こせるのではないか。戦争の準備として米らしき穀物が流通し始めたことも調べている。あとは米を炊くための道具をそろえなくてはならない。

「煙が出る調理方法は禁止されてるんですよ」

　薙野の野望に気づいたフレアが口を挟む。

「火事が起こったことがありますからね。たとえばカトレアさんがいる『金きん羊よう亭てい』では、こうした焼き方はできません」

「じゃあこんな場所でやるしかないのか」

「そもそも、焼くという調理方法は下品だとされています」

　思い返してみれば肉は煮るか蒸すが主流で、他にはローストがある程度だ。匂いや煙が出てしまう調理方法は嫌われているのか。元々戦闘の街だけあって、目立つ調理方法が避けられてきたのかもしれない。

「さらに内臓はこの街ではコロッセオのモンスターか奴隷しか食べません」

　薙野はちらりとフレアを見た。彼女はもともと奴隷だった。もしかしたら嫌な思いをさせてしまっただろうか。

「あ、でも、こうしてナギ様と食べるとおいしいですよ。私は生きるためだけに食べてましたけど、ナギ様と一緒だと楽しいです。食事を楽しいって思ったのはナギ様に出会ってからです」

　恥ずかしそうに笑うフレアを見て心が温かくなる。こうして異世界でホルモンを焼くのもいいものだ。フレアをもっと笑顔にするために、ホルモンだけでなくカルビやロースなどを食べさせてやろうと誓ちかった。

「……ん？」

　ふと顔を上げると人影が見えた。ポプラの木の下に誰かがいる。マントを羽は織おっているそれは……。

「亜人です。最近この街でよく見かけます」

「なんで木の下に？」

「亜人には住居の代わりに木が貸しだされます。つまり、あの木が街から貸しだされた亜人の住居なのです」

　フレアはすでに気づいていたようだ。シルエットからすると女性だろうか。特徴的なのは頭についている耳だ。こちらをじっと見ているが、近づいてくる様子はない。

「呼び名は亜人ってひとくくりなのか。なんかぼやっとしてるな」

《姿が変わるからねえ》

　薙なぎ野のの肩に座っていた妖よう精せいが口を挟んだ。

《たとえばあの亜人は全部雌めすなの。それは生き残りの戦略。つまりその時代に強い血を受け入れ、自らの種族を存続させる。ちょっと調べてみたんだけど、前の時代では虎とらのような獣人の血を受け入れていた。ほら、ネコ科の耳が残ってるでしょ？》

「虎ねえ」

《そしてこの時代で一番強い種族は人間。よって人間と交尾して血を残す。そうすることで人間に似ていけば、性交もしやすくなるってこと》

　つまり亜人はその時代のモードを表現する種族なのだ。この人間の時代では人間のようになり、人間の時代が終われば別の種族の血を受け入れ変化していくのだろう。

「なあ、一緒に食べるか？」

　つまり人間に友好的な種族なのだと、薙野は木の下の亜人に声をかけた。

「ナギ様、亜人は警戒心が強いですから」

　確かに亜人はじっとこちらを窺うかがっているだけだ。

　薙野は猫じゃらしのような穂のついた雑草を引き抜くと、亜人に近寄りながら振ってみた。すると明らかに彼女の視線が穂を追っている。

　飼い猫のモモがこれが好きだった。最初は興味がない振りをしているのだが、本能に逆らえずに猫じゃらしを追い始めてしまう。その理性が本能に負けてしまったときのモモが好きだった……。

　と、猫じゃらしを振っていた薙なぎ野のに、いきなり亜人が飛びかかった。

「うわあ、ナギ様！」

　慌てて駆け寄ってきたフレアだったが、亜人は薙野の持つ猫じゃらしにじゃれていた。

　薙野は思った。こいつはやはり猫だ……。今度は頭上で猫じゃらしを振ると、またも亜人が飛びかかる。ピョンピョンと跳んでいる姿が可愛かわいらしい。

「フー、フー！」

　亜人が興奮している。あまりに熱中しているため、大きめの胸が揺れている。

「ちょっとナギ様！」

　薙野の視線に気づいたフレアが、バシッと猫じゃらしをはたいた。

「あ、ちょっと夢中になっちゃった」

　我に返った亜人はぴたりと動きを止める。心を落ち着けるためか自分の手の甲をぺろぺろと舐なめ始めたが、チラチラと焼けるホルモンに視線を向けている。

「お腹なか空すいてるのか？」

　聞くと亜人の耳がピクリと動いた。薙野は焼けたホルモンを皿に載せると、自家製の焼き肉のたれをつけて差し出した。

「…………」

　彼女はしばらく匂いを嗅かいでいたが、恐る恐る口に放ほうり込こむ。

「おいしいか？」

　彼女は返答せずに食べている。

「亜人は無口で表情も乏しく、何を考えているのかわからないって、人間からは警戒されているのです」

　ホルモンを食べる彼女の耳がピクピク動いている。どちらかというと感情が駄だ々だ漏れのような気がするのだが……。

　フレアが焼いたホルモンを差し出す横で、薙野は亜人を観察した。ネコ科の耳以外はほぼ人間のようだ。布の服に革の胸当てをつけ腰には剣を下げている。やはり街の防衛の戦力として呼びこまれたのだろう。

　ネコ科だからといって毛深いわけでもなく肌はつるつるとしている。これも血を残す戦略として人間に近くなっているからか。ただしよく見ると、ホルモンを食べる口からは犬歯のような牙きばが見え、手の爪つめも鋭い。そして目も人間よりも猫に近いかもしれない。

「しかしよく食べるな。……なあ、この街で仕事はあるのか？」

　彼女は首を振る。まだ戦争が始まっていない状況で、彼女たちは微妙な立場に置かれているのかもしれない。いつかこの街でも戦争が始まるかもしれず、そのために戦力が必要だ。だとしたらそれまでの彼女たちの生活は重要ではないのかと思う。

　薙なぎ野のは心配になった。というより彼女に感情移入してしまう。自分がいきなりこの街に来たときは右も左もわからず心細かった。少しだけこの街に慣れた今、他人を助ける時ではないか。さらにこの亜人を見ていると、飼い猫を思い出してしまい放ほうっておけない。

「名前は？」

「ミア」

　小さな声が聞こえた。

「俺は『攻略サイト』っていう仕事で困った人間を助けてる。もしもよかったら、俺が力になるよ」

　ミアは何も答えなかったが、耳がぴくりと動いた。
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　翌日、薙野はアイカと街で待ち合わせをしていた。彼女に相談したいことがあったのだ。それはもちろん亜人問題だ。

「亜人が得意なのは戦いだよ。強い血を受け入れ続けてきたからね」

　今日のアイカは赤ベースの鎧よろい姿すがただ。午前中はギルドの依頼で街周辺の調査に出ていたようだ。不穏な状況下で冒険者たちの仕事は多い。












「戦い以外には？」

「うーん、力は強いけど器用じゃないみたい。表情も乏しいから接客も無理だよね」

「近所にいる子もそんな感じだったな」

　ミアと名乗った彼女は、ホルモン焼きを食べるとお礼も言わずに戻っていった。

「そういえば名前に『ア』の発音が入るのが多いね」

「女の子の意味合いがあるからね」

　二人が目指したのはギルドだった。だがギルドは閑かん散さんとしている。パトロールなどはギルドでなく街が依頼を出しているので、ギルドに出入りしている冒険者はいないのだ。そして依頼などもほとんどなかった。

　目に留まったのは服飾店の仕事募集などだ。情勢が不安定なために、武器や鎧よろいの店は好調だが、反して戦いに関係ない店は不調のようだ。

「亜人には調査依頼が出てないのかな？」

　薙なぎ野のは依頼の紙が貼はられた壁を眺める。

「調査には向かないからね。戦いは連携が重要だから、亜人を連れていくチームもいないんだよね」

　だから困こん窮きゆうしている状況がある。それでも、昨日聞いたところ一応ミアは仕事の当てがあるらしかった。

「街の北側にある大きな酒場って言ってたよ」

　だが、不器用で接客が不向きなのに酒場で仕事ができるのだろうか。

「北側の大きな酒場、か」

　何か察した様子でアイカの表情が曇った。

「心配だから様子を見に行っていいかな。一応お隣さんだし」

「うーん、あまり気が進まないけど」

　それでも案内はしてくれるようで、薙野はアイカと共にその酒場へと向かった。

　そこは街の裏側といっていい場所だった。それでも最近は治安はよいらしい。街の依頼で冒険者たちの懐ふところが潤うるおっているからだ。今のところは世界の情勢不安がプラスに作用しているといっていいだろう。

　目的の酒場は石造りの大きな建物だった。元は美術館のような場所だったが、戦争後に街の中心部から外れたために荒廃し、現在は酒場となっているらしい。

「あまりいい酒場じゃないのよ。なんていうか性的な……」

「そんな感じなんだ」

「台座の上で裸の女の人が踊ったりするような。私はこんな場所に来ないから、よくはわからないのだけど」

　嫌な予感がした。亜人たちが性的に扱われている可能性がある。昨日会ったミアは、亜人だがほとんど人間のようだった。いや、顔も整っており胸も大きく体のラインは曲線的で色っぽい。そんな扱いを受けることは十分にあり得る。

　そう考えると胸が痛む。それがこの世界の文化だとしても心苦しい。

　中に入った薙なぎ野のは顔をしかめる。喧けん噪そうと煙草たばこの煙に頭がくらくらする。ハーフたちが走り回って酒を運んでおり、沢山のテーブルで男たちが飲みながら騒いでいた。

　そして彼らの視線は酒場の中央に集まっている。

「……なんだあれは」

　薙野は啞あ然ぜんとする。酒場の中央に大きな台座のような場所があった。確かにそこには亜人がいた。二人の亜人が下品なヤジを浴びながら立っている。

　しかし、彼女たちがやっているのは薙野が思ったものと違った。裸を晒さらしているわけでもなく踊っているわけでもない。──それは戦いだった。二人の亜人が台座の上で殴りあっている。それを周りの男たちが酒を飲みながら楽しんでいるのだ。

　これがショーと言えるのか。薙野はそんな光景を前に立ち尽くす。拳こぶしがぶつかる音が反響し、息を乱しながらも拳を振るう亜人。血しぶきが飛び片方が膝ひざをつく。同時に怒ど号ごうが起こり、それに押されるようにしてよろめきながらも立ち上がった。

　薙野はぐっと唇を嚙かむ。これはスポーツでも格闘技でもない。ただの殴り合いだ。痛めつけられるそれを見て楽しんでいる。

　街の歪ゆがみがこの場所にあった。コロッセオが中止になり人々は血に飢えている。街からの依頼をこなした冒険者たちは金を持て余し、こんな残ざん虐ぎやくなショーができあがったのだ。仲間同士を痛めつけるシーンを楽しむという娯楽だ……。

　亜人の放ったパンチが、もう片方の顎あごを捉とらえた。パンチを受けた亜人が派手に倒れ、酒場に歓声が沸き起こる。今度は無理やり立たせようとの声はなかった。倒れた亜人は完全に意識を失っている。

「……ねえ、行こう」

　アイカが手を引っ張るが、薙野は動けなかった。

　これでいいのかと思った。街が不穏な状況でこんなことをやっていていいのだろうか。たとえ亜人が見下されているとしても、戦争が起これば共に戦うことになる。なのにこんな仕打ちをしていいものなのか。

　同時に思う。おそらくこのショーはエスカレートする。まだこの下品なイベントは始まったばかりだ。だから拳の殴り合いですんでいる。しかし観客はそれで満足しなくなるはずだ。鎧よろいなどの防具をはぎ取られ、さらに武器を使うようになるだろう。そしてノックアウトでは満足できず、最後には殺し合いに……。

　薙野は酒場の端のテーブルに座っている男に気づいた。

「ちょっと行ってくる」

　アイカに断ってから薙なぎ野のはそのテーブルに進んだ。酒を飲みながらにやにやと笑っていたのは奴隷商人のヴォルグだった。

「よお、協力する気になったのか？」

　薙野に気づいたヴォルグがにやりと笑う。イベントにこの男が絡んでいるようだ。相変わらず反へ吐どが出るほうに商才があった。

「こんなことやって大丈夫なのか？」

　薙野は怒りを抑えて冷静に聞く。

「あいつらの仕事がないんだからしかたねえだろうが」

「議員や貴族に見つかったら危険なんじゃないか？」

「これくらいは見逃されるんだよ」

　確かにこの程度なら、住人のガス抜きとされる可能性が高い。不安な情勢の中で誰もがストレスを溜ためている。その矛ほこ先さきはいつでも弱者であり、現在は亜人へと向かっている。

「それより、お前も一枚嚙かむんだろ」

「あれに？」

「そうだ。客入りはいいが、それほど金を稼げるわけじゃない。そのうちに物足りなくなって殴り合いじゃすまなくなる。となると剣を持っての殺し合いだ。一人や二人ならいいが、何人も死んだらさすがに街から目をつけられちまう」

　ヴォルグも薙野と同じ憂ゆう慮りよがあるようだ。ただし目の前の男の思考は金だ。金のために亜人とこのイベントの心配をしている。

　薙野を追いかけてきたアイカが「やめなよ」と口を挟んだ。

　確かに関わってはいけないと思った。このようなくだらないイベントに……。舞台に視線をやっていた薙野はヴォルグに向き直った。

「考えてみる。金を稼げて商品も長持ちさせればいいんだろ」

　思ったのだ。目の前のこの男は残ざん虐ぎやくで尊敬できない人間だが話は通じる。やつの思考の根本には金がある。金のためならなんでもやるが、金さえうまく動かせば協調できるということだ。街の人々のストレスのはけ口をうまく回避させ、金を儲もうけるシステムを作ることができれば……。

「行こう」

　薙野はアイカを引っ張って出口へと向かう。これ以上ここに突っ立って見たくないものを目にする必要はない。それでも出る間際にちらりと振り返ってしまう。そこには舞台で仲間と殴り合うミアの姿があった。
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「あの、この状況はどういうことなんでしょうか？」

　翌日の薙なぎ野のは空き地にいた。フレアとアイカの他、こちらを警戒するように突っ立つミアの姿もある。

「あの子を雇ってる」

　金を払ってここに連れてきたのだ。理由はまず亜人という種族を知りたかったからだ。物事を攻略するには、まずそのものを知るところから始めるべきだ。

「……ということでさ、ちょっと得意なことを見せてもらいたいんだけど」

　薙野は恐る恐るミアに声をかける。

「確かに肉を食べた。でも、下ったわけじゃない」

　ミアは視線も向けずに言う。

「いや、そういった感じじゃなくて、攻略サイトで、亜人たちを助けようと思って」

「人間に施ほどこしは受けない。そして自分よりも弱いものを、主人とすることはない、から」

「主人とか、そんなつもりはないんだけど」

　異様に警戒されている。顔つきはほぼ人間なのだが、それ故ゆえに人間と壁があるのかもしれない。助けるにも亜人に認められる必要がありそうだ。

「得意なのは戦いなんでしょ？　いい機会だからちょっと教えてほしいな」

　微妙な雰囲気にアイカが割って入った。彼女は模擬戦用の木刀を持っている。

「これで殴られろと？」

「いや、練習だから戦ってよ」

　アイカがミアに木刀を放ほうり投なげる。ミアはその木刀を確認するように見つめ、羽は織おっていたマントを脱ぐ。マントの下は革ベースの鎧よろい姿すがただ。戦闘民族の亜人はいつでも戦えるコスチュームで生活しているのだろう。

　木刀を持った二人が向かい合った。それは素人目に見ても緊張感がある。動きはないが、すでに視線などでフェイントを使っている。

　先に動いたのはミアだった。薙野が瞬まばたきをした瞬間に距離を詰めていた。木刀を一いつ閃せんさせるが、アイカは距離を見切ってかわす。

　素早い二人の動きについていけなかった。アイカの動きも素早かったが、ミアはさらに上をいっている。動きも変則的で読みづらい。徐々にアイカが押され始め、後ろに飛びのいて距離を取った。

「まいった」

　アイカは両手を上げてみせた。薙野とフレアは大きく息を吐つく。短時間だったが激しい戦いだった。模擬戦とはいえこのような戦いができるのだ。

「やっぱり強いね」

　負けを認めたアイカに悔しそうな様子はない。アイカは学生兼冒険者であって、剣士ではない。一対一の戦いの勝敗に意味がないと知っているのだ。

「……そっちも素晴らしかった」

　アイカに木刀を返すミアの口調が、少しだけやわらかくなったような気がする。アイカの強さを認めたということか。だとしたら亜人の評価は強さに依存するということか。

　それにしても、と思う。なんというかミアの動きには華があった。無駄のないアイカの動きに対して、ミアは戦いを楽しんでいるような雰囲気もある。

「そっちも、やる？」

　ミアがこちらを見ている。

「いや、俺は剣は使えないから」

　そう言うと、ミアの視線が冷たくなった。先ほどまでピンと立っていた耳が垂れてしまっている。失望させてしまったようだ。

「やっぱり強いのが好きなのか？」

「それはそうですね。種族の本能的に強さを求めるのでしょう」

　フレアが返答する。亜人には強い血を残すという本能があるのだ。同時にひらめいた。もしもここでミアに勝てば尊敬されるのではないか？　亜人問題を解決するためには信用を得る必要がある。だったらまずは勝てばいい。

「なあ、俺が勝ったら、攻略サイトが亜人たちを助ける仕事をしていいか？　強いものに助けられるのはいいんだろ？」

「……勝てるなら」

「ナギ様では無理ですよ」

　やりとりを見ていたフレアが慌てて忠告する。

「よし俺がやろう。約束を忘れるなよ」

　一歩前に出る薙なぎ野のにミアが身構える。

「やめなって、ナギノじゃ絶対に相手にならないよ。また半泣きして落ち込んでフレアちゃんに慰なぐさめられることになるんだから。絶対にそうなるって」

　薙野の実力を知っているアイカも止めている。この世界では薙野は女の子に心配されるほどか弱い存在なのだ。同時にその言い方にムッとした。

「確かに剣じゃ無理だ。でも、別の格闘技ならいけるかもしれない。……柔道でどうだ？　打撃じゃなく投げる格闘技だ」

　これは異世界のアドバンテージだ。コロッセオなどを見てこの世界に投げ技がないことを発見している。そして柔道は男子なら高校で学ぶ格闘技だ。薙野も授業を受け、クラスでは柔道部に次いで強かった。それでアイカとミアの鼻を明かしてやる。

「ジュードー？　投げる？」

　不審そうな顔をしているが、ミアの耳がピンと立っている。やはり興味を持っている。

「フレア、始め！　って言って」

「え、……えっと、始め？」

　薙なぎ野のは一気にミアに距離を詰める。柔道を知らないミアはまず技を受ける気だ。有無を言わさずにまず投げてしまえばいい。クラスメイトたちを震しん撼かんさせた必殺の背負いを、この異世界で披露してやる。

　が、薙野はミアのローキックをくらって、ずてっと地面に転倒した。

「ち、違う。だから打撃は駄目だって言ったじゃん」

　薙野は悶もん絶ぜつしながら呻うめく。

「足技も駄目？」

「あー、ほら言ったじゃないですか。かわいそうにナギ様」

　駆け寄ってきたフレアが薙野を抱きしめる。そのまま慰なぐさめられようかと思ったが、ここで甘えては駄目だ。このフレアシステムは男を駄目にする。

「今のは反則で本当なら負けなんだけど、一回だけ許してやる」

　薙野は足の痛みをこらえて立ち上がる。憐あわれみの視線を向けるアイカを横に、薙野はミアと向かい合う。

「柔道は超接近戦の格闘技で、お互いにつかみ合った状態で戦うことになる。衣服や腕をつかんで投げて、相手の背中を地面につかせたら勝ちだ」

　薙野は簡単に説明する。だが練習はやらせてはならない。姑こ息そくかもしれないが、技を知らない相手なら必ず勝てる。とりあえず勝ったという事実が必要なのだ。まず自分が上位であることを相手に示してやればいい。

　薙野は距離を詰める。今度はローキックなどで迎撃せず、ミアは間合いに簡単に入らせた。戦闘種族のミアは、一回対たい峙じしただけで薙野の実力を推し量ったのだ。

　──それが狙ねらいだ。

　こちらには日本柔道の技がある。戦いは素人でも、持っている技は先人たちが昇華したものだ。薙野は強引にミアの胸ぐらをつかんだ。

　そのときミアの表情が変わった。技は知らないが、薙野が何かをやるという気配を敏感に感じ取ったのだ。彼女の瞳孔が開いていく。

「フー、ハー！」

　ミアが口から牙きばをのぞかせ威い嚇かくする。

「ちょっと待て、待った！」

　薙野はミアから離れて後ずさる。

「そういうのじゃなくてさー、もっとソフトにっていうか、怖いのはやめないか？　あくまでも模擬戦闘なんだからさあ」

　情けないことに、ミアの形相に足が震えてしまった。

「あのさ、この人は素人だからもっと優しくやってあげれば？　衣服をつかんで何かをしたいらしいから、そこまではやらせてあげるとか」

　深呼吸して鼓動を整える薙なぎ野のの横で、アイカがミアを説得している。

「わかった」

　なんだかミアの表情が冷えていた。アイカとフレアも呆あきれた様子だが、ここで心を折ってはいけない。自分の背後には講道館柔道がある。

　薙野はいきなり距離を詰める。今度はミアは素直に襟えりをつかませてくれた。

「あんっ」

　ミアが妙な声を上げたとき、すでに薙野の腰が入っていた。そのままてこの原理を利用してミアの体を持ちあげる。

　ミアは見事に一回転して地面に背中を打った。

「おー」

　アイカとフレアが目を丸くしている。薙野の背負い投げが決まったのだ。これは戦略だ。自分が勝ったと言い張るためには、まず周囲を納得させる派手な技が必要だ。今のは反射的にミアが体勢を立て直したので有効どまりだろうが、一本と言い張ってしまえばいい。

「ナギ様すごいです！」

　我に返ったフレアはパチパチと手を叩たたいている。

「大丈夫か、これが柔道だ」

　受け身を知らないミアは、どこか打ったのだろうか倒れたままだ。薙野はへたり込むミアに手を差し出してやったが、その手を引っかかれた。

「フー！」

　耳を逆立てたミアが、胸を押さえて興奮している。

　先ほどまで拍手していたフレアとアイカが顔をしかめる。

「胸を触られて怒ってますよ」

「ん、ん？　胸を揉もむ格闘技なの？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　確かに組みあうときに柔らかい感触があったが、それは不慮の事故だ。

「打撃禁止とか言ってたけど、それが目的だったの？」

　アイカが詰め寄ってくる。だが、ここで再試合したらどうなるかわからない。こうなったらこのまま押し切るしかなかった。

「確かに胸を揉んで隙すきを作るのもこの格闘技の一部なんだ。でもさあ、実戦で胸がーとか言ってたら死んじゃうよね。だから俺の勝ちでいいよな」

　薙野を見つめる二人の目がとても冷めていた。未いまだに怒っているミアに少しばかり罪悪感があったが仕方がない。ここまで来たら引き返せない。

「よって亜人たちからの依頼を、攻略サイトが請け負う」
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　しかし問題はまったく解決していない。具体的なプランはまったくなかった。

　薙なぎ野のは酒場の隅っこのテーブルで溜ため息いきを吐ついていた。

「雰囲気がよくないですね」

　隣にはフレアがいる。本当は連れて来たくなかったが、危険な場所のために単独行動を許してくれなかったのだ。その横にはフード付きのマントを羽は織おったミアがいる。彼女は危険なこの場所でのボディーガードとして雇っている。ボディーガードの依頼はギルドを介するのだが、大半が中抜きされてミアは受け取れない。だが、個人で雇うには色々問題がありすぎて断念した。

「負けたわけじゃないから」

　ミアは薙野に投げられたことを引きずっているようだ。あれから再戦を持ちかけられたが、もちろん断っている。

「私たちは人間の子を産むけど、自分より強い者の子だから」

「わかってるって。それが目的じゃないから」

　この異様に警戒するミアだけを雇っても意味がない。問題はこの街の亜人たちの状況なのだ。しかし状況は悪化しているように思える。

　中央の舞台では今日も亜人たちが戦っていた。だが昨日まで装着されていた防具は取り外され、戦いが過激になっている。

「おい、来てたのかよ」

　寄ってきたのはヴォルグだった。酒場の熱狂と対照的に彼の表情はすぐれない。

「あまりよくない」

　ドスンと椅い子すに座る。元奴隷のフレアは彼から隠れるようにテーブルから離れた。

「ギャンブルを取り入れたのか？」

　酒場の中でくじが売られていることに気づいていた。薙野が持ち込んだブックメーカーシステムを利用しているのだ。しかしうまくいっていないようだ。

「このシステムと相性が悪いんだな。ギャンブルで必要なのは公平さだけど、派手な戦いが見たい連中はそんなの求めてないし、八や百お長ちよう問題だって出てくる」

　求められているのは過激な戦いだ。しかし一度エスカレートさせると際限がなくなる。武器を持たせて死者が出ればこの酒場のイベントは中止となる。できれば中止になってもらいたいが、そうなれば亜人に相当の死者が出ることを覚悟せねばならない。そして重要なのはあの戦いは亜人の意思でやっているという事実だ。生活費を稼ぐためにどんな仕事でもやらねばならない内実がある。……では、どうするか。

「少し考えさせてくれ」

「どうにかしてくれたら、いいめ見せてやるからよお」

　この場所で重要なのは派手な戦いだ。それは残ざん虐ぎやくさでなくともいい。たとえばギャンブルのような金を賭かけるスリルだ。金を使わせれば、それを亜人たちに回すことができる。だが、先ほども言ったとおりこのシステムはギャンブルとの相性が悪い。

「戻りませんか？　こういうことに関わってはいけません」

　忠告するフレアの顔は真っ青だ。舞台を見ると、亜人たちが口から血を流しながら殴りあっている。少しでも攻撃を緩めようならヤジが飛び、酒瓶さえも投げつけてくる。……あのような状況に介入できるのか。下へ手たなことをすれば、薙なぎ野のだけではなくフレアにも危害が及ぶ可能性がある。

「あれを利用してお金を稼ぐのなら、空腹のほうがいいです」

「でも、ここから逃げても問題が解決するわけじゃない」

　怒ど号ごうが飛び交う酒場で薙野は思案した。いきなり変えることはできない。変えるのなら少しずつだ。少しずつあのバトルに介入してやる……。

「よし、ショーは終わったし気分を変えようぜ。楽しい店に連れていってやるよ」

　立ち上がったヴォルグが手招きする。

「ナギ様、帰りましょう。変な店に行ってはいけません」

　フレアはヴォルグの背中にしかめっ面を向けている。

「フレアが帰るんだ。ミアに送ってもらいな」

　啞あ然ぜんと立ち尽くすフレアを置いて、薙野はヴォルグについていった。







　次の日から、薙野は本格的に行動を開始することにした。

　まず考えたのは亜人ファイターの管理だった。戦う亜人たちの情報を集めたい。

　目的はプロフィール制作だ。タブロイド特別版として、亜人の名前とプロフィールを記載したペーパーを作るつもりだ。しかし酔っぱらった連中が無料でも読むだろうか。

　木の下で眠っていたミアを起こして酒場に向かおうとすると、当然のようにフレアがついてくる。

「なあフレア。今回の仕事は俺だけでやりたい」

　はっきりと言うと、フレアの表情が曇った。

「で、でも、ナギ様は文字を書けないから、タブロイドだって作れません」

「それは他を雇うから大丈夫だ」

「ナギ様一人じゃ危ないし」

「ミアがいるから心配しなくていい。フレアにはしばらく休みをあげるから、自由にしてくれていいよ」

「昨日だって、ナギ様はいかがわしい店に行ってましたよね」

「そ、それはフレアには関係ないだろ」

「そんな、関係ないって……」

「とにかく今回は俺だけでやるって決めたんだ。そうさせてくれ」

　薙なぎ野のの厳しい物言いに、ついにフレアが折れた。がっくりと肩を落とす姿に胸が痛むが仕方がない。こうするしかなかった。

　今回の仕事にフレアの存在は邪魔だった。

　薙野はキューイには乗らず、ミアと歩いて街の北側へと向かう。

　早めに酒場に行ってタブロイドづくりをしたかった。ただ、文字を書けないのは確かなので、酒場にいるハーフを雇うことにする。攻略サイトとしてこのショーに介入すると宣言しているので、ヴォルグを介して数人のハーフが薙野の補佐につくことになった。

　そして少しずつバトルにも介入する。

　まずバトルを解説する実況を入れることにした。また、赤コーナーと青コーナーに分け、コスチュームもその色を使うようにする。これは戦況がわかりやすいようにする工夫だ。

　そのシステムはその日から取り入れ始める。

「なかなか評判がいいぞ。このままいけば金を賭かけられるかもしれねえ」

　酒を飲むヴォルグがにやにやと笑っている。薙野の介入により、殴り合いから競技方面に進んだのだ。このままいけば明確なルールもでき、ギャンブル介入の余地もあるだろう。

　ただし予定外のこともあった。ショーの後半では武器を使い始めている。亜人たちが棍こん棒ぼうで殴り合う光景があった。それに伴ともなって怪け我が人にんも出ている。バトルをわかりやすくしたことで、残ざん虐ぎやくさのエスカレートが加速してしまった。

　そして作ったタブロイドを配ったが、やはり酒の入った客には受けが悪い。

「やはり駄目か……」

　もう少し工夫が必要だ。問題を解決するためにはどうしてもタブロイドの存在がキーとなるのだが……。薙野はヴォルグに近づいた。

「なあ、これが終わったら、いい店に連れていってくれないか？」

　それを聞いたヴォルグはにやりと下品な笑みを浮かべる。

「おい、その気になってきたのかよ」

　その日の夕方、まだショーが続く中で薙野はヴォルグと店に繰りだした。

　希望としては女性がいる店だ。そんな店は風俗を兼ねているらしく、気に入った女性がいれば二階の部屋に連れていくというシステムが取られている。

　ヴォルグは金払いがいいのか、女の子たちが集まってくる。胸元や足を露出させ、香水なのだろうか甘ったるい匂いが漂い頭がくらくらとする。

「よお、お前も楽しめよ」

　ヴォルグが女性の肩を抱いて二階へ上がっていった。

「ねえ、あなたはどうする？」

　席に残った薙なぎ野のは、女性たちから声をかけられる。ヴォルグのお薦すすめだけあり、この店は美しい女性が多かった。薙野は少したじろいだが勇気を振り絞る。自分はもうこの世界の住人なのだ。この世界の文化を知る必要がある。

「じゃあ、お願い」

　薙野は女性を指名して二階へと向かった。

　部屋にいたのは一時間ぐらいだろうか。用件を終わらし、店から出たときには夜になっていた。同時に薙野を待ち構えていたかのように人影が動いた。

「……ミア」

　それはマントを羽は織おったミアだった。

「雇われてるから」

　ショーが終わり薙野を迎えに来たようだ。薙野とミアは無言で家路に向かう。

　隣を歩くミアの表情は沈んでいた。薙野に雇われているミアはバトルに参加していないが、そのぶん仲間同士で戦う残ざん虐ぎやくなショーを観みることになる。戦いが好きだといっても仲間同士が傷つけあうシーンを楽しめるわけがない。

「あの……」

　ミアが立ち止まった。

「ん？」

「本当に、私たちを助けてくれるの？」

　ミアは薙野にすがるような視線を向けている。この街に来て日が浅かった彼女だが、ついに亜人たちの現実を知ったのだ。そして亜人の力では何も変えられないことも。

「助ける努力をするよ。でも、そのためにはミアの協力が必要だ」

「なんでもする」

「じゃあ、まだここの戦いに参加していない亜人を紹介してくれないか？」

「あれを、続けるの？」

「そうだ、亜人たちが暮らしていくには、まずあのバトルを続ける必要がある」

「でも……」

「なんでもすると言っただろ？」

　ミアはあきらめたようにうなずく。亜人たちの選択肢は極めて少ないのだ。

「他に私は何をすればいい？」

「何もしなくていいよ」

　今のところ彼女をバトルに参加させるつもりはない。

「他の子を戦わせるなら、まず私がやるから」

「いや、ミアには別のことをやってもらう」

　薙なぎ野のは家の近くの木陰にミアを連れ込んだ。

「服を脱いで」

　ミアは目を丸くして硬直したが、抗あらがう気力もないように力なくうつむく。

　ミアの足もとにするりとマントが落ちた。
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　それから数日が過ぎた。

　薙野は日中にタブロイドを作り、酒場が始まるとバトルに介入する。そしてそれが終わるとヴォルグと共に夜の街に繰り出す、というサイクルを繰り返していた。

　薙野は酒場の一角に座り、タブロイドを作るハーフたちに指示を出す。

「このスペースには絵を入れて。ここには今から教える話を文字に起こして」

　ハーフたちは指示に従って記事を作っているが、戸惑っている様子が窺うかがえる。彼女たちにしてもいい気分になる記事ではないはずだ。

「今日の分ができました」

　酒場に入ってきたハーフが束を薙野に渡す。印刷したタブロイドの束だ。

　顔を上げると、ちょうどバトルが始まる前だった。薙野は席に座り始めた客にタブロイドを配り始めた。今は無料にしている。

　絵のうまいハーフがいたので、亜人のプロフィールにイラストもつけている。そして重要なのはプロフィールに記載した数値だった。戦績の他に、腕力の強さ、速さや耐久力などを数値化して表現する。それは正確な数値ではなく薙野が適当に設定したものだ。

　タブロイドは好評だった。もともとキューイレースなどにいる人間と客層が被かぶっているのも大きい。薙野が地道に培つちかったペーパーを読むという文化が根付いてきている。最大の要因は薙野のあの工夫にあるのだが。

　配り終わった薙野は一息ついて席に座る。隣にはマントを羽は織おり仮面をつけたミアが立っていた。ミアはあれからバトルに参加せずこうして待機していた。

　バトルは序盤の拳けん闘とうを終え、少しずつ激しい戦いになる。そして、ついに剣を使った戦いが始まってしまった。刃は落としてあるが、それでも場所が悪ければ致命傷だ。すでに亜人の重傷者も出ている。しかし、ここで戦いを終えるわけにはいかない。観客の熱狂がそれを許さない。

　激しい剣けん戟げきの音が響く中、ハーフたちが数字のついた看板を掲げている。その数値は耐久力を表現している。与えたダメージを表現しどちらが優勢かを示しているのだ。それも戦いをわかりやすくするガジェットの一つだった。

「おい、そろそろやべえぞ」

　テーブルに近寄ってきたのはヴォルグだった。

「これ以上やると死人が出る。亜人とはいえ、死人が出始めたら誰かが責任を取らなきゃいけない。……わかってんな」

　ヴォルグの言いたいことはわかっていた。責任を薙なぎ野のに押しつけようとしているのだ。

「お前には奢おごってもやったし、自由にさせてやったぞ」

　確かに薙野はバトルへの介入の権限を与えられた。舞台にマットを敷しいたり、ポールを立ててロープを張ったりと、リングへの改造も実行した。だが、タブロイドやバトルのガジェットなどは観客を盛り上げるだけで根本的な対策にならなかった。だとしたら、今後のイベントの責任を取って役に立て、とヴォルグは言っている。

「だが、やめるわけにはいかねえぞ。今やめたらあの酔っ払いどもが暴れだす」

　酒場の熱気は最高潮だった。さらなる刺激を求めて待っている。求めているのは亜人の死だ。彼らを満足させるにはそれほどの刺激が必要なのだ。そしてその代償は薙野が背負うことになる。議員の信頼を失い、亜人たちからも憎しみを向けられる……。

「次のバトルは俺がセッティングする」

　薙野はちらりと横に視線を向けた。そこにはフード付きマントを羽は織おったミアがいる。そして、すでにミアから紹介された亜人たちの用意もできている。

「新しい亜人を補給したか？　まあ、お前に任せる」

　ヴォルグはミアを一いち瞥べつすると自分のテーブルに戻っていく。

「ミア、いけるな？」

　ミアを登場させるしかない。戦いしかできない、この最強の亜人を投入することで問題を解決してやる。

　立ち上がるミアの後ろに、いつの間にか人影があった。

「やめなよ、そういうの」

　立っていたのはアイカだった。その横にはフレアもいる。

「亜人を戦わせてお金を稼ぐなんて違うと思う。いくら彼女たちが戦いしかできなくたって、あまりにひどい」

「俺はミアたちのことをちゃんと考えてる。金だけじゃない」

「君のことは信じてるよ。だから口を挟まなかったの。でも、この酒場の残ざん虐ぎやくなショーは変わってないし、それどころかひどくなってる。そして君は亜人たちを集めて、こそこそと何かやってた。街外れで模擬戦をしていたって噂うわさがある」

「そうだよ。その模擬戦はこのショーのためだ」

　薙なぎ野のはそれを認めた。結局亜人は戦い以外に特技はない。そして、今後戦争が起こるかもしれないこの街で、亜人たちの戦いの技術を錆さびつかせてはいけないと考えた。

「他にも亜人たちを部屋に連れ込んで裸にしてたとか。それが本当だったら私はナギノを軽けい蔑べつするから」

「それも理由があるんだ」

　このショーに介入していることはアイカには黙っていたのに、何な故ぜ彼女がここにいるのかと思った。

「なあフレア、今回は俺だけでやるって言っただろ」

「だって、だって……」

「フレアがアイカにチクったのか？」

　薙野に責められ、フレアの目に涙が溜たまっていく。

「フレアちゃんは悪くないでしょ。綺き麗れい事ごとだけじゃどうにもならないことがあるから、君が何をやろうと口を挟む気はないよ。でもさあ、最近の君はフレアちゃんを放ほうっておいて、いかがわしい店とかに遊びに行ってるようじゃん」

　薙野はすっと目を逸そらした。やはりばれていたのだ。ヴォルグに紹介してもらい、この街の店に通っていたのは本当だった。

「それも仕事のうちなんだ。別に遊んでたわけじゃないよ」

「でも、亜人たちを戦わせて稼いだお金で遊んだんでしょ」

「違うって、ヴォルグに奢おごってもらったし、ある意味経費だし」

「お金の出所は同じじゃん！」

　エキサイトするアイカを、薙野はどうにかなだめる。

「いかがわしい店には行ったけど、結局何もしてないしさ」

「してましたぁ。こっそりついていったら、部屋にまで入ってました」

　フレアまで参戦して場が混乱してしまう。

「後ろめたいところがあるから私を連れてこなかったんですよね………」

「いや、今回はこんな場所だからフレアが関わらないほうがいいと思ったんだ」

　奴隷商人のヴォルグもいるし、この酒場では奴隷のハーフが店員として客から乱暴に扱われている。このような場所に彼女を連れてくることはできなかった。

「でもぉ、タブロイドづくりに他のハーフを雇ったことを知ってますう。ナギ様は私以外のハーフと仕事をしてるんです」

　フレアがついに泣き始めた。アイカにしがみつくようにしてぽろぽろ涙を流している。

「それは、色々理由があって……。なあ、フレアってそんなに泣き虫だったか？」

　奴隷のときはもっとひどい目に遭っても涙を見せなかったはずだ。

「泣き虫で役立たずの私は、ナギ様に必要ないんですね……」

「いやいや、ちょっと複雑な記事だったからフレアに頼めなかったんだ」

「それはこれのこと？」

　アイカがタブロイドを持っていたので薙なぎ野のはぎくりとした。

「ずいぶんその子のことをひどく書いているよね。『獣王ミア』とか、人間を殺したこともあるとか、嫌われるような書き方をしてる」

「あ、そっちか」

　薙野は少しだけほっとした。確かにミアを危険な亜人として煽あおったのは事実だ。この街の亜人最強のミア。狂暴で仲間の亜人すら寄りつかない戦闘マシーンとタブロイドで表現した。そしてずっと酒場の端に座らせていた。観客たちもそれに気づいていたが、薙野が恐怖を煽ったために、視線を向けるだけで絡んではこなかった。

「ミアは今日が初戦なんだ。そのためのアピールだった」

　センセーショナルな記事を作ることで、酒場の観客にタブロイドが読まれ始めている。残ざん虐ぎやく性のエスカレートは止められなかったが、それでもその間に文字を読ますことができた。単なる戦いではなく、亜人が戦っていることを認識させることができたのだ。

　現に人気の出てきた亜人もいる。強い亜人は、薙野のプロフィールアピールと相まって観客に認知されている。

「そして今日、この最強のミアが登場する」

　舞台ではバトルが終わっていた。血を流しながら膝ひざをつく亜人はもう立ち上がれない。それでも観客は続行するようヤジを飛ばすが、これ以上やらせれば死者が出るだろう。

「負ける彼女を見せようっていうんだね。それで観客の不満を解消するって」

　察したアイカが怒っている。説明する時間はなかった。もうバトルが始まる。

「ミア、行こう」

　薙野はミアを連れてバトルの舞台へと向かう。同時に酒場に激しい効果音が鳴り響く。この生演奏の音響も、薙野がねじ込んだガジェットの一つだった。

　解説者の男がメガホンを使って『獣王ミア』の登場を告げる。同時に酒場は激しいブーイングと怒ど号ごうで満たされた。ずっと煽ってきただけあって、良くも悪くもミアは注目されている。

「ぶっ殺されろ！」

　舞台へ向かうミアに、酔っぱらった客が罵ば声せいを浴びせる。ミアが睨にらみ返かえすと、観客は一瞬だけたじろいだ。亜人の強さは知っており、さらに今まで人間に逆らう亜人などはいなかったのだ。

　恐怖と憎しみを集めてミアが舞台の赤コーナーに上がった。

「武器はなんだ？」

　舞台脇にいたヴォルグが武器置き場を指さす。しかし薙なぎ野のは首を振る。

「素す手での格闘だ」

「素手だと？　今さらそんなことで……」

　歓声が上がった。ミアがフード付きマントを脱ぎ捨てたのだ。ワンピースの水着のような特殊コスチューム。戦闘においてはどれだけ装甲を厚くするか、が、基本のこの街の人間からしてみれば狂った衣装だ。

　コスチュームは薙野の特注だ。ミアを下着姿にしてしっかりと採寸し、デザインも考えた。情勢的に服飾店などが不景気なため、オーダーメイドを頼んだら格安でやってくれることになったのだ。

　さらに歓声が上がる。青コーナーに上がったのは、同じく初登場の亜人。ペーパーで『樹海の宝石ベス』とのキャラクター付けをした優しく美しい亜人だ。もちろん彼女も採寸してオーダーメイドのコスチュームを着せている。

　マントを脱いだベスが、舞台へと上がろうとする。だが、すでにミアは動いていた。試合開始の合図を待たずに繰りだしたのはドロップキックだ。

「うおっ」

　蹴けられたベスが、ヴォルグのテーブルの上に吹っ飛んだ。テーブル上で呻うめくベスの横で、ハーフたちが倒れた酒瓶などを回収していく。テーブルに危険なものがなくなったと同時にミアは跳んでいた。

　ミアはバク転してから大きく跳躍する。リングに張られたロープを跳び越すと、そのままテーブル上のベスへとボディープレスを繰りだした。それは薙野の教えたプロレス技、プランチャーだった。

　悲鳴が上がり木製のテーブルが砕けた。

　ぐったりとするベスを、さらにミアが持ち上げる。

「こっちだ！」

　薙野は舞台横に設置したマットを指さす。

　ミアはベスの体を逆さまに抱え上げると、そのまま後方へ倒れてベスをマットへと叩たたきつけた。見事なブレーンバスターを受けたベスは、マットに大の字になったまま動けない。

　ミアは舞台へと戻ると右みぎ拳こぶしを掲げた。

　歓声は起こらなかった。どよめきと恐怖で酒場は満たされている。そんな隙すきをついて薙野は舞台へと上がった。

「これが俺の作った『獣王ミア』だ。亜人のミアと戦うには亜人を使うしかない。そしてミアを倒すには技が必要だ。ちなみにその技は課金制で、今日のタブロイドに『獣王ミア』の攻略方法が載ってる。倒したら賞金も出るよ」

　今日のバトルはミアの強さと、新しい格闘技を知らしめるためのエキシビションマッチだ。どれだけ多彩な技があるかアピールするのだ。そして今日のタブロイドには技の詳しい説明も記載している。

「新しい格闘技のこととか技のこととか、今日のタブロイドに全部載ってるから、帰って酒が抜けてから読んでね。ちなみに今日の特別版は有料になってるから！」

　薙なぎ野のは舞台から降りて次のバトルのセッティングをする。ハーフたちは、ぐったりとしたベスを控室に運び、壊れたテーブルを片付けて新しいものを持ってくる。ちなみに砕けたテーブルには切り込みを入れて壊れやすくしていた。

　次の亜人が舞台に上がったが、またもミアの先制攻撃を受けて吹っ飛ぶ。

「おい、やりすぎだろ……」

　啞あ然ぜんと固まるヴォルグのテーブルに、ミアが再び亜人を抱えて歩いてくる。ミアは両腕を相手の胴回りに回してクラッチし頭上まで跳ね上げる。そして叩たたきつけたのはまたも、ヴォルグのテーブルだった。

　テーブルが砕け散り、周囲にいた観客が慌てて逃げていく。

　薙野は満足げにうなずく。ミアはプロレス技を完全にマスターし、そして観客にインパクトと恐怖を与えた。

　──まずは成功だ。

　薙野は戦いの続く舞台を横目に控室に向かう。そこでは先ほどミアに負けたベスがハーフの治療を受けている。

「大丈夫かい？」

「はい、テールブルでちょっと切っただけです」

　ちゃんと受け身も教えたので怪け我がはないようだ。派手な技をくらったら立つ必要はないと言い聞かせている。この世界では初めての格闘技であり、観客もダメージが想像できない。だから適当に演じればいいのだ。

「いい戦いだったよ」

「なんか、楽しかったです」

　ベスがくすっと笑う。彼女は亜人の中でも華きや奢しやで心が優しいために戦闘に向いていなかった。それでもこのようなショーになら参加できる。

　そして期間は短かったが、亜人たちはよくプロレス技をマスターしてくれた。それは戦闘に特化した亜人でしかできないことだった。

「ナギ様」

　振り向くと背後にフレアとアイカが立っていた。

「俺はちゃんと考えていたんだ。残ざん虐ぎやくな戦いをエスカレートさせるのではなく、派手でエキサイティングな戦いにシフトさせた。つまり戦いでなく、これは競技だ」

「そのことではなく……」

　フレアは先ほど売りだし始めたタブロイドを持っている。

「亜人のキャラクターや技を解説してあるんだ。新しい格闘技は初見は驚きがあるけど、それだけじゃやっていけない。だから観みる側も教育しなければいけない。書くのがちょっと労力だったから他のハーフたちに頼んだだけで、決してフレアが必要なくなったわけじゃないんだよ」

　薙なぎ野のは笑いかけてやったが、先ほどまで泣いていたフレアの表情は冷えていた。

「では、これはなんなのです？」

　フレアが見せたのはタブロイドのあるページだった。

「あ、それは……」

　はっとアイカを見ると、彼女の表情も冷たかった。先ほどまでの怒りではなく軽けい蔑べつだ。

「いやらしいお話を書いたり、そういった店に行ってるんだねえ」

「違う、それはタブロイドを売るためなんだ」

　酔っ払いにタブロイドを読んでもらうことは難題だ。どう工夫しようとも受け取ってさえくれないことが多かった。

　そこで薙野が取り入れたのはピンクページだった。

　それはスポーツ新聞に入っている、ちょっとエッチなページのことだ。薙野はそこに官能小説を書き、絵のうまいハーフにエッチな絵を描いてもらい、さらに街のそっち系の店のレビューなどを載せている。酔っ払い相手にそのページはとても好評だった。

「もちろんお店では女の子にインタビューとかしただけで、遊んだわけじゃないよ。部屋には入ったけど、どんなプレイがあるか取材しただけで、決してみだらな行為はしてないし。疑うんだったら聞いてくれてもいいから！」

「ふーん」

　アイカはとても深い溜ため息いきを吐ついた。ピンクページの記事を読んでいるフレアは、目に涙を溜ためている。それは悲しみではなく情けなさからくる涙だった。

「だ、だ、だから今回は俺ひとりでやるって言っただろ！」

　薙野は逆ギレすると控室から出ていった。

　同時に歓声が沸き起こる。ちょうど舞台に設置されたポールからミアが跳んだところだった。体をひねって回転し相手にボディープレスをする。ミアのムーンサルトプレスが決まった。
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　その後、酒場のバトルのプロモートの全権が薙野に移った。

　プロモーターとなったが、このバトルにギャンブルは組み込まなかった。その代わり、作ったのがタニマチシステムだ。つまりお抱えの亜人を作らせるのだ。

　たとえば『樹海の宝石ベス』は百枚の札を持たせた。そして観客はベスの札を自由に買うことができる。そしてもしもベスがミアに勝てば、その賞金は札を持った観客に分割され渡されるというシステムだ。

　そしてどの試合に参加するか、などは多く札を持った観客が意見することができる。つまり株式のようなものでもあった。

　さらにミア以外の亜人は、派手なプロレス技は最初は一種類しか持っていない。札を持った亜人をミアに勝たせるには、技を購入する必要がある。

　プロレス技は多彩だ。投げ技から打撃系、跳び技や関節技。

　そしてミアは無敗のまま王者に君臨し、彼女を倒すべく酒場は盛り上がっていった。

　ミアはヒールとして観客を挑発し、観客はミアを倒すべく課金する。

　派手な技ばかり追い求められても行き詰まるので、ミアは関節技に弱いと設定する。それを知った観客は、四の字固めやコブラツイストなどを購入しミアを苦しめる。

　それでもミアは対戦相手をなぎ倒す。が、いつかミアは倒されるだろう。しかしそこはゴールではない。

　ヒールのミアを倒すまでがチュートリアルだ。その後はトーナメントなどの開催、タイトルを作ることもできる。

　その後は専用アイテムを作る。現在この街は戦争準備をしており、武器や防具などの売り上げが好調であることに対し、普通の衣料品やアクセサリーは下降気味だ。亜人たちのパラメーターアップのためにアイテムを買わせ着飾らせれば、その問題も解決する。

　一回、課金をしてしまえば止まらない。この酒場には競い合うライバルが多くいるのだ。コレクターとしての戦いが始まることになる。自分のお抱えの亜人が、どれだけ珍しい技やアイテムを持っているか……。酒場の人間たちは際限なく金をつぎ込むことになる。

　そのころには亜人たちのゲームはこの薄暗い酒場から抜けだしているはずだ。この酒場で稼いだ資金をもとに、美しい亜人たちが戦うゲームとして、街の表舞台に出ていくのだ。

　それをフォローするのがタブロイドだ。もちろん薙なぎ野のの独占だ。

「ふふふ……」

「ナギ様、悪い顔をしてますねえ」

　隣に座るフレアが呆あきれている。ピンクページを見られてしまったので、フレアにはこの手伝いを再開してもらっていた。また、酒場の客層も雰囲気も少しだけよくなっていた。

　札や技の購入などに金を使っているために、男たちは酒場に入り浸ることはなくなった。仕事をこなして酒場に来るという健全なサイクルが戻ったのだ。さらにミアを倒すためには戦略がいるので、悪酔いする客もいなくなった。

　ちなみにピンクページを含む、薙野のタブロイドは売れ行き好調だ。タブロイドについているチケットを持っていくと、少しお店の利用が安くなったりするシステムがとっても好評だった。

「やっぱりエロなんだよな」

　元の世界でもそうだった。ＤＶＤが普及したのも、パソコンが大衆に受け入れられたのも、その力が大きい。

「本当に変な店を使っていないんでしょうね」

　フレアは疑わしげな視線を向けている。

「使ってないって。それより早く官能小説の続きを書いてくれ。そのシーンはちゃんと女の子を恥ずかしがらせて。その羞しゆう恥ちが重要だから」

　執筆を再開させたフレアの顔は真っ赤だった。

「イラストのおっぱいは大きめにして。パンチラも忘れずに」

「ナギ様は変態です」

「だから他のハーフに手伝ってもらってたのに。……あ」

　歓声に薙なぎ野のは顔を上げた。舞台ではミアが苦戦している。多彩な技を持つ最強のミアだが、さすがに連闘の疲れが出ている。

　対戦相手はベスだった。美しく優しいキャラ付けをしたベスは、多くの札が買われ、さらに技の課金が多かった。












　鈍にぶい音がしてミアがリングにぶっ倒れる。ベスのパワーボムが決まったのだ。それでもミアは立ち上がり、ベスをロープへと振る。ロープに跳ね返ったベスにラリアットを仕掛けるが、それをかわされ逆にカウンターのエルボーをくらう。

　ふらつきながら立つミアをベスが背中から抱えた。そのまま彼女はブリッジをするように後方に──。美しい弧を描いてジャーマンスープレックスが決まった。

　地鳴りのような歓声が響く。酒場の観客たちを挑発したヒールがついに負ける。ミアはリングに横たわったまま動かない。いや、よろめきながら立ち上がろうとしたが、派手に崩れ落ちた。

　大歓声だった。『獣王ミア』がついに敗北した。悪が負けたのだ。

「今日は俺が奢おごるぜ！」

　ベスのタニマチたちが騒いでいる。莫ばく大だいな賞金は技や札などの課金から支払われており、これも一種のギャンブルといえよう。

　ハーフたちが倒れたミアを運んでいく。罵ば声せいを浴びながら引っ込んでいく彼女を見て胸が痛んだが、今は心配している場合ではなかった。

　薙なぎ野のは立ち上がった。このイベントはここからが本番だ。戦いしかできない亜人たちを正しい未来に導かねばならない。
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「なんかね、学校でも亜人の肖像絵が流は行やってるよ」

　アイカが言う。肖像絵とは亜人のブロマイドのようなものだ。バトルの広告の一環として作ったものだ。

　薙野はあれからもプロモーターを続け、ついに亜人たちのバトルは外で開催されることになった。運動公園などを借り切っての大きなイベントだ。酒場の男たちだけでなく、女性や子供たちに噂うわさが広まっていた。

　また、それに伴ともなってタブロイドの売り上げも好調だ。当然ながら一般向けにはピンクページは抜いてある。

　そして今は稼いだ金で、庭で、アイカ、フレアと焼き肉をやっていた。内臓だけでなくちゃんとした肉の部位を買ってきている。

「頑張って焼き肉のたれを作ったけど、いい肉は塩と胡こ椒しようのほうがうまいね」

「まあ、君はなんでもうまいって言うけどね」

　色々あったのでアイカも焼肉会に呼んだのだが、アイカへの誤解は解け、フレアもおいしそうに肉を食べている。このところ忙しくゆっくりと食べる時間がなかったので、薙野も気分がよかった。

　そろそろ亜人たちのイベントは、薙なぎ野の抜きでも大丈夫だろう。薙野が介入するのはたまに設定するイベント程度にして、あとは亜人たちに任せることにしたのだ。彼女たちにも金が入ったため、街外れの土地を借りて皆で住んでいるようだ。

　薙野が教えたプロレスも気に入り、いつも楽しそうに練習しているほどだ。

「でさあ、あの子はどうするの？」

　アイカが気まずそうに視線を向けたのは、焚たき火びの横で膝ひざを抱えて座っている少女だ。

「みんなのところには行かないの？」

　ミアはアイカの問いかけに首を振る。ミアは他の亜人の家に行かなかった。というより行けなかった。

「私が行ったら、みんなが困るから」

　彼女はヒールなのだ。そしてこの街の人間は、プロレスのビジネス的なヒールを知らない。ミアは敗北したものの、人間の敵である凶悪な『獣王ミア』のままなのだ。仲間と一緒にいれば、今までの戦いが偽物になってしまうことを憂ゆう慮りよしているのだ。

　それほどにミアは恐れられ悪意を向けられ、観客の目を惹ひきつけたことになる。派手な技を繰りだし他の亜人を圧倒し、さらに椅い子すや机で殴りつけるという凶器攻撃までもやってみせた。彼女は亜人たちの差別など、すべてのマイナスを背負ってここにいるのだ。

「なんかかわいそうだね」

　アイカは、肉も食べずにしゅんとしているミアに視線を向けている。

「これでいいの。私以外の仲間が、幸せになるなら」

　仕方がなかったのだ。亜人に向けられる差別を軽減するためには、誰かが犠牲にならねばならなかった。一人の犠牲で多数が助かるならば、その道を選ぶべきだった。

「なあ、俺の仕事を手伝ってくれないか？」

　ミアが顔を上げた。

「俺は、攻略サイトっていう仕事をやってる。それは困った人たちを助ける仕事なんだ。ミアも一緒に街の人々を助けて、ゆっくりと受け入れられていけばいい」

　ミアはぐっと唇を嚙かんでいる。

「よかったらこの家に一緒に住んでもいいからさ」

　元からそのつもりだった。薙野の攻略法で犠牲になった一人の責任は取るつもりでいた。

「君以外が幸せだったら、俺は変えるべきだと思うんだ。誰かを犠牲にしてそのままにするのは、正しい攻略法じゃないから」

　うつむいていたミアは、ちらりと薙野を見て呟つぶやいた。

「……負けた。ミアは初めて私より強い人間に会った」
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　宙に浮かんでいるような気がした。

　とてもフワフワとして上下感覚が鈍にぶくなる。嫌な気分ではなく心地よかった。何か柔らかいものに包まれている気分だ。

　……なんだこれは？

　薙なぎ野のは右手を動かし確認する。それは手の平に吸いつくようにフィットしている。とても気持ちのいい感触だ……。

　モモだ。飼い猫のモモの感触だと気づき、薙野は幸せな気分になる。そういえば最近モモを撫なでてやれなかった。

「あ……」

　妙な声に薙野の意識が浮上する。夢の中だったとやっと気づく。ここはベッドの上だ。ベッドにモモが入ってきたのか？　いや違う、もうしばらくモモとは会ってない。そうだ、自分は異世界に来ていたのだ。

　だが、藁わらとキューイの羽根を混ぜて作った粗末なベッドが、これほどに柔らかかっただろうか。ゆっくりと薙野は目を開ける。まだ薄暗く夜が明けていないではないか……。

「ん？」

　ベッドの中で何者かと目が合ってしまった。ギラリと光る眼光に薙野は悲鳴も上げられずに固まる。それでも右手には未いまだに柔らかい感触がある。恐怖と甘美な手触りの狭はざ間まで、薙野の意識が覚かく醒せいしていく。

　ぴょこんと動く耳が見えた。猫のようなその耳は……。

「ミア？」

　いつの間にかミアが薙野のベッドの中に入っていたのだ。彼女は眠ってるわけでもなく、じっとこちらを見つめている。

「ど、どうした？」

　薙野はミアを触発しないように聞く。

「……決めた、から」

　薙野はやっと思い出した。ミアを攻略サイトの助手に誘うと、彼女はしばらく考えさせてくれと返答していた。

「そっか、この家に住んでもいいって確かに言ったけど……」

「だから、覚悟を決めた」

「ん、ん？」

《あれじゃない？　この種族って強いものの血を残すって本能があるじゃない》

　出窓のキノコに座る妖よう精せいがじっとこちらを見ている。

「あれから考え、あなたを主人とすることに、決めた」

「それは仕事の助手ってことで。それに、俺はまったく強くないし」

「強さは戦闘技術だけではないのだと知った」

「いや、無理だって。そういうのじゃないから」

　と言いつつも、薙なぎ野のはミアから離れられなかった。あれだけ強いのに妙に体が柔らかい。さすが血を残すために雌めすしかいない種族だ。

「まずいって。フレアもいるし」

　フレアは隣の部屋だが気配に敏感だ。落ち着け、冷静になれ。人間に近いといっても他種族だ。変なことを考えてはいけない。はっきりと断らなければいけない。とりあえず雑談などをして仕切り直せ。

「ねえ、やっぱり亜人ってたくさんあるの？」

「人間と同じく二つ」

「よかった。いくら好きでも四つもあったら嫌だもんな」

　……俺は何を言ってるんだ。そうだ、まず自分の右手をなんとかしろ。先ほどからずっとミアの胸に添えられたままだ。鎧よろいを脱いだら意外に大きい。このまま強く握ってしまいたい衝動に駆られるが、そうしたら終わりだ。理性という防波堤が決壊してしまう。

　薙野は鉄の意志を持って強引に右手を胸から外した。ミアは別の種族であり興奮してはならない。それに、ここで変なことをしてしまえばフレアに軽けい蔑べつされてしまう。そして半べそでアイカにも告げ口することだろう。悪役にして追い詰めた亜人を手て籠ごめにするんですか……。などとこんなときだけ敬語を使うアイカの冷たい視線を受けてしまう。それだけは避けなければいけない。

　大きく深呼吸すると少しだけ心が落ち着いた。そうだ、フレアもミアも仲間であり家族のようなものだ。そのような感情を向けるほうがおかしい。

「……あん」

　だがミアは妙な声を出している。はっと見ると、自らの意思と反して薙野はミアの耳を触っていた。ぴくぴく動く耳がずっと視界に入っており、つい触ってしまった。耳を触られたミアは、顔を真っ赤にして声が漏れるのを堪こらえている。

「あ、ごめん」

　薙野は思わず手を引っ込めた。

「やはり、亜人は汚らわしい、から？」

　ミアが寂しそうな表情を見せた。

「違う、そうじゃない……」

「では思ってることを、言ってほしい。覚悟はできてる」

「じゃあ触っていいのか？　ずっと触りたかった。夢にまで見たんだ」

「うん」

　薙なぎ野のは保っていた理性が崩れるのを感じた。もうどうにでもなれ……。

「久しぶりのこのふわふわな耳！　あと口からちょっと覗のぞいた牙きばとか可愛かわいい！」

　頭を乱暴に撫なで始めた薙野に、ミアが「へ？」と困こん惑わくしている。

「やめて」

「このまま猫耳を舐なめたり、脱がして尻尾しつぽがあるのかとか確認したい！」

「やめて。本当にやめて」

「モモ！」

「ミアです」

「可愛い、可愛い、可愛い！」

「無理、そういうのは無理なの」

　タガの外れた薙野と、混乱するミアがベッドの上で騒いでいると、いきなりバタンと部屋の扉が開けられた。

　そこに立っていたのは目を吊つり上あげたフレアだった。
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「ちゃんと説明してください」

　フレアがテーブルに乱暴に木の器を置いた。明らかに機嫌が悪く、先ほどまで暴力的な音を立てながら朝ごはんを作っていた。そんな横で、薙野とミアは縮こまるようにして座っていた。ミアの耳はぺこんと垂れている。

「この家に住めば？　みたいなふわっとした発言が曲解されたのかもね。俺は外国人で、ミアは亜人だから、言葉の細かいニュアンスが伝わらなかったのかも」

　薙野はへらへらと笑いながらパンにチーズをのせる。

「頑張って耐えたんだよ。で、性的な感情は止めたんだけど、なんていうか飼い猫を思い出しちゃって、懐かしくておかしくなっちゃったみたいな」

　いつもはフレアに言われないと食べないクセのある香こう草そうを自ら食べ、「今日のスープもおいしいね」と褒めたが、フレアは冷えた視線を向けているだけだった。

「亜人の私は、強者の血を受け入れる必要があるの。特に私は他の亜人と共に行動できなくなったので、血を残すことでしか種族の役に立てない、から」

「それはわかりますけど……」

「そしてことがすんだら森に帰るつもり、だった」

「結局耳を触っただけなんですね」

　フレアがほっとしたように表情を緩めた。

「仲間に聞くと、人間の男は黙っていたしてくれると教わった。でも、ご主人は耳がいいとか可愛かわいいとか妙なことを口走って、ちょっと怖くなった」

「確かにナギ様は、そういうところがありますからねえ」

「意味不明なことを言って騒ぎ立てなければ、何もなく終わったのに」

「まあ、でも、強い血が欲しいのにナギ様のを貰もらってもしょうがないというか」

「確かにそうかも。私はちょっと血迷っていたの、かも」

「そうですね。これからは気をつけてください」

　固まる薙なぎ野のをよそに、二人の話がまとまってしまった。

「それより、ミアはこれからどうするんだ？」

　流れを変えようと薙野は進んで声を出す。

「帰るところはない。せめて早く戦争が起こってくれれば……」

　しゅんとするミアを前にフレアがくすっと笑う。

「だったらあなたが認めたご主人を頼ったら？」

　フレアがちらりと薙野を見た。やっとフレアの機嫌が直ったようだ。

「剣も使えず臆おく病びようで怖がりで甲か斐い性しようなしで、変態的なところがあって女の子に手も出せない軟弱な人ですが、いいところもありますよ」

　いや、やはりまだ怒っているようだ。うつむいていたミアは、ちらりと薙野を見る。

「この国の情勢が不安定だから、攻略サイトでできることをやろうと思ってる。そのためには助手が必要なんだ。住み込みでいいから働かないか？」

　他の亜人たちのためにミアを犠牲にしたのは薙野だ。責任を取る意味もあったが、単純にミアの戦闘能力は使える。薙野とフレアだけではどうしても行動範囲が限られてしまう。

「お願いします」

　ミアは、薙野とフレアと握手をする。

「それで、何か仕事はあるのでしょうか？」フレアが聞く。

「ちょっと大きな依頼があるんだ」

　亜人の仕事がない、という問題を多少なりとも解決したのが街の議員の耳に入ったようだ。なので直接問題解決を依頼されたのだった。

「だけど、今回はちょっと難しい」

　依頼とは街同士の連携だった。

　戦争が始まると、この周辺の街が戦場となる。よって街同士の連携が必須なのだ。情報網の強化と兵力のスムーズな移動など。完全な解決を求められたわけではないが、戦争が始まるまでに、街としても何かをやっておかねばならないらしい。そこで攻略サイトに白羽の矢が立ったということだ。

「移動は大変ですからねえ」

　説明を聞いたフレアも困こん惑わくげだ。だが、このまま何もしないわけにはいかない。もしも戦争が起こったら、王都側の敗北は防ぎたい。そして何よりも情報が必要だ。あの件を解決するためにも、色々な場所の情報を……。

「そうだ」

　薙なぎ野のは決意した。まずはやってみることだ。

「旅に行こう」
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　街に出た薙野たち三人は市場に来ていた。

「まず食料ですね。少し多めに持っていくのが基本です。そして麦や米などの穀物類がいいと言われています。調理の必要がある食料は、森のモンスターなどに奪われにくいから、という理由からです」

「現地調達してもいいんじゃないか？」

「それはやめたほうがいいです。移動は疲れますし、キューイの世話などを含めて時間がありません。食料や燃料の現地調達は避けたほうがいいですね」

　薙野は初めて別の街に出かけることを決意していた。その移動のための装備を整える必要がある。とりあえず今日は下見で買うのは後にする。

「強いお酒があったほうがいいですね。薬や虫よけ、小さな鍋と布は多めに」

　こういうときはフレアが頼りになる。

「燃料は、石炭みたいなのを持ってるな。ゴブリンとトレードしたのを売らずに取っておいたんだ。あれって小さくて火力があるよな」

「石炭の樹きですね。あれは枯れたあとに雷などに打たれて燃え、周囲を焼いて自らの種をばらまくのです。貴重なものですよ」

「火を熾おこすのはなんとかなるな」

　この世界にもマッチはある。移動の鉄則はどれだけ重量を軽くするかだ。特に薙野はフレアと一緒にキューイに乗ることになり、搭とう載さい量はその分減らさねばならない。

「あ、ミアはどうする？　留る守す番ばんする？」

　ミアは平然としているが、耳がぺたんと垂れた。

「なんてね。でも、キューイの免許は？」

「持っているから、心配しないで」

　ミアはもちろんついていくとうなずく。ボディーガードも必要だったのでちょうどいい。

「でも、キューイはどうしようか」

「安価で借りることもできますよ。ギルドで手紙や物資配達などの依頼を受ければ、そのお金で相殺できますし」

　フレアの提言でギルドに行くことになった。

　目的は依頼確認の他に地図を見ることだった。王都を含めた周辺の街の位置がわかる地図が置かれている。王都は北側の半島の先端にあった。

「うーん、やっぱり王都は遠いな」

「この街が南で、王都は北です。王都への道は整備されているとはいえ遠いです」

「南みなみ千せん住じゆから北きた千せん住じゆまで移動するのとはわけが違うな」

　一回の野営程度で行けるところだと限られてしまう。

「最初は近場がいいでしょうね」

　どうせ行くんだったら……と、薙なぎ野のは海のある街を指さした。この街にも海の魚が入ってはくるが、肉に比べてやはり高価であり塩漬けばかりだ。久々に新鮮な魚を食べたくなるのは日本人だから仕方ない。

「この街へのルートは、特に問題が起こってる様子はないようですね」

　フレアが冒険者たちの移動履歴を見ている。中には危険なルートもあるようだ。山賊などはいないが、やはりモンスターの問題がある。積極的に人間たちを襲うことはないようだが警戒する必要はあるらしい。

「いつもなら、ギルドで護衛の依頼を出せるんですが、今は無理ですね。街周辺の調査に人員を取られています」

　護衛も足りていない、ということは街同士の移動はさらに少なくなっている。これではいざというときの連携が取りづらい。……いや、考えろ。いつでもビジネスチャンスはこのような不安定な状況下に発生する。

　しばらくギルドで配達依頼などの情報を集めてから、いつものバルへと向かった。

「ふーん、あの街に行くんだ」

　料理を運んできたカトレアが驚く。

「あ、これは最新号ね」

　薙野はカトレアにタブロイドを渡す。無料でこの店にも置いていたが、好評なのでここでも売ることにしたのだ。

「あの街に行くのには、三、四回ぐらい野営しなきゃいけないでしょ？」

「え、そんなにかかったっけ？」

「今回は最短距離で行くのでもっと早いです。基本的に王都へと繫つながる道は発達してまして、安全に行くにはその道路を使ったほうがいいのですが、やはり遠回りになります」

　フレアの説明によると、この街と王都を結ぶ道が発達しているのは物流のためだ。この街に運び込まれた食料などは、王都に送り続けられる。よって王都への縦の道は整備されているが、街と街を結ぶ横の道が未発達なのだ。

　つまり横のルートを発展させねばならない。だが、そんな街づくりまで自分のような一個人がどうにかできるものなのか……。

「この店のことを書いてくれてありがとね」

　タブロイドを見たカトレアがにこにこと笑っている。おすすめの店として、この店のことを記事にした。それによって新しい客などが来ているらしい。タブロイドの効果も出ているようだ。

「お土産みやげ買ってくるよ」

「新鮮な魚がいいなあ。最近魚の料理をしてないから」

「そうだよな。交通網を発達させれば魚も食えるんだよな」

　薙なぎ野のはうなずいた。食のためにもルート攻略をしてやる。
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「こっちは二人乗りなので、あとすこししか積めませんね」

　出発の朝となった。

　まだ暗いうちから、薙野たちは最後の準備をしていた。正確な重量はわからないが、スピードタイプのキューイは九十キロぐらいの重量まで耐えられる。薙野の体重が約六十。さらにフレアの体重を考慮するとほとんど載せられないのだ。

「学校の身体検査で測ったときは六十キロまではいってなかったと思うんだよな」

「運搬にはパワー型を使いますからねえ」

「正確な重さを知りたいところだけどな」

　薙野は餅もちつきのアルバイトをしたことを思い出した。二十キロのもち米を、棚から餅つき場まで延々と運ぶだけのバイトだ。

「ちょっとフレア」

　薙野はフレアを呼んで、いきなり持ち上げた。

「……重い」

　さすがにあのもち米よりは重かった。三十キロ近くはあるだろうか。

「重いって、なんなんです！」

　フレアが顔を真っ赤にして憤ふん慨がいしている。

「いや、正確な重さをさ……」

「準備は私たちでやるので、ナギ様は邪魔をしないでください」

　フレアに怒られ、薙野は大人しく自分の荷物を準備する。といっても自分の荷物は短刀とお金程度だ。

「あと、これか」

《邪険に扱われたからって、私に絡まないで》

　薙なぎ野のの肩に座る妖よう精せいが溜ため息いきを吐ついた。

「といいつつも結構ワクワクしてるよな。遠出が好きなのか？」

《嫌いではない》

「なあ、お前って日本で俺の家に来てからも府ふ中ちゆう競馬場に通ってたけど、電車で通勤してたよな。自由に飛べないのか？」

《飛べるにきまってるでしょ。でも、飛ぶのにあまりエネルギーを使うと存在が消えちゃうから。飛ぶにも情報を使うってこと》

「意外に不便なんだな」

　こそこそ話す横で、フレアとミアが手際よく準備を進めている。ミアのキューイもすでに借りてあった。食料などは彼女のキューイに積むようだ。だが、ミアは武装する必要があるのでそちらも搭とう載さい量はギリギリだ。

　それらを見て思う。やはり個人での移動は労力なのだ。街から街への移動をスムーズにさせる何かがあればいいのだが。

《ハイウェイでも敷しければねえ》

「何年かかるんだよ」

　ただ、ハイウェイまでいかなくとも、何かを造らねばならないことは確かだ。

「荷物の準備ができました」

　フレアがキューイに荷物を載せ終わった。空も明るくなってきた。

「よし、じゃあ行こう」

　薙野たちはキューイに乗った。目指すは海の街だ。

　──順調だった。まず街のキューイ牧場を目指し、そこで休息を兼ねて朝食をとる。キューイ牧場からさらに北に進むと、もう街の外だ。

　草原を走っていると、いたるところに壁の残ざん骸がいがある。それは二十年前のオーク戦争で使った防壁だ。再びこの街で戦争が始まることになるのだろうか。

「なんか気持ちいいな」

　草原の風がとても心地いい。薙野はフレアにつかまりながら景色を眺める。

「もうすぐ森に入りますよ」

　視界の先には深緑の森が広がっている。街は深い森に囲まれており、森の木々の呼吸が霧となって街を包むのだ。

　後ろを走っていたミアが前に出る。森の中は武装したミアが先に進むようだ。

「え、これが道なのか？」

　森の中に道らしきものがあったが、まったく整備されていない。

「これでもまだマシなほうですよ」

　薙なぎ野のたちは深い森の中に突っ込んでいった。

　草が生え木々の根ででこぼこしている。行き来する人々が少ないので、すぐに道が荒れてしまうようだ。さらに木々が生い茂っている森は薄暗かった。

　少しだけ速度が落ちる。ミアが周囲を警戒しながら先を走っている。先ほどまでの爽そう快かい感は一気になくなってしまった。

「ちょっと怖いな」

「しっかり私につかまっていれば大丈夫ですよ」

　フレアは平然とキューイを進めている。このような道は馬は無理だ。身軽なキューイで移動するしかない。

　進んでいくとさらに道が険しくなる。森の入り口付近は冒険者なども利用しているようだが、ここまでくると街から街への移動目的でしか使われない。周辺の森は見通しが悪い。もしもいきなりゴブリンなどに襲われたらどうなるのか……。

　そんなことを考えると鼓動が速くなる。薙野は心を落ち着けようとフレアをぎゅっと抱きしめた。この薄暗い森を通り抜けるのに、こんな装備でよかったのだろうか。そもそも戦えるのがミアだけでいいのか。アイカたちに護衛の依頼をすればよかったのではないか……。とにかくこの薄暗い森を早く抜けるしかない。

　だが、キューイの速度は少しずつ落ちていった。通行量の少ない道は荒れていて、身軽なキューイといえども苦労している。ミアが剣を振って邪魔な枝を薙なぎ払はらっている。このルートは道が荒れているために通行量が落ち、さらに道が荒れていくという負のスパイラルに陥おちいっているのだ。

　薙野たちは時折休息を入れながら走り続ける。休める適当な場所がないため、キューイから降りることなく止まっては走るの繰り返しだった。降りたのは昼過ぎにキューイに水と餌えさをやった一回だけだ。

「夕暮れまでにポイントに到達したいんです」

　フレアに聞くところ、中間地点あたりに巨木があるらしい。巨木の下は草木が生えておらず、キューイを休ませるスペースがあるらしい。

　薙野もとにかくそこにたどり着きたかった。ずっとキューイに乗っている疲労が溜たまっている。後ろでしがみついている薙野でこうなのだから、手た綱づなを握っているフレアやミアはもっと疲れているはずだ。

　悪路を走り続け、目当ての巨木が見えたころには夕方となっていた。

「でかい……」

　薙野は愕がく然ぜんと巨木を見上げる。この森の競争に勝利し成長していった巨大な木がそこにあった。蛇がのたうつような根が広がっているが、草木の生えていないそこにキャンプを張るスペースができている。周囲にはモンスターの姿もない。

「しかし、ここでやっと中間地点か」

　一番近い街でこうなのだ。

「とりあえず休みましょう」

　フレアがキューイを止める。ここで薙なぎ野のは全身が汗で濡ぬれていることに気づいた。無意識のうちに緊張していたのだ。

「あ、ごめん」

　抱きついていたフレアも汗でびっしょりだ。

「かまいません。でも、もう少し優しく触ってくださいね」

　フレアはにこりと笑ってキューイから降りる。薙野も降りたが足がふらついてその場にへたり込む。ずっと揺れていたので地面に降りてからも揺れている気がする。そして足に力を入れていたため、内うち腿ももの筋肉が痺しびれていた。乗っている人間もここまで疲ひ弊へいしてしまうのだったら、キューイの疲労はさらに大きいことだろう。

　それでも二羽のキューイはのんびりと牧ぼく草そうを食べている。

「食用の牧草が生えてるのか？」

「キューイ用の牧草を与えているうちに、種が落ちて自然に生えたのでしょうね」

　フレアはキューイのために寝床や水などを用意し、ミアは薪たきぎを集めながら周囲を警戒している。

　薙野は思う。基本的に森の中は食料が豊富だ。探しに行けばその日の分の果実程度なら見つかるだろう。しかしこの疲労した状態で現地調達は不可能だ。何よりキューイなどの世話をしているうちに、森は真っ暗になってしまった。

　薙野たちは火を焚たいて食事の用意を始める。食事は大麦の粥かゆと干し肉だ。貧相な食事だが、温かいものが食べられるだけ幸せだろう。

「なんか、苦労をかけたなあ」

　フレアの後ろで座っていただけの薙野は、せめてもと食事当番をしていた。

「意外に楽しかったですよ。ナギ様が後ろで綺き麗れいな鳥とか植物があるとか言ってくれて」

　フレアはにこにことお粥を食べている。

「なあ、ミアも食べなよ」

　ミアはじっと周囲を警戒していた。

「護衛が私の仕事なので」

　どうもミアは薙野たちに雇われていると思っているようだ。

「見張りとかは、交代でやればいいから食べな」

　薙野は自分で言って気づいた。夜になったからといって完全に休めるわけではなく、夜通し見張りをしなければならない。闇やみにまぎれてモンスターが襲ってくる可能性もある。

「心配はないと思いますよ。森に積極的に人間を襲うモンスターはいません」

　逆にモンスターは人間や亜人を避けるようだ。なので人間がいることを知らせるために、火を焚たいておく必要がある。が、火は大きすぎてもいけない。

「とりあえず先に俺が見張りをやるよ」

　薙なぎ野のは見張りを買ってでた。一番疲れていない自分が多くの時間を見張るべきだ。

　順番だからと、薙野は強引にミアを寝かせた。夜が明けるまで見張りをやり、自分は軽く仮眠を取るだけでいいだろう。視界を塞ふさいでしまうテントなどは張らないようだ。ミアは布をかぶって猫のように丸くなる。

「何かあったらすぐに起こしてくださいね」

　フレアは薙野に寄りかかるようにして目を閉じる。そのうちに寝息が聞こえた。やはり疲れていたのだろう。薙野の腕の中で眠るフレアを見て、やはり子供だなあと思った。自分が守ってやらねばならない。

　パチパチと枝が爆はぜる音だけが聞こえる。時折薙野はフレアを起こさないように、そっと薪たきぎをくべる。周囲は真っ暗で何も見えない。

「なあ、ちゃんと見張っててくれてるか？」

　薙野は小声で聞く。

《いや、君の仕事でしょ？》

　妖よう精せいは木を登って珍しい虫を探している。こいつは情報というより好奇心の塊かたまりだ。

　薙野は再び闇やみに目を向ける。都会人の自分は夜目が利かない。時折風で木々が揺れ、体がびくっと反応する。周囲が見えず想像力だけが膨らんでしまう。もしもこの暗がりからゴブリンなどが飛びだしてきたら……。

　これが夜の本当の恐怖なのだ。薙野のような現代人はいつの間にか闇を恐れなくなった。街はいつでも光で満たされ暗がりが消えていった。しかし夜が消えたわけではない。闇から目を逸そらしていただけなのだ。

　この世界の人間は、こんな恐怖の中で野営をしているのか。人間を襲うことはほとんどないとされるがゼロではない。恐怖に確率は関係ないのだ。

　もしかしたら自分は危険な場所にいるのでは？　周囲を囲む深い森は未知の世界だ。そんな場所に無防備に身を投げ出している。ちっぽけなゴムボートで真っ暗な海に放ほうり出だされたようなものだ。そんなことを考えると身が凍る。まるで深い闇に引きずり込まれるような気がする……。

　はっと見ると、フレアと目が合った。いつの間にか起きていたのだ。

「ごめん、起こした？」

　薙野が聞くと、彼女はくすっと笑った。

「いいえ、なんか寝られないんです」

「でも寝ないと」

「ナギ様と旅行に行けると思ってなかったから、ちょっと興奮して」

　薙なぎ野のはぎゅっとフレアを抱きしめた。怯おびえる薙野に気を遣ってくれてるのだ。

「だったら、もっと色々な場所に行こうな。街が平和になったら二人で見たことのない場所に行こう……ん？」

　ちらりと横を見ると、寝ているミアの耳がへなっと垂れている。

「いや、俺たち三人で旅行しよう」

　そう言うと、ミアの耳がピンと立った。寝たふりをしていたらしい。どうも薙野の見張りは信用されていなかったようだ。







　目を開けると真っ白だった。まるで雲の上に浮かんでいるようで上下感覚を失う。

「……あ」

　薙野の意識は急速に覚かく醒せいに向かう。いつの間にか寝てしまった。

「おはようございます」

　がばっと体を起こすとフレアの顔が見えた。薙野はフレアの膝ひざ枕まくらで眠っていたのだ。

「ごめん、寝ちゃった」

　薙野はぐっと唇を嚙かんだ。

「ナギ様はちゃんと見張りをしてましたよ。交代制ですから」

　すでにミアも起きており、焚たき火びに薪たきぎをくべている。朝の森は霧で覆おおわれていた。この霧は木々の吐息なのだ。この霧の水滴が集まり小さな流れとなる。この森には小川が沢山あるが、小川があるから森ができたのではなく、森が小川を作ったのだ。

「つつ……」

　立ち上がった薙野は顔をしかめた。全身が筋肉痛だった。あれだけキューイに乗ったのは初めてなので仕方がない。温泉にでも入りたいところだが、このような場所でそれが望めるわけはなかった。

　薙野たちは硬いパンと干し肉を焼いて朝食をとると、海の街を目指した。

　荒れた道と霧に苦労しながら進む。ミアのレンタルキューイがばて始め、移動速度が低下する。普段から走らせていないキューイは筋力が弱っている。

　これでは割に合わない。たかだか隣の街に移動するだけでこれだけの労力が必要なのかと思う。恐怖と疲労を抱え込んでやるべきことなのか……。

「ナギ様もう少しですから」

　フレアが声をかけてくる。自分も疲れているだろうに、薙野のことを心配してくれている。せめて彼女の騎乗が少しでも楽になるようしっかり支えてやらねばならない。

「ミア、平気か？」

　ミアはばてたキューイを操りながらうなずく。恐らく彼女は見張りで寝ていないはずだ。そんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいの中、森を走る。すでに昼を過ぎ、これ以上時間をかけると再び夜が来る。もう森の中で野営をする気力はなかった。

　もしも道が間違っていたら？　そんな不安がよぎる。

　ぐるぐると同じ場所を回っている気がする。いつまで走っても深い森の中。この深緑の迷宮をさまよい力尽き、森というモンスターに薙なぎ野のたちは消化されることになる……。

　ふと風を感じた。

　その風はわずかに潮の香りを運んでいた。そして突然森が途切れた。

「わあ……」

　薙野は目を丸くした。深い緑が消え、目の前には青があった。真っ青な空と海がずっと広がっている。

　強い風が吹き、フレアとミアの髪が流れる。彼女たちも海に見とれている。それほど綺き麗れいな青だった。緑の世界を抜けた先には本当に海があった。

「海ですね」

　フレアがゆっくりとキューイを進ませる。

　波の音が聞こえる。青い海が滲にじんだ。不覚にも薙野は海を見て感動してしまった。この世界の住人であるフレアもミアも心を動かされている。三人は同じ感情を共有していた。

　妖よう精せいが海に向かって飛んでいく。全身で風を感じながら薙野は心から思った。

　──旅ってすばらしい。
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「無理ですよお……」

　フレアが情けない声を出している。

　海だった。周囲では子供たちが泳いでいる。彼らは貝類などを取って売る仕事をしているのだが、薙野はフレアたちと泳いでいた。

　といってもフレアとミアは泳ぐことができなかった。

「森で暮らしてたので、泳ぐ必要はなかったんです」

「だから教えてあげてるんじゃないか」

「絶対に離さないでくださいね……」

　フレアは薙野に両手を握られながらバタ足の練習をしている。だが、塩水に顔をつけるのを異常に嫌い、なかなか上達しない。

「ナギ様は、こんなときだけ厳しいです」

「フレアが泳げるようにならないと、ミアの練習に移れないだろ」

　ミアは波打ち際で砂山を作ってる。

「ゆっくり覚えればいいから」

　泳げるのが自分だけなので優越感があった。

「フレア、力を抜いて。……ほら浮いた」

　薙なぎ野のが手を放すと、フレアはブクブクと沈んでいった。慌てて沈んだフレアを引き上げてやると、彼女は涙目で薙野に抱きつく。

「ぜ、絶対に離さないでって言ったのに！」

「ごめん、普通は浮くはずだったからさあ」

「次は絶対に離さないでください、絶対ですよ」

「わかったわかった。……あ」

　震えるフレアの頭を撫なでていた薙野は、さっと目を逸そらした。

「なんですか、なんです？　目を見て離さないって言ってください」

「いや、フレア……」

「目を逸らさないでください！」

　薙野はフレアを支えながら胸を指さした。

「上がなくなっちゃってる」

　フレアの胸が見えていた。水着がないので胸に布を巻いていたのだが、流されてしまったようだ。それに気づいたフレアは目を丸くする。

「変態！」

　フレアは薙野の頰ほおを引ひっ叩ぱたくと、バシャバシャと砂浜に逃げていく。フォームはバラバラだが泳げている。

「とりあえず泳げたから、次はミアだな」

　薙野は頰を押さえながらミアのほうに向く。練習の様子を見ていた彼女はぎくりと固まっている。これはほとんどの学校にプールがあるという日本ではのアドバンテージだ。ミアにもじっくりと教育してやる。

　その後、ミアがどうにか犬かきをマスターしたころには夕方になっていた。

「おいしいですねえ」

　機嫌が直ったらしいフレアがにこにことしている。やはりこの街は海鮮が豊富だ。

　ヒラメのムニエル、アジのような魚の塩焼き、魚のスープにカキやサザエなどの網焼きなど。そしてびっくりするほど安価だ。

「やっぱり新鮮な魚はうまいな」

　薙野は自作の箸はしを使って魚を食べる。

「ナギ様は器用ですねえ」

　箸はしを使う薙なぎ野のを見てフレアが感心している。ミアは魚をぐちゃぐちゃにしてしまうので、薙野は箸で身を取り分けて食べさせてやった。彼女は魚を食べつつも、海で遊んで電池が切れかけているのかうとうとしている。

「そろそろ街に戻りましょうか？」

「いや、しばらくこの街にいよう」

　薙野は思うことがあった。その計画を実行するためには調査が必要だ。

「イベントで稼いだお金もあるしな」

「でも、いいんでしょうか。なんだか遊んでばかりのような」

　フレアの言うとおり、薙野たちはこの街で遊んでいた。すでに三日が経たつが、海で泳いだり釣りをしたり、色々な店でご飯を食べ歩いていた。海岸近くには屋台もでており、海で取れた新鮮な魚介類を浜焼きにして売っている。

　また、色々な宿に泊まったがどこも悪くない。海からの風があり夜も涼しい。

　店から出た薙野は三人で夜の浜辺を歩く。月明かりを波が反射し、光の帯おびができていた。

「なんかいいですね」

　砂浜を歩くフレアが呟つぶやく。平和な光景だった。世界の情勢が悪いとは思えない。

　薙野は砂浜に座って海を眺める。波の音は元の世界と同じだった。隣に座ったミアが薙野に寄りかかり寝息を立てはじめた。波間で遊ぶフレアを見ながら薙野は思う。こんな生活も悪くないかもしれない。なんだかすべてを忘れてしまいそうだ……。
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「なんか、すごい久しぶりだねえ」

　アイカは不満そうにこちらを見ている。久しぶりの金きん羊よう亭ていだった。

「いや、戻ってきてはいたんだけど、色々あってさ」

「一応仕事をしていたんです」

　頭をかくフレアとミアは真っ黒に日焼けしていた。

「仕事って、遊んできたようにしか思えませんけど」

　料理を運んできたカトレアもどことなく不機嫌だ。

「いやー、やっぱりこの店の料理が一番おいしいね」

　薙野はへらへら笑いながら料理を食べる。ホームタウンに戻ってきたので肉料理を中心に頼んでいるが、他のテーブルを見ると魚料理などが並んでいる。この街にも魚が出回り始めたのだ。

「ずいぶん、あちらの街のお店を褒めていたようですけどね」

　カトレアが持っているのはタブロイドだった。

「あ、もう配られてるんだ」

　それは特別版で、海の街の特集を組んだのだ。宿屋や店の紹介をしている。

「それでさあ、アイカにちょっと依頼があるんだ」

「ん？」

　フレアにお土産みやげの綺き麗れいな貝殻などを渡され、アイカの機嫌は直っている。

「明日、海の街に行かないか？」

「明日って言われても、色々準備もあるし」

「準備はいらないんだ。キューイもギルドのレンタルでいいし」

「でも、武装する必要はあるよ」

「そこは最低限でいいよ。依頼内容は護衛じゃないし」

　首を傾かしげるアイカに約束を取りつける。街の人間に実際に見てもらう必要があった。

　次の日の朝に、薙なぎ野のは自宅でアイカと待ち合わせした。

「本当にこんな感じでいいの？」

　アイカは困こん惑わくしている。野営の装備などがないことを心配しているようだ。

「それに、もっと早く出発するべきだと思ったけど」

「大丈夫、俺たちは何回も行き来してるから」

　薙野はそう言って強引に出発した。ミア、アイカ、フレアの隊列で走る。

　四人はキューイ牧場を経由し森へと入る。

「……意外に道になってるね。こんな感じだったっけ？」

　キューイを走らせながらアイカが首を傾げる。

「キューイを沢山走らせてるから踏み固められたんだよ」

「でも、ちょっと走らせたくらいでこうなるかなあ」

　道が均ならされているのでキューイの走りは順調だ。

「あまり速く走ると、次の日使えなくなるよ」

　アイカが先を走るミアに忠告する。レンタルキューイがそれほど強くないことを察したようだ。

「そこは気にしなくていいよ」

　薙野はアイカの背中に声をかける。ちなみに薙野とフレアはロンシャンに乗っていたが、ずっと走らせていたのでとても丈夫になってきた。やはりキューイは走らせるほどに鍛えられるようだ。

　すでにホームタウンと海の街を何往復もしているので、薙野には余裕がある。今では景色や、お下げ髪を揺らしながら走るアイカの姿を楽しめるほどだ。

　途中で休憩をし、進んでいくと道がさらに広くなった。

「どういうこと？　結構奥地に来たのに」

　雑草が刈られ。急な勾こう配ばいはステップなどが作られている。

「もうすぐだよ」

　薙なぎ野のたちはピッチを上げて走る。そしてあの巨木が見えてきた。夕方になる前に到着することができた。

「……え？」

　アイカが目を見張る。巨木の周囲には柵ができており、その中に多くの人影があった。

「サービスエリアだよ」

　薙野は啞あ然ぜんとするアイカに説明してやった。見張りをしている亜人たちに挨あい拶さつしてエリアの中に入っていく。中には亜人の他にハーフやキューイの姿がある。厩きゆう舎しやも用意されており、まずそこにキューイを預ける。世話をするハーフたちもいるのだ。

「明日ここを出るときは、アイカは別のキューイを借りればいいよ」

　サービスエリアには余分なキューイを置いており、疲労したキューイと交換できるようになっている。なのでキューイの餌えさなどを運んでくる必要もない。

「寝る場所もあるから」

　サービスエリアにはテントが並んでいる。屋根がある場所で寝られるので雨の心配もいらない。さらに薙野は荷物を置いた後、アイカを大きなテントに案内した。

「え、お風呂があるの？」

　さすがにアイカも驚いている。テントの中には大きな樽たるがあり、お湯で満たされている。このお湯は、燻くん製せいや食事のために熾おこした火を利用している。熱した石を入れて温めるシステムだ。

　まだ試作段階なので男女別ではないので、アイカたちに風呂に入ってもらう。疲れた体を癒いやすにはやはり風呂だ。

「このへんに自生しているハーブが入ってるんだよ」

「…………」

「ん？」

「いいから出ていって」

　薙野はアイカにテントから押し出される。その後、アイカたちはたっぷり三十分ほど入っており、好評だったようだ。

「じゃあご飯を食べよう」

　風呂から上がった三人と共に、薙野たちはフードコーナーへと向かう。そこではハーフたちが大鍋で料理を作っている。テーブルに運ばれてきたのは丼どんぶりものだった。炊いたご飯に甘辛いたれで煮込んだ肉のスープをかけている。

「変わった感じの食べ物だね。……でもおいしい」

　この丼は薙野のアイデアだ。兵ひよう糧ろうとしての米が街に余った状態だったので、ここで消費することにしたのだ。米は街の人間が常食するものではないが、ここはサービスエリアだ。旅の途中で食べるなら珍しいもののほうがいい。

「肉も運んでくるの？」

「森で取ってくるんだ。ここにいるハーフや亜人たちは住み込みだから、ここを拠点として食料を持ってくる」

　森の恵みは大きいが、移動で疲れ切った旅人たちはその恩恵を受けることができなかった。だが、ここに住んでいれば別だ。罠わなを仕掛けて動物を捕らえたり、野草などを採取してくることもできる。

　エリアを広げるために森の木々を少し伐採することになるが、その代わりにここで発生した人間などの排せつ物などを森に渡す。それらは木々の肥料となるのだ。

「街に亜人やハーフたちが余ってるからできたんだ」

　これは奴隷や亜人たちの供給過剰の問題の解決策だ。彼女たちは旅人のケアの他に、サービスエリアの設置と道の舗装などが仕事となる。器用なハーフと武力としての亜人がこの場所に必要だった。

「そっか、だから野営の準備が必要なかったんだね」

　アイカがワインを飲みながらサービスエリアを見渡す。見張りはハーフと亜人がやるので、旅人は安心して寝ることができる。ご法度はつとだったお酒だって飲めてしまう。

「米や酒は運ぶ必要があるから、ハーフたちがキューイを走らせるんだ」

　ハーフは軽いので荷物を多く積める。さらに海の街からの物資を運搬することで儲もうけを出していた。キューイを走らせることで、道を均ならしキューイ自体を鍛えることができる。これも戦争の準備の一環だ。

「街から街の移動の労力を減らす必要があった。それで街はハーフたちを使って道の整備をしようとしたけど、それじゃ無理なんだ。いくら道を整備しても森の回復力のほうが早い。だったら移動したくなるシステムを作ればいいと思った」

　そのシステムの一つがサービスエリアだ。中間地点の安全エリアを造ることで、危険も労力も大幅に減る。

「そしてもう一つがこれ」

　薙なぎ野のはテーブルにタブロイドを置いた。

　ホームタウンの街と海の街を紹介した特別版だ。宿や飲食店、さらに遊ぶ場所などを紹介している。もちろんこのサービスエリアの情報も記載している。

　つまり旅行という概念を持ち込んだのだ。海の街は魚介類が豊富で海水浴などができる。ホームタウンのほうは海の街よりも都会的であり、キューイレースなどの遊び場もあり、食品は肉類が豊富だ。

　向こうで配ったピンクページ付きのタブロイドは好評だった。娯楽に飢えているあちらの男性たちがこのサービスエリアを使って移動してくることだろう。いつでもエロのパワーは物事をけん引する。

　そのうちにミシュランのように店の格付けをタブロイドで行えばいい。格付けは攻略サイトで独占し、評価欲しさに店からの裏金なども流れ込む……。

「ふふふ……」

「また悪い顔をしてますねえ」

　フレアが溜ため息いきを吐ついた。

「タブロイドをサービスエリアに置いてもらえば、発行部数も増えるしさ」

　このシステムが成功した暁あかつきには、依頼の報酬としてサービスエリアにタブロイドを買ってもらうつもりだ。そうすれば物流と共にタブロイドが街から街へと運ばれる。それはお金のためだけではなかった。あの彼女のためにも……。

「明日、海が楽しみだなあ」

　アイカの笑顔を久しぶりに見た気がした。
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　ホームタウンから海の街までのルート造りは成功した。

　サービスエリアは好調で、他のルートのモデルケースとなった。その後、サービスエリアは量産され、街を繫つなぐ道が整備されていった。

　ルート開通を伝えるのはタブロイドだった。薙なぎ野のはそのルートのサービスエリアや街などに出向いて食べ物や観光スポットの紹介をした。タブロイドは流通の活性化と共に増刷され広がっていった。

　街同士の連携を深める。街にあふれたハーフや亜人の処遇。それらの問題はサービスエリアで解決したことになる。サービスエリアは様々なものが造られ、近くに天然温泉などの観光施設を抱える場所もある。それらを紹介する特集を組んだタブロイドも売れ行き好調だった。

「なんか穏やかな気分になるね」

　隣を歩くアイカが言った。

　二人は浜辺を歩いていた。海の街までのルートには、中間地点のサービスエリアの他に休憩場所としての小さなエリアが造られ、さらに移動が容易たやすくなっていた。なので視察などを兼ねて、薙野は移動を繰り返していた。

　アイカはラフなワンピース姿で砂浜を歩いている。いつもの剣はぶら下げているが、この街に来るだけだったら鎧よろいも着る必要はない。彼女は素足を濡ぬらしながら波打ち際を歩いている。このところタブロイド制作やサービスエリアの件で忙しかったので、こうしてのんびりするのは久しぶりだった。

「海を見てるとさ、モンスターとの戦争とか忘れちゃうね」

　アイカは海に映った月を見つめている。戦争の準備のために造ったルートで美しい海を見るのは、少し皮肉なことだった。

　アイカを連れてきているのは気分転換の意味もあった。この前の街での戦いでシルビアを失ってから、アイカはどことなく沈んでいた。少しでも彼女の心を癒いやせればいいとの考えがあった。

「でも忘れちゃいけないことがある。私たちは街の冒険者になってから死を覚悟していた。でも、死体すら見つかっていない仲間の死を受け入れることはできない。だから私は彼女を探し続ける」

　それがアイカの矜きよう持じであり、冒険者としてのけじめなのだ。

　薙なぎ野のは思った。自分にできることは少ないが、それでも彼女を支えてやりたい。

　この世界には海も星空もあるが、彼女の心からの笑顔だけが足りない。
















４　城じよう塞さい都市×海戦術






　薙なぎ野のはキューイに乗って森の中を走っていた。

「もうすぐです」手た綱づなを持つフレアが言う。

　数メートル先のミアがこちらを振り向き、同時に森が途切れた。

　薙野たちはサービスエリアを使い移動していた。向かった先は過去の戦争で戦いの中心となった街だ。

「……あれか」

　強大な壁が見えた。未いまだに城塞が残っている。

　ホームタウンの西にある城塞都市だ。薙野はホームタウンと城塞都市の間にサービスエリアを造る仕事をしていたが、その間にある噂うわさを聞いた。それは身元不明の人間が流れ着いたというものだった。

　薙野はホームタウンで行われた戦いを思い出す。魔法使いがモンスターを引き連れ街を襲ったあの出来事だ。封印を解かれたエルフの魔法使いは、そのまま復ふく讐しゆうを決行した。手始めに襲ったのは薙野のホームタウンだった。

　結果的には住人たちが力を合わせモンスターを撃退したが、街には深い爪つめ痕あとが刻まれた。多くの死傷者も出て、未だに死体の見つからない人間も多くいる。

　捕虜にされたのでは？　と、薙野はそう考えていた。あちら側には闇やみに堕おちたエルフがいる。魔法で人間を操ることは可能だ。

「アイカさんに教えなくてよかったのでしょうか」

「いや、まだ早いだろ。間違った情報だった場合、また傷つけることになる」

　薙野はシルビアを思い浮かべた。攻略サイトとして初めて依頼を受けたあの彼女。あの戦いにおいて姿を消した一人だった。シルビアは仲間をかばって犠牲になったとされるが、死体はまだ見つかっていない。

　薙野は彼女の行方をずっと探していた。その方法はタブロイドだった。サービスエリアを使いタブロイドを様々な街に送り、その情報を募つのったのだ。タブロイドの増刷は資金を稼ぐこともあったが、本当の理由はこれだった。

「あの街は、オーク戦争において人間側の中心地だった」

　並走するミアが言う。

「モンスター兵器などを作ったりしてる」

　また戦争が始まれば戦地となるのだろうか。いや、それよりもまずは確認だ。この街に流れ着いた人間が捕虜だったのか、それともなんの関連もないのか。とにかく──。

　あの壁に囲まれた街を調べる必要がある。
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　薙なぎ野のたちは、ギルドで発行した通行証を城門で提示して街の中に入る。城壁は三メートルほどの高さがあり、ぐるりと街を囲んでいた。

　薙野たちは宿屋を探しそこでキューイを預ける。この街に来たのは初めてだったが、街出身の人間に取材していたので迷うことはなかった。

「それではギルドに行きましょう」

　フレアが街の地図を見ながら歩いていく。ホームタウンに比べるとこぢんまりした街の雰囲気だった。いたるところに馬止めや段差などがあり、戦争の名な残ごりがはっきりと残っている。王都の盾の役目を担った街であり、モンスターの研究施設などもあるらしい。

　ギルドはとても小さな建物で閑かん散さんとしていた。受付に老人が一人いるだけだ。

　薙野たちは、そこで老人から正体不明の流れ者の話を聞いた。

「結局怪け我がが原因で死んだよ」

　老人は平然と言った。さらに詳しく聞いたところ、死体の身元も判明したようで、その街に受け渡したようだ。ホームタウンの住人ではなかった。

　薙野はがっかりしつつも、アイカに言わなくてよかったと安あん堵どした。ぬか喜びさせてしまうところだった。

「タブロイドのおかげで、情報が入ってくるようになっただけいいですよ」

　フレアと話していると、老人が「おっ」と声を上げた。手にあのタブロイドを持っている。この街にも流通しているようだ。

「お前さんたちが『攻略サイト』なのか」

　薙野のように若い人間が、タブロイドを作っていると思わなかったようだ。

「街と街の道の開発をしてくれたんだろ？　おかげで食料も入ってくるようになった」

「俺たちはアイデアを出しただけですけどね」

　サービスエリアができる前は、この街はほぼ孤立していた状態だったらしい。今は不穏な状況もあり、冒険者や傭よう兵へいなど街に多くの人間が入ってきている。

「何もない街だが、大切な拠点なんだ」

　この街の周辺には広い草原が広がっている。そしておそらく断層があるため、大きな道ができ王都まで繫つながった。つまり戦争が起これば、まずこの街を守らねばならない。

「せっかくだから、依頼を受けていかないか？」

　老人が言った。依頼は少ないが解決するべき問題があるらしい。

「どうします？」

　フレアがこちらを見る。急げばホームタウンから一日、余裕を持てば二日の移動距離にある街だ。タブロイドの取材を兼ねてもう少し滞在したいところだが、依頼をこなしたほうが金銭的にも無駄がない。

　しばらく考えて薙なぎ野のは依頼を受けることにした。

　依頼について話し合おうと薙野たちは街のバルに入る。バルは数人の客がいるだけだったが、接客をする女性に聞くと、これでも客が多くなっているようだ。王都が直接この街周辺の調査依頼を出しているために、冒険者たちが入ってきているらしい。

　メニューのほうは兎うさぎや豚の肉を香こう草そうで蒸したシンプルなものだった。

「受けた依頼はなんなのです？」

　フレアが肉を切り分けながら聞く。

「一いつ角かく獣じゆうの処遇だってさ」

　戦闘用に飼育していた一角獣の処遇が問題になっているらしい。これまでこの街はモンスター研究などをしていたが、新しい人間が入ってきたことで怯おびえているらしい。

「戦争が起こって、檻おりとかが破壊されて暴れられるのを恐れてるんだな」

　殺処分の意見も出ているようで、その解決を薙野は受けたのだ。

「王都からの軍も、この街に来るようですからねえ」

「馬だったら簡単だからな。またレースみたいなのを……」

「馬じゃない」ミアがぼそっと呟つぶやく。

「一角獣って、馬に角つのが生えたような生き物だろ？」

「角は生えてる。でも、もっと大きい」

「大きいってどれくらい？」

「すっごく」

　ミアが両手を広げてみせた。亜人は戦闘には長たけているが、語ご彙いは少ない。

「まあ、ちょっとぐらい大きくても大丈夫だろ。とりあえず依頼を終わらせてからホームタウンに戻ろう」

　別の街で攻略サイトの名声を上げておくのに越したことはない。だが、あまりだらだらと滞在していると、アイカやカトレアに嫌いや味みを言われるので、できるだけ早く戻ったほうがいいだろう。

　だが、この依頼は薙野の予想とは少しだけ違った。







　次の日、一角獣の飼育場に向かった薙野は目を丸くした。

「象ぞうだ……」

　象の二回りは大きいだろう生き物が鉄てつ柵さくの中を徘はい徊かいしている。風ふう貌ぼうは象だったが、額ひたいに一本の角が生えている。そんな獣たちが草地の上をのんびりと歩いていた。

「でかすぎないか？」

　まるでダンプカーだ。そんなモンスターをこのような街中で管理していいものか。街の外れとはいえここは城じよう塞さいの内側だ。

「一いつ角かく獣じゆうは普段は大人しいから大丈夫ですよ」

「普段は、か。なんか信用できない言葉だよな」

「前の戦争でも使われたらしいです。怒ると体力が尽きるまで走り続けるんですね。一角獣が突っ込んだ後の陣形はめちゃめちゃになります」

　フレアに聞くと、過去に対オークの戦力として使用されたらしい。その後、穏やかな性格と人間に懐くことが周知され飼育が始まった。しかし人間に懐くといっても、これほどの巨体を前にすると身がすくんでしまう。

　何かの間違いで一角獣が街中を暴走したら危険なことになる。元から住んでいる住人ならまだしも、新しい住人の理解が得られるはずがない。

「森に帰すにしても、敵の武器になってしまう可能性がありますので」

　一角獣を世話しているハーフが説明する。飼育が特技のハーフにしても、この一角獣は持て余しているようだ。

「だからって殺処分はなあ……」

　元の世界でこんな話があった気がする。

　このモンスターを戦争の道具に使うことは気が進まないが、それでも生き残れるならば兵器としての使用もありなのではないか。

「結局、城塞に突っ込ませたり、陣形を組んだ軍に突入したりと、戦法が限られるのです。となると、オークなどを相手にするには空回りしてしまいます」

　確かにフレアの言う通りだ。オークたちは森の中から出現する。そしてきっちりとした陣形は組まないようだ。逆に、統制が取れた人間たちの軍からすると一角獣は脅威となる。この城塞都市も強引に一角獣に突っ込まれたら壁が破壊されることもあるだろう。

「基本的には、一角獣に乗って操作をしながら敵陣に突っ込みます。そして弓矢などで攻撃するのですね」

「なるほど、俺がどうこうできる問題じゃないな」

　一角獣の上に乗ることも無理だし、そのうえ弓などを扱うことなど不可能だ。

「ナギ様は生き物に好かれるから大丈夫ですよ」

「フレアはたまに無責任なことを言うよなあ」

　飼っているはずのキューイのロンシャンさえ、未いまだに一人では背中に乗せてくれないのだ。せめて意思疎通ができればいいのだが……。

《無理だって。ある程度の知能と交流の意思がないとねえ》

　妖よう精せいが首を振っている。妖精を介しての対話は不可能だ。

「とりあえず餌えさをやってみようと思うけど、大丈夫かな」

《さあ》

　薙なぎ野のはリンゴを持ってきていたが、こんな小さな果物で機嫌が取れるだろうか。近所のペスにジャーキーをあげる程度の軽い気持ちで来てしまった。

「スイカとかのほうがいいかな」

「スイカってなんです？」

　この世界にはスイカがないのかと考えていると、目の前でフレアが固まっていた。

「ん、どうした？」

「……動かないほうがいいです」

　首筋に生温かい風を感じた。恐る恐る振り向いてみると、巨大な象ぞうと目が合ってしまった。いつの間にか一頭が鉄てつ柵さくまで来ていた。巨大な牙きばの先が薙野の首筋に向けられている。

　薙野はフレアの手を握りながら硬直した。さすがにフレアも一いつ角かく獣じゆうを間近で見るのは初めてなようで震えている。──殺される、いや食べられると思った。

「リンゴ、欲しがってる」

　ミアに言われ、薙野は握ったままのリンゴを見た。一角獣の長い鼻がおねだりをするように動いていた。そんな鼻先にそっとリンゴを差し出してみる。

「……おお」

　一角獣がリンゴを口に放ほうり込こんだ。風ふう貌ぼうとは裏腹に穏やかな性格なのかもしれない。

「しかし、ミアはよく大丈夫だな」

　ミアは平然と一角獣の牙を撫なでている。

「森で暮らしてたとき、野生の一角獣がいたの」

　聞くと、野生の一角獣は森の同じルートを周回しながら暮らしているらしい。果物が好物で、果実の樹きから樹へと移動する。そのうちに糞ふんの中の種が発芽し、果実の樹ができていく。なので一角獣が作った道には様々な果実の樹が生えており、亜人もそのエリアで一角獣と共生しているようだ。

「ミアは、一角獣に乗れたりするのか？」

「乗れる」

　薙野は考えた。一角獣問題は恐ろしい風貌と穏やかな性格のギャップにあるのではないか。初めて一角獣を見る人間に、穏やかで従順な性格をアピールできれば……。

　次の日から、薙野たちは一角獣と交流を始めた。

　ミアに教わり、まず触れ合うことから始める。一角獣を管理していたハーフたちに交ざって餌などをやる。

「武力として飼育されていたのは十年ぐらい前までみたいですね」

　フレアも次第に一角獣に慣れてきている。世界の情勢がよくなってから、一角獣は放置され、奴隷のハーフに世話を丸投げされていたようだ。

「何を、教えるの？」

「とりあえず、何か芸ができればいいんだけど」

　薙なぎ野のが考えていたのはサーカスだった。巨大な一いつ角かく獣じゆうを使ったショーを見せれば、一角獣の従順さをアピールしつつ金も稼げる。ただハーフたちは巨大な一角獣を恐れているので、もう少し人手が必要だった。

「亜人が必要だな」

　薙野は思案した末に、近くのサービスエリアから亜人たちを呼び寄せることにした。人員配置などは、攻略サイトにも権限があるので、ある程度自由にできるのだ。

　サービスエリアに手紙を出し、亜人たちを呼び寄せる。その中に知っている顔がいた。

「お久しぶりです」

　にこりと笑ったのはベスだった。バトルのショーで関わったことがある亜人だ。

「サービスエリアのほうにいたんだ？」

「はい。こっちの仕事も楽しそうだったので」

　ホームタウンでのバトルのほうは順調のようでたまに参加しているらしい。まとまった資金が入ったので、今は酒場でなく公園などで行っているようだ。

「また一緒にお仕事ができてうれしいです」

　ベスは亜人としては礼儀正しく言葉の語ご彙いも多く、さらに美人だ。

「これは、私のご主人だからね」

　近寄ってきたミアが、ベスに言い聞かせている。

　そんなベスを含めた亜人たちと一角獣の調教を始める。彼女たちは一角獣を恐れないので順調だった。

　六頭いる一角獣に、亜人を一人つけて世話をさせることにし、薙野も一緒に触れ合う。まずは一角獣そのものを知ることから始めねばならない。

　世話をするうちに、少しずつこの巨大な動物のことを理解していった。まず性格は温厚だ。巨体を維持するために無駄なエネルギーを使わないからだろうか。よく見ると目も優しい。さらに巨大な見てくれと反して、好物がリンゴというギャップがいい。リンゴを持っているとおねだりをするように鼻を出してくる。

　薙野たちはリンゴを使って芸を教えることにした。伏せやちんちんなどは簡単に教えることができた。同時に少しずつ一般に公開を始める。

　まずはこの街にいる子供たちにだ。暇を持て余した子供たちに芸を見せ、さらに背中に乗せて歩いてやる。

　子供たちはすぐに一角獣を気に入り、口コミで噂うわさが広がっていく。徐々に子供だけではなく大人も観みに来るようになった。一角獣の愛あい嬌きようのある姿は、住人たちに受け入れられ始めたかに見えた。

　しかし予想外のことも起こった。

「……クレームがきてる」

　薙なぎ野のはミアたちの調教を眺めながら溜ため息いきを吐ついた。

「あの芸が評判悪いということでしょうか」

「ちょっとかわいそうだと」

　一いつ角かく獣じゆうの芸が虐ぎやく待たいなのではという意見だった。だが、それは間違っている。モンスターにしては知能レベルの高い一角獣は、ミアたちの調教がいい刺激になっている。

「新しい住人が多いですからねえ」

　フレアが言うように、この街には人間が流入し始めている。それは戦争利権だ。王都の軍が長い期間滞在するという噂うわさがあり、それに伴ともなって住人が増えている。商人たちは新しい店を造り、そこで働く女性たちも入ってきている。王都の軍隊入りを目指す傭よう兵へいたちの姿も目立つようになった。

「森に帰すべきだとの意見もあるんだよな」

　だが、ずっと家畜だった一角獣を森に帰したところで不幸な結末しか見えない。タブロイドなどを使い、一角獣のプラスイメージを浸透させたことが、間違った方向に進んだとしか思えなかった。さらに元からいる住人たちの一角獣への恐れは消えていない。やはり住人たちにとって、一角獣は戦闘兵器でしかないのだ。

「どうしましょう」

「うーん、でも、みんな楽しそうだしなあ」

　一角獣は生き生きしているように思える。そしてミアたち亜人も楽しそうだ。

「仕方ない。サーカス計画は縮小しよう」

　薙野は一般公開を取りやめることにした。派手なことをせずに、亜人たちで一角獣を厳格に管理することだけに集中するしかない。

　その日の薙野は、イベント中止などの作業に追われた。




「元気出してください」

　薙野は街外れのバルにいた。ミアは一角獣の飼育をしておりフレアと二人だ。

　一角獣は引き続き亜人が管理することになり、問題は先延ばしになった。いきなり殺処分されることはないだろうが、街の状況によって議論は再燃するかもしれない。

「ここでやめておくか」

　これ以上、手を出さないほうがいいだろう。攻略サイトは初めてコンサルタントに失敗したこととなる。経費を貰もらうこともできず損失を出し、一角獣の問題も解決していない。

「でも、そうやって撤退するところもナギ様のいいところです」

　街外れのバルだが、意外ににぎわっている。ウエイトレスにも若い女性などが増えている。この街に来て二週間ほどだが、あっという間に人間が増加した。それに伴ともない、物流も向上し、テーブルには香辛料を使った料理が並んでいる。

「今日ぐらいに王都の軍が来るからね」

　ウエイトレスが言った。騎士たちがこの街に常駐するようだ。

「そろそろ戻ろうか。なんか危ない感じになってるし」

　アイカたちも心配していることだろう。

「そうですね。何かがあるとすればこの街でしょうからねえ」

　薙なぎ野のたちはバルから出て宿屋へ向かった。ホームタウンに戻る準備をするつもりだ。

「あれ、おかしいですね」フレアが宿屋に併設された厩きゆう舎しやを覗のぞき込こんでいる。「なんか、ロンシャンが興奮しているような……」

　街の城門の方角が騒がしい。視線を向けるとキューイたちがこちらに走ってくる。騎乗しているのは白い鎧よろいの騎士たち──王都の軍だ。

「先遣隊がもう来たのか」

　薙野たちは道の端によって軍の行進をやり過ごす。彼らが常駐することで、この街もにぎやかになることだろう。

　白い鎧姿の騎士たちがマントをなびかせ道を走っていく。
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「どうしたミア？」

　次の日、帰り支度をしている薙野の横で、ミアがうつむいている。

「帰りたくないみたいですよ。ミアはずっと一いつ角かく獣じゆうの世話をしてましたから」

　ミアの耳がぺたんと倒れている。一角獣に情が移ってしまったようだ。

「じゃあ、ミアだけ残るか？」

「そういうの、やだ」

　薙野の言動にミアがふてくされる。

「でも、いつまでもここにいるわけにはいかないからな」

　この街での仕事は周辺の警備などしかない。薙野が生活費を稼ぐにはホームタウンに戻るほかなかった。この街に来ている間はタブロイドも休止している。この街に稼ぎに来る冒険者や傭よう兵へいのためにも、タウンガイドを発行する必要もあった。そうすることで裏側からこの街に協力ができるはずだ。

　……だが、薙野たちは城門から出ることができなかった。

　街周辺を調査していた冒険者たちがモンスターに遭遇し、小規模な交戦が起こったらしい。その瞬間から城門は閉ざされ、城じよう塞さい都市は一気に警戒態勢となる。

「少し早く出てればなあ……」

「それだと、帰り道にモンスターと遭遇したかも」

　城門の前でミアと佇たたずんでいると、街の様子を調べていたフレアが駆け寄ってくる。

「ナギ様、ギルドに呼ばれていますよ」

　何かあったのかと、薙なぎ野のたちは街のギルドへと向かう。到着すると、建物の中で一人の男性が保護されていた。特に怪け我がをした様子はなかったが、視点はうつろで言葉もろれつが回っていない。

「森での交戦後に保護された」と、ギルドの老人が説明する。

「もしかしたら……」

　薙野は男性の持ち物や服装を確認する。靴やベルトの素材、そして体の傷……。

「ホームタウンの人間だ」

　薙野はタブロイドを見ながらうなずいた。ホームタウンでの戦いで死体が見つからなかった住人のデータをまとめていたのだ。だが呼びかけても反応がない。

《魔法的なものかねえ。ほら、魔法使いはモンスターを操ったりしてたじゃない》

「魔法的なのってなんだよ」

　無責任な発言をする妖よう精せいを睨にらむ。だが、確かに男性の表情を見るとその可能性もある。また、ギルドのほうでは、男性の身元が判明して安あん堵どした雰囲気が漂っていた。

「とにかくホームタウンに連絡しないと」

　生き残りがいることを街の人々やアイカたちに伝えたいが、すでに城門は閉じられている。無理に移動しようとしても、途中でモンスターに遭遇する可能性もある。

　だが、危険を冒してもやるべきことではないか？　薙野の友人だったシルビアの死体は見つかっていない。だとしたら、この男性のように捕虜になっている可能性が高い。彼女を取り返すためには、多少の危険があったとしても……。

「とりあえずハトを飛ばして情報を伝えましょう。すぐに厳戒態勢が解かれると思うので、私たちもホームタウンに戻り、捜索隊の組織に協力するのです」

　焦あせる薙野にフレアが助言する。男性を連れていけば本格的に住人たちを動かせる。

　しかし夜になっても城門は開かなかった。

　城塞の見張り台では王都の騎士たちが外を見張っている。もしかしたらと思う。王都はすでに何かが起こることに気づいていたのではないか？

「なんか厳重ですね」

「ちょっとモンスターが出たぐらいで大げさなんだよな」

　王都もピリピリしているのだろうか。とりあえず外の様子を確認したいところだ。

「あっち」

　ミアが耳打ちする。向こうの見張り台が上れそうだと言っている。薙なぎ野のとミアは、止めるフレアにかまわずそちらに走った。薙野は梯子はしごを上って城壁の上に出る。

「……うわあ」

　薙野は目を丸くした。城じよう塞さいの周囲にかがり火が見えた。大量の火が街を囲んでいる。恐らくそれらはすべて敵だ。いつの間にこんな……。

「きっとオーク」

　ミアが鋭い視線を向けている。これでは隙すきを見てホームタウンに戻ることなどできやしない。それどころか、薙野たちは戦いに巻き込まれてしまったことになる。敵の戦力がどれほどだかわからないが、この街は守れるのか。

「おい」

　見張り台で呆ぼう然ぜんとしていると、騎士が近づいてきた。

「すぐに戻ります」

　梯子を下りようとすると、騎士が何かに気づいたようだった。

「お前、あの街のやつだろ。ペーパー作ってた」

　話を聞くと、あのときホームタウンに派遣された騎士らしい。タブロイドも購入し、非番はキューイレースで遊んでいたようだ。

「それで、大丈夫なんですかね」

　薙野は街を囲む大量のかがり火を指さす。

「火を焚たいて多く見せているだけだ。それにすぐに増援も来るだろう」

　しかし王都の援軍が到着するのに数日はかかるはずだ。それまで持ちこたえられるのか。
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「結局ここで戦うしかないのか」

　薙野は覚悟を決めた。この街から脱出できない限り、まずはモンスターの攻撃を防ぐ必要がある。そして王都からの援軍を待つしかない。

　街を囲む強固な城壁は頼りになるが、檻おりのようにも感じられる。逃げ道を塞ふさがれたままオークたちに殺される可能性もあった。

「あ、大丈夫だよ」

　フレアが真っ青な顔をしていたので頭を撫なでてやった。

　三人はギルドに向かうところだった。戦えるものは武器を受け取り、戦争時の配置などを説明されることになっている。朝になってから外を見たが、モンスターの姿は見えない。周辺の森に隠れているとのことらしい。

「ご主人とフレア殿は私が守るので」

　ミアは弓を持っている。武器は一通り扱えるのだ。

「私も始まれば戦います」

　フレアはオークに怯おびえながらも戦う意思を見せた。いざとなったら薙なぎ野のも武器を持たねばならないだろう。城壁を上るオークの頭を潰つぶすのだ。しかしそんなことができるのか。この世界に来てから多くのモンスターを見たが、直接戦ったことは一度もない。

　それでも街は意外に落ち着いている。

　たかだかモンスターであり、知能も低いと高をくくっている。だがホームタウンでの戦いはそうではなかった。危険なのはオークたちの背後にいる存在だ。それをこの街の人々は知らないのだ。

　ギルドはいつも通り閑かん散さんとしていた。

　中に入ると老人が説明をしてくれる。武器の貸し出しや戦闘時の配置についてだった。王都の騎士たちが外に出撃していくときには、キューイの徴ちよう収しゆうもあるようだ。

「実際のところどうなんですか？」

　正確な情報が知りたかった。モンスター側どころか、こちら側の戦力も不明なのだ。

「なんとかなるだろ」ギルドの老人が言う。「数年ごとにオークの残党が発見されて、そのたびにこうなってる。だが、一回も城壁を越えてきたオークはいない」

「でも、今回は本格的な感じでしたよ」

　残党どころではなく、軍隊として機能しているはずだ。

「だとしても勝つ必要はない。王都の軍隊もいるし、勝てなくても援軍が来るまで持ちこたえればいい」

　そう言われると焦あせることはないようにも思える。この世界に銃器が存在しないことも運が良かった。火薬はあるが、まだ作られ始めたばかりで銃の発想が出ていないのだ。

「敵が多いなら、兵器を試すいい機会だな」

「兵器？」

　薙野は首を傾かしげる。詳しく聞くと、ずっとこの街で研究と開発がされているものらしい。

　薙野たちはギルドから出ると、そこへ向かう。街外れの施設でそれが作られている。

　──それは生物兵器だった。

「……蟻ありか」

　巨大なプールのような場所に真っ黒な物体が満たされている。それらはすべて蟻だった。蟻といっても一匹がカブトムシぐらいある。

「雑食の軍隊アリですね。食用にもなって、焼いて食べるんですが、腹が甘くてキイチゴみたいなんですよ」

「兵器と食料として養殖してるのか」

　食べたことはないが、この街の料理に蟻があったことを思い出す。

「でも嚙かまれたらとっても痛くて、ハーフたちは森で見かけたら逃げます」

　フレアもミアも森で嚙まれたことがあるらしく、軍隊アリにトラウマがあるようだ。現在はハーフたちが蟻ありを壺つぼに入れているところだった。

「それを城壁から飛ばすのか」

　壺ごと周囲に投げる戦略らしい。すると壺が割れて、街の周辺が蟻で覆おおわれる。つまり天然の防壁ができる。

「馬やキューイは痛みに敏感ですから、一匹に嚙まれただけでパニックです。オークすらも装備を整えて慎重に進まねばなりません」

「すると、城壁から狙ねらい撃うちか」

　理論的な戦略だった。この街は戦争が終わってからも、このような兵器の開発を続けてきたのだ。さすが戦いの街だ。

　これで本当に大丈夫だろうか。武器を使えない薙なぎ野のができることは限られている。そのためには正確な情報が必要だ。だが薙野に情報を流してくれる人間はいない。いや、もしかしたら王都の軍の中に……。
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　オークが姿を現したのは次の日の朝だった。

　東に広がる深い森の中からオークたちが出現したのだ。正確な数は不明だが目視で確認したところ百匹。そしてオークたちに従うゴブリンの姿もある。

　同時に街側は防衛行動を起こす。投石機によって蟻の詰まった壺を投げ始める。それによってオークたちの進攻を防げたが、こちらからも攻撃ができなくなった。つまり籠ろう城じよう戦を選択したことになる。

　軍隊アリを警戒したオークは攻めてこない。お互いに弓矢を向け合ったまま時間だけが過ぎていく。

　そんな中で薙野たちはじりじりとした時間を過ごしていた。城壁の見張りは王都の騎士たちが行っており、他の人間は待機となっている。店も通常どおりに開店しており、薙野たちはバルで食事をとっていた。

「外の状態がわからないのは辛つらいな」

　薙野は溜ため息いきを吐つく。食欲もなかった。

「平気だから」

　ミアはパクパクと肉を食べているが、もしもこの街が奪われれば、オークたちの拠点となってしまう。防衛に適した街は敵にとっても戦略拠点なのだ。

「大丈夫ですよ。二十年前のオーク戦争以降、モンスターとの戦いはいくつかありましたが、負けたことはありませんから」

　だが、昼過ぎに状況が変わった。

　街の人間がざわついているのがわかる。敵の情報は王都の軍が独占していたが、どこからともなく漏れるのだ。そしてその噂うわさはよくないものだった。

「一いつ角かく獣じゆうがいるみたいです」

　混雑し始めたギルドからフレアが出てくる。

「一角獣って、ミアたちが世話してたやつ？」

「そうです。それが相手側の戦力にいると」

「でも、蟻ありがいれば大丈夫なんだろ？」

「一角獣は、蟻に強い」

　ミアに詳しく聞くと、一角獣の足は分厚い皮に覆おおわれているらしい。なので蟻の牙きばは通らない。

「そして突っ込まれたら危険」

　一角獣に突っ込まれれば城壁が破壊される可能性があるとのことだ。

「どうにかならないのか？」

「一角獣を操るには乗る必要があります。つまりその操縦士を殺せばいいのです」

　キューイに乗って街から出て、弓矢を射うって迎撃する必要があるとのことだ。

「まずいな……」

　街の周りは軍隊アリで覆われている。外に出ることはできないのだ。城壁から弓矢を使うにしても、射程内に入った時にはもう遅い。一角獣に突っ込まれることになる。そして一角獣に乗ったオークが街中に侵入する。

　生物兵器を使ったことで、こちら側が窮地に陥おちいってしまった。

　まるでチェスだ。こちらの手を読みチェックをかけてきた。やはりオークたちの背後にはあの魔法使いがいる。蟻を使ったのは魔法使いの思惑どおりだったのだ。

　ではどうすればいい？　覚悟を決めて戦うべきか。それとも城壁が壊れた隙すきに街から逃げだすか。蟻に襲われる覚悟で走るのだ。いや、この街を見捨ててどうする？　方法はないものか。戦況をひっくり返す一手が必要だ。

「まずは正確な情報が必要だ」

　薙なぎ野のは城門へと走る。しかし王都の軍が警戒しておりその先には進めない。

　薙野は舌打ちした。不利な情報を味方に流さないというつもりなのだ。混乱は避けられるが、薙野たちのような一般人は、気づいたときには遅い、ということになる。

　せめて一角獣の対策はなんであるか聞きたかったが返答はない。薙野と同じように状況を尋ねる街の人々がいたが、すべて追い返されていた。

「城壁が崩されると覚悟したほうがいいかもしれませんね」

　フレアは薙なぎ野のの手をぎゅっと握った。

「その時は、この街のことを考えずに、私たちだけが助かる方法を選びます。キューイに乗って街中を逃げ、状況が不利になったら隙すきをついて外へ逃げるのです。運が良ければ蟻ありのいないルートがあるかもしれません。ですからまずはキューイを」

　フレアはミアに目くばせをしてから道を走る。今のうちに、キューイの準備をしておこうということだ。

　宿屋に戻った薙野たちは顔をしかめる。

「あっ、ロンシャン！」

　フレアが叫ぶ。宿の厩きゆう舎しやに王都の騎士たちがいた。彼らはキューイを持ちだしていた。キューイの徴ちよう収しゆうだった。

　薙野たちは必死にそれを止めたが聞き入れられない。

「私たちも戦うので、せめてロンシャンは……」

　フレアが必死に抗あらがっている。だが乱暴にふり払われて転倒する。

「フレア！」

　フレアを助け起こしたとき、いきなりロンシャンが暴れた。大きくジャンプし騎士たちを跳び越すと、そのまま道を走っていく。

「ロンシャン！」

　我に返った薙野はロンシャンを追って走る。こんな状況で暴れたら殺処分になってしまう可能性もあった。しかしロンシャンの足は速く引き離されてしまう。城壁に近い場所で、薙野たちはロンシャンを見失ってしまった。

「戦いが始まったらキューイは使い捨てられるんです。騎士たちはキューイに乗って突撃しますが、キューイは相手の攻撃を防ぐ盾となります。たった一回の突撃でキューイのほとんどは死んじゃいます……」

　キューイを追いかけていたフレアがずてっと転んだ。

「おい、しっかり」

　助け起こすと、フレアはぽろぽろと涙をこぼしている。これが戦争だといえばそれで終わりだが、なんとかできないものか……。

「俺が探してきてやるから」と、立ち上がった薙野はキューイを探して走る。

「ご主人！」

　先を走っていたミアが引き返してくる。見ると木の下にキューイがいる。ロンシャンだ。

　安あん堵どした薙野が駆け寄ると、そこには二羽のキューイがいた。一羽は木に繫つながれている。装備からして王都の騎士のキューイだろう。そんなキューイとロンシャンがお互いの首を絡ませるようにして身を寄せあっていた。

「なんか、仲がよさそうだな」

　薙なぎ野のはロンシャンの手た綱づなをつかんで首を傾かしげる。

「姉妹だから」

　声にはっと振り向く。そこには王都の騎士が立っていた。

　それは金髪のエルフの魔法剣士……。

「エオリア」
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「周囲の街でオークが目撃されている。それを受けて、王都はこの街に騎士を派遣したの」

　見張り台に上った薙野は息を吞のんだ。遠くに一いつ角かく獣じゆうが見えた。今はオークたちが一角獣の装備などを整えている。その数は三十頭ほど。

「でも、少し遅かったようね。すでに魔物たちは準備を整えていた」

　隣に立つエオリアが言う。彼女も先遣隊としてこの街に派遣されたようだ。あくまで調査目的だったので、騎士の数は五十人もいないらしい。

「オークの数はわからない。でもこちらの戦力の数倍はありそう」

　あの一角獣がすべて突っ込んできたらどうなるのか。壁が崩壊すると同時に、一角獣に乗っていたオークが街に突入してくるはずだ。












「恐らく攻撃してくるのは夕方ね」

「どうにかならないのか？」

「騎士たちはこの街で迎え撃つつもりだわ。城じよう塞さいを守るのは諦あきらめている」

　前回の戦争から二十年が経たち、この街の壁も老朽化している。一いつ角かく獣じゆうに突っ込まれれば崩壊してしまうだろうとのことだ。

　だが街中で戦えば間違いなく被害が出る。この街には戦闘員だけでなく、女性なども多くいるのだ。非戦闘員を逃がすべきだが、この街は軍隊アリに囲まれている。数日経てば死ぬか群れを形成して森に入っていくらしいが、それまでは脱出経路もない。

「安心して、あなたたちは逃がしてあげるから」

「いや、俺も戦うよ」

　彼女を見捨てて逃げるわけにはいかない。このエルフは王都を守るために戦い続けていたのだろう。そしてこの場所でも最後まで戦うつもりだ。

「あなたは剣を使えないじゃない」

「でも、俺にしかできないことがある」

　たとえば一角獣の進攻を止める方法はないものか。それができれば援軍が来るまで籠ろう城じようできる。

「一角獣の突進を止める方法は？」

「操縦者を殺すこと」

　耳の下が痛覚で、それを刺激することによって進行方向を操作するらしい。そして突進させるときは強烈な痛みを与える。なので操縦者がいなければ自ら障害物に当たってくることはないとのことだ。

「でも、ここから矢を射うっては遅いわ」

　では他の方法はないか。たとえば堀を造るとか。しかし当然ながら今からでは遅い。

「やはり操縦者を倒すしかないのか」

　そのためには街の外に出る必要がある。しかし軍隊アリが……。いや、こちらも敵側と同じ方法を使えるのではないか？

「方法はある。こっちも一角獣を使う」

　この街にも一角獣がいる。それもミアたちが訓練した一角獣だ。

「門を開けて、射手を乗せた一角獣を外に出す」

「いい方法だわ。……数は？」

「六頭」

「向こう側は三十頭はいる。五倍の戦力差ではこちらの操縦者が射抜かれるのが先ね」

　戦力差は圧倒的だ。

「弓矢の技術の差は？　こっちには亜人もいる」

　サービスエリアから亜人を呼び寄せていたのは幸いだった。彼女たちの弓の技術は高い。またハーフも器用なので弓矢を使える。

「だとしたら少しこちらが上かしら。でも、それほどの差はないわ。同じ射程距離と殺傷力だと考えたほうがいい」

　五倍差を埋めるほどではないとのことだ。

「さらに一いつ角かく獣じゆうの操作は難しい。一回動きだしたらなかなか止まることもできない。まあ、止まってしまったら軍隊アリに上ってこられ、操縦者も射手も嚙かまれてしまうけど」

　一角獣は小回りが利かないのだ。つまり目標に突っ込ませるような攻撃には有効だが、守備には向いていない。

「……まるでタンカーだな」

　巨大な生物ゆえのウイークポイントだ。

「魔法使いがいるのね」エオリアが森に視線をやっている。「オークたちの統制が取れているのも、魔法使いがいるから」

「モンスターを操っているのか？」

「全部のオークを操っているわけじゃないわ。オークの首領クラスに魔法をかけ、統制しているということ」

「エオリアもそんな魔法を使えるのか？」

　魔法には魔法で対抗するべきではないか？　しかしエオリアは首を振る。

「モンスターや人間を操る、という魔法は特に強い力が必要だから」

「とにかくあっちに魔法使いがついていたとしたらまずいな。どうにかできないか……」

「魔法使いを殺すには、刃の届く距離に近づく必要があるけど、強い魔法で守られている」

　エオリアが青い瞳を向けた。

「でも、一角獣を使うのはいい方法。それを使って逃げることができる」

「俺たちだけ逃げるわけにはいかない」

「でも、あなたには他にできることがあるわ。もしもこの街が落ちたとしても、取り返す戦略を立てればいい」

　エオリアは死ぬ気なのではないかと思った。いや、ずっと死を覚悟しながら戦ってきたのだ。だからこそこんな状況でも落ち着いている。しかし、この不ぶ愛あい想そうだが美しいエルフをオークに蹂じゆう躙りんさせるわけにはいかない。この街を守る方法が何かあるはずだ……。

「エオリアは、この先遣隊の中では偉い感じ？」

「ん？　ええ、まあ」

「だったら、戦略に関する意見はできるんだな」

　薙なぎ野のは敵陣営の一角獣を見つめた。一角獣は突っ込ませることで最大の武器となる。逆にいえば歴史上その戦略しか取られなかった。

「方法が一つだけある」

　一いつ角かく獣じゆうを使った戦略がある。それは薙なぎ野のが考えたものではなく元の世界のものだ。五倍の戦力差を埋める戦術。

「俺が戦うよ」

　そしてこの世界を守ってみせる。
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　作戦は、この街にいる一角獣を使って敵を迎撃するというものだ。

「もうすぐ、終わる」

　一角獣の装備を用意していたミアが寄ってきた。

「ミアも参加してもらうけど大丈夫か？」

「うん」

　ミアは弓の腕前はなかなかのものだ。

「フレアは街で待機だ。ロンシャンのそばにいてくれ。俺は一角獣に乗る」

　ミアとフレアが目を丸くした。

「ナギ様は無理ですよ。そういった野蛮な行為に向いてません」

「うん、やめたほうがいい」

「俺がやるしかないんだ」

　作戦を成功させるには薙野の力が必要だ。

「そもそも、これって特攻じゃないですか。ナギ様もミアもこんなことをやる必要はありません」

　フレアがぐっと唇を嚙かんでいる。

「そうじゃない。俺は勝つつもりだ」

　たとえ五倍の戦力差があろうとも覆くつがえせる自信はある。

　薙野たちが対話していると、エオリアが姿を見せた。

「作戦が可決されたわ」

　薙野の提示したこの作戦が通ったのだ。

「私の立場もあるけど、意外に攻略サイトの名前が効いたわ。あなたの街で戦った王都の騎士も来ているからね」

　ただし、勝利が期待されたわけではない。敵の一角獣が城壁に到達するまで、少しでも倒せればという程度だった。つまりこの作戦は捨て石というわけだ。

「夕方になる前のタイミングで六頭の一角獣を城門から出すことになっているわ」

　ただしこの作戦には王都の騎士は参加しない。射手は亜人とハーフだ。ハーフのほうが多く乗れるのでそのほうが都合がよかった。

「そして一度城門を閉めたら、すべての敵の一いつ角かく獣じゆうを倒すまで開かれない」

　エオリアの言葉に、フレアが顔をしかめる。

「そんなの……」

「フレア、それは覚悟の上だ」

　つまり街の外に出れば、勝つか負けるかしかない。

「それより、操縦者のハーフたちを集めてくれ」

　時間がなかった。準備に割ける時間はあと一時間といったところだ。薙なぎ野のは一角獣に乗るハーフを集めて作戦を説明する。その間に一角獣に矢が積まれていく。まとめられた矢はすだれ状にされ、敵の攻撃を防ぐ盾にもなるようだ。

「一頭に亜人が一人と、ハーフが十五人乗れます」

　ハーフが説明する。他はすべて矢を搭とう載さいすることになる。

　敵側は一頭に十匹ほどのオークが乗ってくるだろうとの予測だ。街に乗り込んでからの戦闘のために重い鎧よろいなどをまとっている。よって飛び道具の搭載は少ないはずだ。

「それでも、勝てる見込みはないわよ」

　エオリアがはっきりと言う。

「それを補うのが戦略だ」

　六頭の一角獣を最大限に利用すれば、五倍の戦力差を覆くつがえせるはずだ。

「オークの矢じりは歪いびつで、体に刺さるとなかなか抜けないの」

　少しだけ気力が萎なえてしまう。この異世界生活に慣れてきたとはいえ、未いまだに戦闘には手を出していなかった。そして矢は殺意とともに飛んでくる。そんな弾幕に晒さらされ正気を保っていられるだろうか。

「私が守るから」

　薙野の不安を察したミアが寄ってくる。

「ミアは俺と別の一角獣に乗るんだ」

　薙野はミアの頭を撫なでてやる。一緒に乗れば過剰に薙野を守ろうとするので、ミアは別の一角獣のほうがいいだろうし、いざというときに保険をかけておきたい。

　それでも一緒に乗る亜人とコミュニケーションが取れたほうがいいと考え、薙野と同乗するのはベスということになった。

「そろそろ時間よ」

　エオリアが日時計を指さした。考えている時間はない。もう行くしかなかった。

「頭を……耳を撫でて」

　ミアが近寄ってきたので撫でてやる。彼女は薙野の胸に頭を押しつけてから一角獣に上っていく。薙野も一角獣に乗ろうとすると、フレアが走り寄ってきた。

「ナギ様！　やっぱり私も乗ります」

「駄目だ」

　はっきりと断ると、フレアは悲しそうに唇を嚙かんだ。

「じゃあ、これを持って行ってください」

　フレアが腰につける小さなバッグを取り出した。

「治療品や食料が入っています。もしも負けそうになったらそのまま森まで逃げるんです。そしてどこかのサービスエリアまで移動してください」

「大丈夫、俺は勝つから」

「それでも、です」

　薙なぎ野のはフレアからバッグを受け取り、彼女の頭を撫なでる。

「フレアはロンシャンをお願いな。もしも俺たちが失敗したら隙すきをついて逃げるんだ。そしてホームタウンに戻ってアイカたちを頼るんだぞ」

「大丈夫です、ナギ様は負けません」

　フレアがぎゅっと薙野に抱きついた。

「……よし、行こう」

　薙野は梯子はしごで一いつ角かく獣じゆうに上る。この一角獣にはハーフが十人と亜人が一人。盾などを多く載せているのは、この一角獣は戦術的に守らねばならないからだ。

　振り返るとミアも一角獣に乗り、こちらに小さく手を振った。

「じゃあ進んで」

　薙野は操縦士のハーフに指示する。鉄てつ柵さくが開けられ、一列になって一角獣が進んでいく。亜人たちが訓練していただけあってスムーズだ。

　だが、やはり揺れる。巨大なだけに一歩一歩が大きく震動が体に伝わってくる。これでは乗っているだけで精いっぱいだ。この状況で弓を射ることができるのか。……いや、このほうが都合がいい。命中率が下がるのはお互い様だ。

　六頭の一角獣が大通りに出る。このまま進めば正門だ。

「ミア、ナギ様、ご無事で……」

　フレアが走って追いかけてきたが、歩幅の違いからすぐに見えなくなってしまった。

「フレアこそ無事でな」

　薙野は正面に向き直った。フレアだけでも助けてやりたかった。彼女は薙野が奴隷から解放して連れてきた女の子であり守ってやる責任があった。

　沿道では街の人々が一角獣を見送っている。戦えない老人や女性が多い。この攻略法が失敗すれば多くの死者が出てしまう。

　いや、だからこそこの一角獣で街を守れば、この動物は保護される。サーカスは失敗したが、戦いでアピールすることができる。

「行ってきます！」

　薙なぎ野のは沿道の声に応えて手を振った。

　正門が迫ってくる。門が開いていた。あれを抜ければ戻れない。矢と殺意が飛び交う戦地だ。果たしてそんな場所に素人の自分が出ていっていいものか。フレアに大丈夫だと言ったが本心ではなかった。この作戦が成功する確率は極めて低い。

　心臓が高鳴る。体が震えていた。それは武者震いではなく明確な恐怖だった。今から始まるのはゲームでも映画でもなく現実だ。命をかけた戦いなのだ。

　地響きを立てて一いつ角かく獣じゆうが進む。そして正門を潜くぐり抜ぬけた。後戻りできないラインを越えてしまった……。

　汗が止まらない。口がパリパリに乾いている。一角獣の揺れと恐怖から吐きそうになる。なんでこんな場所にいるのだろうと思った。

「……安心して。あなたは守るわ」

　はっと振り返るとエオリアが立っていた。正門を潜り抜けたときに飛び乗ったのだ。

「なんで来た？」

「あなたの攻略法を信じているからよ」

　夕日を受けてエオリアの盾がオレンジ色に光った。同時に薙野は見た。並んで待機していた敵の一角獣が動き始めた。

　──戦いが始まる。
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「このぐらいの速度を保ったほうがいいわ。でないと蟻ありに上ってこられる」

　エオリアが地面を確認している。

「もう少し左に」

　薙野は操縦士のハーフに言う。

「でも、そっちは崖がけですけど……」

「左に進んでから、一気に右折する」

　振り返ってみると、後続の一角獣がしっかりとついてきている。薙野の乗ったこの一角獣を先頭にし、曲がるときは手旗で後ろに合図を送ることになっている。

「敵は混乱を避けて全部の一角獣を動かしていない。こちらの出方を窺うかがうようね」

　動きだしたのは十頭程度だ。それは薙野にとっても好都合だ。三十頭で街に突っ込まれたら防ぎようがなかった。

「おい、どんな感じだった？」

　薙野は地図代わりの木の板を手に聞く。

《十頭がまっすぐ進んでる感じ。距離は五百メートルぐらい離れてるかねえ》

　偵察から戻ってきた妖よう精せいが答える。

　弓矢の射程距離は六十メートルほどだという。その距離に接近したときにお互いが攻撃する。飛んでくる矢を、こんな頼りない木の盾で防げるだろうか。いや、そんな心配をしている暇はない。自分のやるべきことをやるしかない。

　一いつ角かく獣じゆうの速度と距離を計算しながら動くべきポイントを探す。一緒に乗ったハーフたちの顔色はすぐれない。

「落ち着いて、負ける気はない」

　見ると、陣を張っていた残りのオークたちは森に消えている。こちらの一角獣に突っ込まれることを警戒しているようだ。

「せめて半分倒せれば……」

　エオリアの呟つぶやきが聞こえた。だが、半分倒せたとしても、街に突っ込むオークは百匹以上となる。

　相手の一角獣は緩い速度で街を目指して進んでいる。

「このままだとすれ違えもしないわよ」

　エオリアが忠告する。薙なぎ野のたちの一角獣は崖がけ方向に進んでいる。

「まだだ。もう少し」

　正面からぶつかるわけにはいかない。これは特攻ではないのだ。

「向かい風かも。少し距離が落ちます」

　同乗するベスが言う。風はこちら側に吹いている。オークたちの臭いと殺意が風と共に流れてくる。

「もう少し」

　声が震えていた。ハーフや亜人たちが覚悟を決めているというのに、胸の中の恐怖が消えない。どうしても矢に貫かれるイメージが消えない。

「落ち着いて、あなたならできる」

　肩に手が添えられた。エオリアの静かな瞳を見て、薙野の震えが少しだけ収まった。

「右に！」

　薙野は手旗を右に振った。

　一角獣は大きく右にカーブする。六頭の一角獣が並んだまま方向を変える。ぐらりとバランスを崩したが、エオリアに支えられた。

「まずあの一角獣が目標だ」

　距離が縮まっていく。もうすぐお互いの射程圏内だ。

　相手の一角獣がはっきりと見えた。そして背中に乗る醜みにくいオークたちの姿も確認できた。オークもすでに弓を構えている。

「まだ撃たないで。距離に入っていない」

　弓を構えたエオリアが叫ぶ。




　※　薙なぎ野のが管理する状況図より






　街に向かう敵の一角獣の進行方向を、横から通り過ぎる形になった。ハーフたちが矢をつがえる。オークたちもこちらに矢を向けていた。

「まだだ、もう少し」

　一列に並んだこちらの陣形の横に、オーク側の一角獣が迫ってくる。

　もう少しで有利な形ができる。砲撃にベストな陣形を……。



　薙野は手旗を掲げた。

「撃て！」

　矢は一斉に放たれた。味方も敵も同じタイミングで射撃が始まった。

　黒い影が空に飛んでいく。遅れて空気が切り裂かれる音を聞いた。

「構えて！」

　エオリアが盾を構える。ハーフたちは身を伏せて迎撃の体勢をとった。

　空を見上げたが何も見えない。空気を切り裂く音が近づいてくる。一瞬だけ何かが見えたがすぐに空に消えてしまう。

「無理だ……」

　薙野は硬直する。木の盾を左手につけていたが、こんな小さな木片で飛んでくる矢を防げるはずがない。ホームランボールをキャッチするのとは違う。殺意が込められた音が襲ってくる──。

　甲高い音が響いて矢が跳ね返った。エオリアが飛んできた矢を盾で弾いたのだ。固まっていた薙なぎ野のは我に返る。こちらの被害は……。

　射抜かれた者はいない。振り返ると、後ろの被害もないようだ。ミアが心配げに薙野に視線を向けているだけだ。

「は……」

　向き直った薙野は息を止める。敵の一いつ角かく獣じゆうからオークたちが落ちていく。致命傷までに至らなくとも、矢を受けたオークがバランスを崩したのだ。そんなオークたちは地上の軍隊アリにあっという間に群がられた。

　操縦士を失った一角獣が迷走している。別のオークが操作をするがうまくいっていない。

「二射目を！」

　薙野の指示で矢がつがえられる。

　今度は一方的だった。六頭の一角獣から一斉射撃を受けて騎乗していたオークが殲せん滅めつされる。さらに矢が突き刺さった一角獣が迷走し、相手側が混乱する。

　エオリアが大きく息を吐ついてこちらを見た。

「丁てい字じ戦法というものなんだ」

　これは海戦における戦術の一つだ。敵艦隊の進行方向を横切る形で艦隊を進め、火力の利を奪おうというものだ。

　Ｔ字で攻撃ができると、相手一頭をこちら側六頭の射撃範囲に入れることができる。今回の陣形では単純にこちらの火力が六倍となった。そして相手の攻撃も六分の一に分散される。ただし、今回のような綺き麗れいなＴ字になることは稀まれだ。微調整を繰り返しながら敵を迎え撃っていくしかない。

　つまりこれは海戦だ。動きだせば止まることのできない一角獣は戦艦、軍隊アリがいる草原が海。海戦なら海に囲まれた日本で発達した戦術が存在する。

「少し右に」

　戦いは始まったばかりだ。この六隻で三十隻を撃破しなければならない。

　薙野たちは一列になって進み、街に向かう一角獣を射程に入れる。この世界には一角獣を使った戦術は突撃しかない。なのでこの初戦に限り、薙野の持ち込んだ海戦術は効果を発揮するはずだ。

　次の一角獣も有利な陣形を取り撃沈に成功した。

　軍隊アリに群がられるオークの悲鳴が聞こえる。甲高い絶叫に心が凍りつくが、気にしている暇はない。相手を殺さねば殺されるのだ。無慈悲に敵を殺すしかない。殺さつ戮りくの熱に身を委ゆだね、そうしながらも冷静に──。

　だが、有利な陣形は続かない。それほど一角獣の操作は難しい。さらに速度が落ちると、蟻ありが一いつ角かく獣じゆうの体をよじ登ってくる。身軽なハーフが対応し、棒を使って蟻を叩たたき落おとすが、そんな間にも射撃が行われる。

「あっ！」

　防ぎ損ねた矢がハーフに当たった。ぐらりとバランスを崩したが、どうにか薙なぎ野のがその体を支えた。矢はハーフの太ももに深々と刺さっている。

「治療して」

　一頭につき一人のハーフを治療要因として用意していた。見ると他の一角獣でもハーフが負傷し治療を受けている。こちらにも被害が出始め、一角獣の上が一気に慌ただしくなった。それでも息を吐つく暇もなく戦いは続行される。後方待機していた敵の一角獣も戦線に参加し始める。

「治療が終わったら、仲間のフォローに回って」

　矢を受けたハーフは、さすがにもう弓矢を使えなかった。

　見ると、敵のオークたちは傷を負った仲間を蹴けり落おとしている。戦闘不能となった人員を冷酷に捨てているのだ。それを見て舌打ちする。戦争においてはあの行為のほうが効率的だ。自分は怪け我がした仲間を見捨てることなどできない。もしも負けるとしたら、この薙野の甘さが原因となるかもしれない……。

「少し進路を左へ。少しだけ……」

　それでも戦況は薙野側が優勢だった。操縦士を撃ち落とされたオーク側の一角獣が迷走して仲間の一角獣に衝突した。オークたちも薙野が指示を出していることに気づき、こちらを狙ねらって進んでくる。だが、単純に突進してくるならば簡単だった。大きく進路を変えてＴ字にして迎え撃つ。

　状況の変化を感じたのはしばらくしてからだった。

「戦況は？」

《十頭ぐらい倒したね》

　妖よう精せいには情報収集だけ協力をしてもらうとの確約を取っていた。

「まだそれだけか」

　ハーフたちの疲労が見て取れた。弓を引き続け、さらに飛んでくる矢にも備えねばならない。射撃と恐怖により、心身ともに疲労が出ている。やはり戦力の差はどうにもならない。有利な陣形を取れるといっても、これでは危険だ。徐々に射撃の距離も精度も落ちてきているのがわかる。

「ご主人！」

　背後からミアの叫び声が聞こえた。指さす方向を見て顔をしかめる。敵の一角獣が街に迫っていた。薙野たちを無視して突撃したのだ。

「無視したほうがいい」

　息を切らしたエオリアが首を振る。

「一頭程度なら王都の軍で迎撃できるから」

　しかし壁が崩れたらどうなるか。軍隊アリがいるうちに修復できるのか……。

「それより前！」

　目の前にも敵がいる。迷ってしまった薙なぎ野のは指示が遅れ、位置取りがうまくいかない。さらに敵のオークは盾で防御しながらこちらに突っ込んでくる。防御態勢を取られると、矢では致命傷を与えられない。

　さらに別の一いつ角かく獣じゆうが接近し、そちらの対応も迫られる。

「くっ……」

　防御を固めたオークたちの一角獣の接近を許してしまった。オークはさらに近づき、薙野と並走する。オークの腐臭を感じられるまでの距離だ。

　オークがナイフを持つ。隙すきの大きい弓でなく投げナイフを使う気だ。

「伏せて！」

　同時にナイフが盾で弾かれた。エオリアがどうにか反応した。一角獣に乗ったオークが剣を抜く。ついに一角獣同士がぶつかりそうになるまでに接近してしまった。

「来るわ」

　皆が身構える。同時に並走した二頭の一角獣が接触して大きく揺れる。薙野はどうにかバランスを取ると、無防備な操縦士のハーフを支えてやる。

　エオリアが剣を抜いた。グラグラ揺れる足場で戦いが始まる。オークとエオリアが剣を打ちあう横で、こちらに向かってオークが剣を振り上げた。

「伏せてください！」

　それに反応したのは同乗するベスだった。彼女は弓を剣に持ち替え戦う。馬上は一気に大混乱に陥おちいってしまった。

「曲がっちゃ駄目だ」

　薙野は伏せながら操縦士に叫ぶ。このまま押されて進路を変えてしまうと敵の一角獣に囲まれてしまう。このまま押し返すしかなかった。

　薙野に向かってオークが飛びかかった。ハンマーを持ったオークが薙野に振りかぶる。が、ハーフの投げナイフが首筋に刺さり、そのまま崩れるように薙野と重なる。

　まだ息のあるオークが薙野につかみかかってきたが、必死で蹴けり飛とばす。オークの首に刺さったナイフを握りそのままねじ込む。力の抜けたオークはずるりと落ちていった。

「ご主人、前！」

　オークの返り血を拭ぬぐって顔を上げる。正面に一角獣が迫っている。このまま進むと正面からぶつかってしまう。並走する一角獣のオークもまだいるというのに……。

　そのときエオリアが跳んだ。並走していた敵の一角獣に身軽に飛び乗ると、剣を振るってオークを刺し殺していく。魔法の加護を受けたエオリアの動きは軽快だった。

　エオリアは操縦士のオークを切り捨てると、一いつ角かく獣じゆうの首筋に剣を突き立てる。

　耳をつんざくような咆ほう哮こうが響く。首を刺された一角獣が長い鼻を振り上げ怒った瞬間、再びエオリアが跳び、こちらへと戻ってくる。

「あっ……と」

　ずるっと足を滑らせたエオリアの手を握ってやった。そのときには並走していた一角獣が突進していた。一角獣は怒ると我を忘れて走ると教えられたが凄すさまじいものだった。巨体を揺らしながら突進した一角獣は、正面から来た一角獣と激突した。ずしんと鈍にぶい音がして二頭の一角獣は昏こん倒とうする。

　横転する二頭の横を、薙なぎ野のたちはすり抜けた。

「怪け我がは？」

　交戦によって馬上が混乱していた。弓矢などの武器が落ち、怪我をしたハーフもいる。攻撃の主軸のベスも肩に傷を負っていた。

「無理しなくていい。俺たちは旗き艦かんの役目さえ果たせばいい」

　背後を窺うかがうと、どうにか隊列は維持している。だが、蓄積されたダメージと疲労は激しい。ハーフたちの乱れた息遣いが聞こえる。

　さらに敵の後衛に控えていた十頭ほどがこちらに向かってくるのが見えた。敵にはまだ無傷の戦力があるのだ。それもこちらを撃沈するための砲撃用艦隊だ。大量の矢を積んだ一角獣が迫ってくる。

「大丈夫だ、頑張れ！」

　その叱しつ咤たは自分自身へのものだった。この期ごに及んで迷いがあった。歴史の教科書で見ただけの戦術を、この戦争で使っていいのか。そんな薄っぺらい戦略で他人の命を預かっていいものか。……考えるな、今は生き残ることだけに頭を使え。

　薙野は陣形を整えながら敵の一角獣へと向かう。

　弓矢や投石が飛び交う中で、優勢なポジションを得たとしてもダメージを受けていく。薙野の乗る旗艦もそうだが、二番、三番の一角獣の損傷が大きい。Ｔ字型で敵を受け止めると、どうしても陣形の中央が攻撃を受けてしまうのだ。

　振り返ると必死で矢を放っているミアの姿が見える。その横で、矢を受けたハーフが地面へと落下した。落ちてしまえばもう救助はできない。いつまで耐えればこの戦いが終わるのか……。

　矢を射ていたエオリアが空を見上げた。彼女の瞳孔が開いている。

「……なんだ？」

　朱色に染まった空に黒い点が見えた。それは矢でも投石でもなかった。

「ガーゴイル」

　空飛ぶ魔法生物だ。その数は二十匹以上……。

　この砲撃戦で手一杯なのに、さらに空から攻撃されては終わりだ。

「ガーゴイルを優先するしかないわ。撃ち落とすのよ、急いで！」

　エオリアの心はまだ折れていなかった。

　薙なぎ野のは手旗で合図を送る。使うことはないと思いつつも、対空迎撃用の陣形を用意していたのだ。

　操縦士のハーフたちは、移動しながら陣形を再構築する。



　薙野が用意したのは輪りん形けい陣じんだ。広がることで空からの攻撃を分散させ、こちらの攻撃も当てやすくする。そして疲ひ弊へいしている二、三番艦を守ることができる。

「くるぞ！　ガーゴイルの羽を狙ねらって！」

　矢をかいくぐってガーゴイルが飛びかかる。翼を砕かれたガーゴイルはダッチロールするように地面に衝突して粉々に砕ける。

　だが、ほとんどを撃ち漏らした。ガーゴイルがハーフに飛びかかり首筋に食らいつく。さらにガーゴイルを受け止めたベスが、一いつ角かく獣じゆうの上でもみ合っている。他のハーフが必死で殴りつけるが、石のモンスターは頑丈だ。

「ああっ」

　撃ち漏らしたガーゴイルが、すり抜けながらハーフをさらっていく。そのハーフは空中で八つ裂きにされて地上に墜落した。

　矢が止まってしまった。やはり陣形を作ろうとも、このような不安定な足場でガーゴイルを撃ち落とすのは不可能なのだ。

　次々とハーフが殺されていく絶望的な光景をただ眺めることしかできない。さらに空を旋回し狙いを定めたガーゴイルが急降下してくる──。

　エオリアの囁ささやきが聞こえた。振り向くと彼女の唇が異様に速く動いている。魔法の詠唱をしているのだと気づいた。彼女の掲げる剣が光を帯おびていく。

　フラッシュが焚たかれたかのように光が散った。ベスともみ合っていたガーゴイルも粉砕され石粒となった。さらに光を受けたガーゴイルは翼を砕かれ、地面に墜落していく。

　エオリアが詠唱を続け、次々とガーゴイルが墜落していく。あれほど頑丈だったモンスターが石粒に還っていく。

「魔法生物には魔法、だから」

　エオリアが魔法で撃退したのだ。魔法で作られた生物は魔法で解除できる。すでに飛んでいるガーゴイルはいない。すべてを撃ち落とした──。

「エオリア？」

　エオリアの体から力が抜け、その場に崩れるように倒れ込む。薙なぎ野のがなんとか支えたが、ぐったりとしている。

「魔力切れ……」

　エオリアの体が痙けい攣れんしている。彼女は外部に干渉する魔法は苦手なのだ。

　それでもガーゴイルは撃退した。元の陣形に戻して……。

　薙野は絶望的に首を振る。すでに敵の一いつ角かく獣じゆうが迫っている。砲撃戦に向かない陣形のまま戦わねばならない。

　薙野は旗を振り、交戦しながら縦一列に並ぶ単縦陣に戻そうとする。しかし狙ねらわれたのは薙野の乗る旗き艦かんだった。オークたちの一斉射撃を受けて、次々とハーフたちに矢が突き刺さる。すでに旗艦に反撃できる戦力はいない。操縦士のハーフの肩口にも矢が突き刺さってしまっている。

「……すまない」

　薙野は自分を守ってくれていたベスに言った。すでに傷だらけの彼女は薄っぺらい木の盾で矢を防いでくれていた。

「これが私たち亜人の役目ですから」

　血まみれのベスが笑う。

　薙野は必死にエオリアを抱きしめながら状況を再確認する。この混戦でどれだけ相手を削っただろうか。相手を全滅させなくとも、街への突入を防げればいい。五頭程度が運ぶオークなら王都の軍が戦えるのではないか。だとしたらもう少しだ。

　だが、旗艦を狙って敵の一角獣たちが迫ってくる。敵はこの旗艦を倒せばいいと気づいている。指示をしているのが薙野だと知ったのだ。

　せめて陣形を立て直すことができれば。もう一度広いエリアに戻り、有利なＴ字を使って各個撃破するのだ。そうすれば勝てるチャンスはある。しかし、それをするには……。

　操縦士のハーフがごほっと血を吐いた。全身の出血で今にも意識を失いそうだ。ベスの体には何本もの矢が突き刺さり、ガーゴイルに嚙かみつかれた肩はざっくりと裂けている。他のハーフはすでに戦闘不能か、下に落ちたかだ。旗艦としての機能は喪失した。

　……仕方ない。薙野は決意した。これが戦術だ。冷たい攻略法を押しつけるばかりでなく、自分自身で受け止めねばならない。

　薙野は大きく旗を振る。

「ご主人！」

　二番艦のミアが悲鳴を上げる。

「これは命令だ。いいか、お前は役割を果たせ！」

　薙なぎ野のはミアに叫ぶ。そしてベスとハーフに呼びかける。

「飛び移る体力はあるか？　あったら二番艦と接近させる」

　皆は首を振った。運命を共にすると決めたようだ。

「行け！」

　薙野は操縦士に指示し大きくカーブする。それを見た敵も動きを合わせてくる。

　振り返ると、ミアの二番艦より後ろは、旗き艦かんについてこず逆側にカーブした。ミアは薙野の命令を順守した。

「ミア、頼むぞ」

　ここで旗艦はミアの二番艦に移った。戦闘以外できないミアだが、これも戦いの一種だ。うまくやってくれるに違いない。

　そして旗艦の役目を捨てた薙野たちはおとりだ。敵を引きつけて、本隊が態勢を立て直す時間稼ぎをする。うまくいけば本体と再合流できる可能性もある。

「一いつ角かく獣じゆうが……」

　操縦士のハーフが呻うめく。見ると一角獣の体にも多くの矢が突き刺さっている。疲労と痛みで一角獣も危険な状態だった。

　さらに敵に囲まれていた。おとりの役目は果たしたものの、これでは逃げ場がない。このままじりじりと砲撃され撃沈されてしまう。

　ベスが力尽きてへたり込んだ瞬間、接近したオークが槍やりを投げた。薙野に向かって一直線に飛んできた槍は砕ける。エオリアが剣を一いつ閃せんさせたのだ。だがこのエルフも限界を超えている。

「左に曲がって」

　状況を確認しながら指示を出したが、進路は変わらない。

「……どうした？」

　すでに操縦士のハーフはこと切れていた。

　薙野はハーフの小さな死体をぎゅっと抱きしめた。彼女を抱きしめるとフレアを思い出す。せめてこの戦いでフレアを助けることができたなら、まだこの戦いにも意味が……。

　防御を失った一角獣は無防備に攻撃される。盾で攻撃を防いでいたエオリアが悲鳴を上げる。見ると太ももに矢が刺さっている。そして大量のオークを乗せた一角獣が近づいてくる。直接とどめを刺す気だ。

　剣を振り上げたオークが見える。殺意に満ちた濁った目を、薙野は見た。

　オークを前に思った。こちらに向けられている強烈な感情は憎しみだ。そしてその強い感情の根源は魔法使いだ。魔法使いは人間への憎しみの感情を伝でん染せんさせることでオークを支配しているのだ。

　薙なぎ野のは持っていたミドルソードを抜く。せめて一匹でも道連れにしてやる。

　……いや、道連れにするならあの魔法使いだ。

　魔法生物のガーゴイルが出現したということは、魔法使いがここにいるということだ。思い出せ、あのガーゴイルがどこから飛んで来たかを……。

　薙野は見た。視界の先にあの魔法使いがいた。周囲を焼き払った安全地帯に立ち、銀髪のエルフがこちらを見つめている。

　あれがこの災いの根源だ。自分が死ぬならせめてあの魔法使いを倒せれば……。

　だが、もう薙野の乗る一いつ角かく獣じゆうは半死半生だ。手た綱づなをつかむが操作できない。

「しっかり、つかまってください」

　声は半死半生のベスのものだった。

　ベスは這はうように前方に移動すると、剣を握って操縦席の手綱を握る。

　オークたちがこちらに飛び乗ろうとしたと同時だった。咆ほう哮こうが響き、薙野の乗る一角獣が立ち上がった。跳んだオークたちはバランスを崩して地面に落下する。

　必死に鞍くらにしがみつく薙野が見たのは、一角獣の耳の裏を突き刺すベスだった。一角獣は急所を攻撃されると怒り狂い突進を始めるのだ。

　突進した一角獣は、先にいた敵の一角獣に衝突しながらも走る。

「エオリア、しっかり」

　激しく揺れる一角獣にしがみつきながらエオリアを支える。しかし汗と血で滑ってしまう。薙野はエオリアの腰に腕を回し、もう一方の手で剣を握る。一角獣は魔法使いめがけて走っている。近づけば魔法など関係ない。どうせ死ぬなら、魔法使いともども……。

「あっ……」

　衝撃を感じた薙野はよろめいた。

《目を見てはいけない》

　妖よう精せいの忠告は遅かった。薙野はほんの一瞬だけ魔法使いの目を見てしまった。

　──やはり憎しみだ。闇やみに堕おちたエルフの感情が流れ込んできた。持て余したやり場のない憎悪を垂れ流している。それはオークに伝わり世界に牙きばをむいている。この強い感情はエルフを殺してもなくならない……。薙野は精神を保とうと必死で頭を振る。目を見たのは一瞬だけだ、心をしっかり保て。

「私を見て」

　抱きかかえているエオリアの目を見て、少しだけ正気に戻った。このまま魔法使いを攻撃して──。顔を上げた薙野は、魔法使いの前に立ちはだかる少女の姿を見た。その彼女は槍やりを構えると、突っ込んでくる一角獣めがけて投げた。

　愕がく然ぜんとする薙なぎ野のの前で、ドスンと槍やりが一いつ角かく獣じゆうの頭に突き刺さる。咆ほう哮こうした一角獣は大きくカーブし、魔法使いから逸それていく。

「ああ……」

　薙野は彼女を見つめたまま呻うめいた。魔法使いを守ったのは人間だった。やはり魔法使いは自分の周りにモンスターでなく人間を置いている。

「シルビア」

　やはり彼女は生きていた。

「手た綱づな、を……」

　エオリアのか弱い声が聞こえた。視線を戻した薙野は固まる。目の前には崖がけが迫っていた。迷走した一角獣は一直線に崖に向かって走っていた。

　力尽きたベスがよろめく。寸前で彼女の腕をつかんだが、血でずるりと滑りベスの体が落ちていく。

　向き直ると断だん崖がいだった。
















５　エルフの魔法使い×攻略






　正門が閉まる寸前に、アイカはキューイを走らせ滑り込んだ。

　この街に来た理由は失しつ踪そう者の発見の知らせを受けてだった。ハトが運んできた知らせは一応ギルドに貼はりだされたが信しん憑ぴよう性せいは薄いと判断された。だがアイカはそれを信じてキューイを走らせた。手紙の差しだし主が攻略サイトだったからだ。

　しかしたどり着いてみると、すでに城じよう塞さい都市は戦闘状態となっていた。どうするべきかと待機していると、傷ついた一いつ角かく獣じゆうを収容するために門が開いたのだ。

　街はちょっとした混乱状態となっていた。オークの死体や崩れた壁の処置などが行われている。本格的に戦争が始まってしまったというのか。

　とにかく失踪者の情報だと、アイカは街中を走る。

　そしてしばらくして見知った人影を見つけた。

「フレアちゃん！」

　アイカはキューイから降りると、道端で座り込んでいるフレアに走った。フレアはアイカに気づくと抱きついてくる。

「どうしたの？」

　涙を流しているフレアを見て嫌な予感がした。

「ナギノとミアは？」

　フレアは返答せずにただ首を振る……。




　王都の先遣隊の報告によると、モンスターとの戦闘は接触程度で終わったとされる。

　被害は、敵側の一角獣二頭が城塞に突っ込み壁が崩落した。ただし二頭に乗っていたオークは殲せん滅めつし、負傷者が出たものの騎士たちに目立った被害はでなかった。現在は崩落した壁の修復を急いでいる。

　交戦はモンスター側の一角獣を街側の一角獣で迎撃したというものだ。六頭が出撃し帰還したのは三頭であり、戦闘終了後に正門を開けて回収した。後に三頭のうち一頭が出血により死亡。

　死傷者は、ハーフが多数、亜人が数人。作戦を指示したとされる人間の男性は死亡。

　城塞都市の被害は極めて軽微であったと結論づけられた。





　　　　　　　　　　＊






　……あの憎しみの源はなんであるのか。

　異世界の人間がエルフの郷さとに流れ着いたと聞く。彼はあるエルフと恋仲に落ちる。エルフは人間を愛していたのだろう。そしてその人間を失った。向けていた愛はそのまま憎悪に変化した。

　思った。怒りに翻ほん弄ろうされるほどエルフの感情は強いのか。話を聞くとエルフは理性的であるとされる。この自分の胸に抱きかかえたエルフもいつも無表情ではないか。

　では、何な故ぜあのエルフはずっと憎しみを持続させていられるのか……。

　鉛のように重い体を動かし、薙なぎ野のはどうにか川岸にたどり着いた。

　抱きかかえたエオリアは、薙野の胸の中でぐったりしているが息はあった。すでに日が暮れており、周囲がよく見えない。とにかくエオリアを治療する場所に移動しなければならなかった。彼女の顔は真っ青だ。

「エオリア？」

　呼びかけにエオリアが薄く目を開ける。唇がわずかに動いたが、妙な言語が聞こえただけで何を言っているかわからない。彼女は再び意識を失い目を閉じる。

　崖がけから落ちた薙野は、恐らくエオリアの魔法によって守られた。魔力がふわりと薙野を包み、落下地点も川だったことから助かった。だが、一緒に落ちた一いつ角かく獣じゆうやハーフはどうなったかはわからない。

　薙野は川から出ると、そばの大きな石にぐったりと座り込む。自分の体でないかのように自由が利かない。墜落の衝撃よりも死の恐怖の影響だ。ずっと弓矢に身をさらされ続け、肉体よりも精神が悲鳴を上げた。

　それでもこうして生き残ったのは、ハーフや亜人のおかげだった。彼女たちのおかげで薙野は生きている。これが戦争なのだと改めて思う。ネットやテレビ越しに見るものとは違う。これはゲームではなくリアルなのだ。

　せめてあの魔法使いと刺し違えていれば……。災いの元凶であるエルフを倒せば戦況は人間側に傾いたはずだ。しかし魔法で守られている彼女には近づくこともままならない。魔法使いを倒すには接近することだが、どうすればそれができたのか……。

　力なくうずくまっていると、闇やみの中を光が飛んで来た。その光は薙野の鼻先で止まる。

《あ、生きてたんだね》

　平然とする妖よう精せいに、薙野は溜ため息いきを吐つく。

「お前さ、俺が崖から落ちるとき、お別れの挨あい拶さつしてたよな。それでこの戦争はオーク視点で見ることにする、とか言いやがって」

《一回オーク陣営に行ってみたんだけど、あまりに知能程度が低かったからテンションが下がっちゃったっていうか》

「とりあえず周囲を照らせ」

《ＬＥＤライトみたいに扱わないでよね》

　妖よう精せいの光で周囲を確認する。落ちた場所は大きな流れだったが、現在は森の中の支流に入っている。目立った場所にいてはまずいと思ったのだが、考えてみれば森の中も危険だ。

「オークたちがここに様子を見に来る感じはあるか？」

《あー、そういう情報は流せないルールなのよね。さっきの艦隊バトルのようなのは、ルールが面白そうなこともあって協力したのだけど》

　この妖精の行動原理は『面白そう』なのだ。

《でも、やっぱり君のそばにいるのが面白いってわかったよ。オークって犯して、殺して、食って、とかの欲求しかないし、戦いも単純だし》

「オークは人間たちに恨みを持っているのか？」

　薙なぎ野のは自分に向けられた濁った目を思い出した。

《オークは馬鹿だから、誰かを憎み続けるとかはないんじゃない？　魔法使いの影響よ》

「魔法使いが洗脳したのか？」

《あれだけの数を洗脳するのは物理的に不可能よ。きっとエルフは電波のように何かを発信している。たとえばラジオの周波数を合わせるようにオークに向けてね》

　それが感情ではないか。強い憎しみがオークに伝でん染せんしている。たとえ魔法使いを殺したとしても、その負の感情はオークや、さらにこの世界に残り続けるのではないか。

「エルフの感情はそこまで強いのか」

《逆のように思えるけどねえ。ちょっと調べたけど、なんていうかエルフは植物みたいな感じよ。ずっと静かに森の中で瞑めい想そうしているような》

「そうだよな……。ていうか、まずは俺とこっちのエルフの心配が先か」

《この辺のモンスターは一いつ角かく獣じゆうの死体に群がってるから安心して》

　薙野は歩きながら重い気持ちになる。あの温厚で従順な一角獣を戦闘兵器として使い、殺してしまった。

《それがこの世界のルールよ。君がやらなかったら街のすべての生き物は虐殺されていた。戦いを選択するのならば犠牲を受け入れなければならない》

「お前は気遣いとかを知らないよな」

　だが、下へ手たな慰なぐさめを受けるよりは気分が楽になった。ここは異世界だがゲームではない。手を取りあってのハッピーエンドなどは存在しないのだ。

　薙野は川の近くの大きな木に目をつけた。安全な場所を探すために、体力を消耗して移動するのは得策ではない。とにかく今は静かに夜をやり過ごす必要がある。

「なあ、周囲を見張ってくれよな」

《まあ、それくらいなら》

　薙野はエオリアを下ろして様子を窺うかがう。太ももに刺さっていた矢は抜けているが、血が止まっていない。腰のポーチを失っていなかったので開けると、フレアが用意してくれた治療キットを見つけた。それで彼女の傷の応急処置をする。蟻ありに嚙かまれたのか逆の足が異様に腫はれている。

「ロキソニンとかあればな」

　鞄かばんの中に気付け薬があったので、それを水に溶かしてエオリアに飲ませようとする。だが、意識を失っているためうまく飲めない。しばらく迷った後、薙なぎ野のはその気付け薬を口に含んだ。ちらりと横を向くと、こちらを窺うかがっていた妖よう精せいがさっと目を逸そらした。エオリアを確認すると、彼女は意識を失ったままで目を覚ます様子はない。

　……今は緊急時だ。いやらしい気持ちなどはない。決してない。

　薙野はそう思い込むと、エオリアの鼻をつまんでから、口移しで気付け薬を流し込んだ。ごくりとエオリアの喉が小さな音を立てる。

　なんて柔らかいんだと思った。この小さく薄い唇で何を食べているのだ？　花の蜜みつなどをちびちび舐なめているというのか。

《このままだと冷えて死んじゃうよ》

　妖精が横目でこちらを窺いながら助言する。確かにその通りだ。手を添えてみると、彼女の体はとても冷えていた。

　この状況でも銀色の盾をぎゅっと握っている。手をもみほぐすようにして盾を離してやる。鎧よろいなどのプレートは溺おぼれそうになったので川で捨てていた。ズタボロになった上着だけでも脱がして乾かしてやったほうがいいだろう。

　起きたときに怒らないだろうか。しかし幸いなことに、崖がけから落ちた拍子にエオリアは剣を失っている。いきなり殺傷沙ざ汰たになることはあるまい。

　ただ大きな火を焚たくことはできない。持ち物が濡ぬれてしまったし、火でモンスターを呼び寄せてしまう可能性があった。薙野はエオリアの上着を枝にひっかけてから向き直る。

　まず濡れた体を拭ふく必要がある。下着姿になったエオリアに向き直ると、絞った布で手足を拭ぬぐい、濡れた髪にそっと布を添えた。

　……なんてサラサラな髪なのだ。細くしなやかできらきらとしている。こんな素材が世の中に存在するのかと思った。

　髪の手触りを堪たん能のうしていた薙野は首を振る。こんなことをしていたら体が冷えてしまう。火が使えないのなら温める方法は一つしかなかった。

　薙野はエオリアをそっと抱きかかえ、その上から絞った薙野のシャツをかけてやる。

「なんだこれ？」

　薙野はエオリアを抱きながら硬直する。とても柔らかい体だった。生まれたばかりの姪めいっ子こを抱いた感触に似ている。こんな赤ちゃんのようなぷにぷにでオークと戦ってきたというのか。

　たとえばアイカは柔軟さを利用して戦っていた。女性の体だったが、体操選手のようなしなやかな筋肉を持っていた。フレアは骨格がしっかりしており、ミアの無駄のない体は短距離選手の筋肉に似ている。

　だが、エオリアはそれらのカテゴリーにまったく当てはまらない。ただ柔らかいだけだ。

　……魔法か？

　魔法なのか？　このぷにぷにを魔法で解決していいのだろうか。

　手足でこんななら、他の部位はどうなのだ？　腰や胸はさらに柔らかいというのか。温めるために触ってみていいだろうか。いや、それはさすがに一線を越えている。今はエオリアを助けることだけを考えねばならない。

　それでも雑念ばかりが浮かぶ。これは死に対面したことで出現した生存本能なのか。気づくと薙なぎ野のは全身に汗をかいていた。体が異様に熱い。同時にエオリアにも体温が戻ってきたような気がする。

　そうだこれは正当な行為だ。エオリアの感触や匂いを楽しむのは、自分の体温を上げて彼女を助ける必要があるからだ……。

　薙野はエオリアを抱きしめながら夜明けを待つ。だが、疲労とあまりの抱き心地のよさから、一瞬だけ目を閉じてしまった。

　……ん？

　もぞっと何かが動いた気がして、薙野の意識が覚かく醒せいする。

　目を開けると明るくなっていた。一瞬だけだと思ったが、少し寝てしまったのだ。周囲は真っ白な霧に覆おおわれており、まるで雲の中にいるようだ。

　エオリアに視線を戻すと、いつの間にか起きていた彼女と目が合ってしまった。だが、エオリアは何も言わずにさっと目を閉じる。ぐったりとしていた体に、妙に力が入っているような気がする。頰ほおが赤らんでいるが、怒っているのだろうか。とにかくこのまま抱きしめていたら危険だ……。

　薙野はそっと体を移動させる。どうにかしてエオリアを自然に横に寝かせたい。しかし、そうするためには彼女の体を支えてやる必要がある。薙野がごそごそ動いていると、手の甲がエオリアの胸に触れてしまった。

　エオリアが思わず「あっ」と声を上げてしまう。恐る恐る顔を窺うかがうと、瞼まぶたがピクピクと動いている。

「あ、えっと……まだ目を覚まさないのか」

　薙野がわざとらしく言うと、エオリアは開きかけた目をしゅっと閉じた。……しまった。彼女は意を決して起きるつもりだったようだ。なんだかタイミングが悪い。だがこの様子だといきなり殺されることはなさそうだ。抱きしめていたのは、体温を上げるための医療行為だとみなされたのだろう。

　薙野はがちがちに硬くなったエオリアをゆっくりと動かす。だが、あまりに力が入っているためにうまくいかない。さらに足や腰に触れるたびに呻うめき声を上げるのだ。このエルフは、これで寝たふりをしているつもりなのだろうか。

　しばらく悪戦苦闘し、どうにかエオリアを横に寝かせることに成功した。体にシャツをかけてやってから立ち上がる。全身が筋肉痛だ。ずっと揺れる一いつ角かく獣じゆうに乗っていたため、今も揺れているように感じる。こうして立っているだけで足ががくがくとする。

　振り向くとエオリアが目を開けていた。

「気づいた？」

「ええ、今目が覚めた」

「動ける？」

「動けない。体がすごい重い」

　それでもエオリアは体を起こそうとする。上半身を起こし、下着姿の自分の姿に気づくと焦あせった様子で体を隠し、ぎろりとこちらを睨にらんだ。

「いや、濡ぬれてたから」

　薙なぎ野のは枝にひっかけていたエオリアの服を渡してやる。が、彼女はその服を放ほうり投なげた。

「冷たい」

　干していたのだが、この湿度の高い森の中では意味がなかったようだ。

「乾いた服が欲しい」

「乾いた服って言われてもなあ」

　エオリアの下着はまだ濡れているようだ。だが、この霧の中で乾いた服など……。

「これを着るか？　ジャパンテクノロジーの速乾シャツなんだ」

　薙野は着ていたタンクトップのインナーを脱いで渡してやる。

「…………」

　エオリアはインナーを受け取りじっと見ている。

「そんな顔するなら返せよな」

「着ないとは言ってない」

　エオリアはインナーをぎゅっと握ると、横目で薙野を見る。

「濡れたの脱ぎたいから」

「そっか」

　着替えたいようなので、上着のシャツだけ受け取るとその場を離れる。少し周囲を見回っておいたほうがいいだろう。朝になって気づいたが、周辺はうっそうと草木が生い茂り、妙な生き物がいてもおかしくない場所だ。夜に動き回らなかったのは正解だった。

　すぐそばには川が流れている。何か所持品が落ちていないかと探していた薙野は目を見張った。川の浅瀬にいたのはザリガニだった。こっちの世界にもザリガニがいるのだと、薙野は夢中でそれを取った。

　大きな葉っぱで作った入れ物にザリガニを入れ、エオリアの元に駆け戻る。

「……あ」

　戻った薙なぎ野のはさっと目を逸そらす。薙野のインナーを着たエオリアが、ちょうど下着を絞っているところだった。彼女は絞った下着を薙野から隠すように背中に置いた。

「薬を飲むか？　昨日も飲ませたんだけど」

　話を変えようと、薙野はポーチから気付け薬を取り出す。

「飲ませた？　どうやって？」

「いや、なんていうか、適切な感じで。あ、まず火をたくか」

　ポーチに石炭の木が入っている。大きな焚たき火びはできないが、これがあれば暖を取れる。薙野が火を熾おこしている間、エオリアは膝ひざを抱えて座っている。

「ほら、もっとこっちに来なよ。服とか干すなら、俺はちょっと別の場所に行くし」

「ここにいていい。動けないから」

　魔力切れのうえ怪け我がをしているため、その回復に少ない魔力が使われている。そうなるとじっとしているしかないようだ。ということは、エオリアが動けるようになるまでは街に戻れない。いや、動けるようになったとしても、どうやって戻ればいいのか。崖がけを上ることができないので迂う回かいするしかないが、道なき道を進むしかない。

「熱とかは大丈夫か？」

　薙野が額ひたいに手を添えると、エオリアはその手を振り払う。が、そのままへなへなとその場に崩れ落ちた。

「そんな弱ってるのに抵抗するなよ」

　慌てて薙野が支えてやる横で、エオリアはインナーの裾すそを引っ張って腰を隠している。この世界に一枚しかないインナーシャツなのに伸びてしまうではないか。と、今度は引っ張りすぎて胸部分が見えてしまい、薙野はさっと目を逸らす。

「とりあえず熱はないようだから横になってな」

「お腹なかがすいた」

　エオリアが膝を抱えながら言ったので、薙野は取ってきたザリガニを炭の上に置いた。元の世界では食べたことがなかったが、こっちに来てから色々なものを食べてきたので抵抗はない。しかしエオリアは嫌そうな顔をしている。

「ザリガニなんて食べられない」

「あ、エルフって花の蜜みつとかしか食べないんだっけ？」

「カロリー的に不可能だわ。肉も魚も食べる」

「いや、じゃあザリガニぐらい食べよう。どこぞのお嬢様じゃあるまいし」

「だってお嬢様だもん」

「お嬢様なのに剣士とかやってたのか？」

「剣士になるって言ったら勘当された」

　エオリアは焼けるザリガニを前に目に涙を溜ためている。この件は深く聞かないほうがいいだろうと薙なぎ野のは思った。エルフにも事情があるらしい。

「しかし、何か食べないと……」

　はっと思い出し、薙野はポーチを調べた。フレアが色々と用意してくれていたはずだ。小さな鉄製の容器があったので、それに水を入れてお湯を作る。そして葉っぱに包まれたそれを中に入れてしばらく待つ。

「……ほら、できた」

　薙野は横たわっていたエオリアを、そっと起こしてやる。なんだか介護しているみたいだ。作ったそれをフォークですくってエオリアに食べさせる。

「……おいしい」

　恐る恐るそれを口にしたエオリアが目を丸くする。

「これはインスタントラーメンなんだ」

　サービスエリアでの食事開発の一環としてインスタントラーメンを研究していた。まだ試作段階なのだが、なかなかうまくできている。うまみ成分も海の街から取ってきた。

　エオリアが食べているうちに、薙野は大きな葉っぱを集めて、火で乾かしてからエオリアに渡してやる。下にも敷しいてエオリアが寝られるようにしてやった。この様子では今日は動けそうにない。魔力と体力を回復させてからの移動となるだろう。

　……あれからどうなっているだろうか。ほとんどの敵の一いつ角かく獣じゆうは倒し、城じよう塞さい都市は守られたに違いない。だがフレアとミアは自分を心配していることだろう。早く戻ってやる必要がある。戦いはまだ終わっていないのだ。

　薙野の服を乾かしたりエオリアに気付け薬を飲ませたりしていると、あっという間に昼過ぎになる。

「眠ったほうがいいよ。俺が見張ってるから」

　この辺は安全なようだ。妖よう精せいもいることだし問題ない。危険な生き物が近づいたら教えてくれるよう頼み込んでいる。

「眠れない。こんな場所じゃ眠れないの」

　エオリアがごね始めた。

「魔法とかでなんとかならないのか？」

「そんな便利なものじゃないの。それに若いエルフのほとんどは大した魔法は使えない」

「じゃあ、あのエルフはどういうことだ？」

　薙野は闇やみに堕おちた銀髪のエルフを思い出した。彼女の魔法は強力だが、どうやってその力を手に入れたのか。

「元から才能があったと言われてるけど、どうしてあそこまでの力を得たのかわからない」

　何な故ぜ、銀髪のエルフが強力な魔法を使えるのか、その秘密を知るべきではないかと思った。

「一説によると、人間と出会ってからとされているけど……」

　薙なぎ野のと同じ世界から来た人間のことだ。だとしたら、その彼はエルフに何をしたのだろうか。どうやってエルフの魔力を底上げしたのか。薙野がこの世界に『攻略サイト』を持ち込んだように、彼も何かを持ってきた可能性がある。

「あっちのエルフは人間の精神を支配するような魔法があるけど、エオリアは？」

「そんな魔法はエルフにとっても珍しい。私だって同世代では天才扱いされていたけど、そんな魔法は使えない」

　薙野は思った。やはり自分がこの世界に来たのは理由があるのではないか。闇やみに堕おちた魔法使いを止めるために呼び寄せられたのだとしたら……。

　エオリアは膝ひざを抱えながら沈黙している。重々しい空気が流れ、どうしようかと考えた薙野はポーチから瓶を取り出した。

「これを飲むといい。リラックスして休めるから」

　瓶に入っているのは酒だ。ウイスキーのような蒸留酒が入っている。少し飲んだことがあるが、この琥こ珀はく色いろの酒はとても強い。

「ほら、ホットウイスキーにして飲むと温まるから」

　薙野はお湯にウイスキーをちょっとだけ入れたカップを渡してやる。エオリアはそれを受け取ると、遠慮がちに口をつける。

「どう？」

「温かい。お酒を飲むのは初めて」

　両手でカップを持ちながらエオリアが呟つぶやく。

「……あなたはすごいのね」

「いや、別に何もしてないよ。俺が作ったお酒じゃないし」

「私は戦いしかできないから」

「でも、エオリアは王都に戻ってからも戦ってたんだろ。すごいと思うよ」

　そう言うと、エオリアは微かすかに笑った。

「読んだ」

「ん？」

「タブロイドのこと。連載小説が面白かった」

　サービスエリアが造られたことにより流通も発達し、ついにタブロイドが王都にまで流れ着いたのだ。それは少し感慨深いことだ。

「ちょっとうれしかった。読んでいるうちにまた会いたくなった……」

　顔を上げると、潤うるんだエオリアの瞳があった。顔が真っ赤だった。それでもエオリアはじっとこちらを見つめている。あのとげとげしいエルフもこんな顔をするのか……。

「でも調子にのるな。お前の攻略法は文化の進んだ地域にいたから、というだけよ」

　いきなり変わったエオリアの口調に薙なぎ野のは固まる。

「その地域で先人たちが作ったものを流用してるだけで、お前の能力じゃない」

　エオリアはぐびぐびホットウイスキーを飲んでいる。

「エオリア、このぐらいにしておこう」

「うるさいバーカ、人間が指図するな」

　この少量で酔っぱらってしまったのだ。さらにカップに酒を注ごうとしている。瓶を取り返しながら、あまりの酒癖の悪さに動揺した。

「エルフって、私生活は駄目なんだな」

「もっと飲ませろ！」と、エオリアが空になったカップを突きだしている。

「ほどほどにしておこう」

「触ったくせに」エオリアがボソッと言う。「私の体を堪たん能のうしたくせに」

「いや、それは低体温でまずかったから……」

　なんか面倒だ。こうなったら飲ませて寝かしてしまったほうがいいだろうか。

「もっと可愛かわいく頼んだら飲ませてあげる」

「……お酒、くーださいっ」












　エオリアがウインクしたので薙なぎ野のは酒をちょっとだけ注いでやった。これがエルフ基準の可愛かわいい感じなのか。意外にベタなのだなと思った。

「猫の真ま似ねして頼んだらまた飲ませてあげる」

「……猫でーす。好物はネズミとカナブンです」

　ちょっと思ったのと違ったが、真面目まじめにやっているのでお酒を注いでやった。語尾にニャンとかつけて猫の真似をするのは現代文化ならではなのだな。

「もうこれでおしまい」

「えー」

「だって、お酒もただじゃないから」

「お金が欲しいの？」

「なんでもお金で解決しようとするんじゃないよ」

「じゃあ、はい」

　エオリアが渡してきたのは下着だった。思わず受け取った薙野は動揺する。そもそもこの世界にそういったフェチ文化があったのか……。

「タブロイドに、パンツは価値があるって書いてあったから」

「あー、そうか」

　ピンクページも王都に流れてしまったのだ。そこで企画の一つとしてそんなことを書いたような気がする。だが変な意味合いでなく、この世界にはシンプルな下着しかなかったので、ファッションとして流は行やらせようとしたのだ。

　だがこうなっては仕方ない。エオリアの下着をポケットに突っ込み、酒を注いでやった。

「あははは」

「ふふふ」

　エオリアがあまりに楽しそうに飲むので薙野も口をつけた。疲れ切った体に染みて熱くなる。こんな場所でエルフと酒を飲むのも悪くない……。
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　薙野はがばっと体を起こした。

　朝だった。この場所で二回目の朝を迎えてしまった。ずきんと頭が痛んで顔をしかめる。見るとすぐそばに空っぽの瓶が転がっていた。なんだか楽しいことがあったような気がするが、ほとんど記憶がなかった。

「エオリア？」

　葉っぱで作ってやった寝床に姿がなかった。まさか……。

　と、靄もやのかかった木々越しに何かが動いているのが見えた。朝日が差し込んでおり、キラキラと何かが光っている。立ち上がって川に出ると、エオリアの後ろ姿が見えた。体を洗っているところだった。朝日を反射しているのは彼女の金髪だった。

「わっ」

　ドスンと木の幹に何かが突き刺さり薙なぎ野のは腰を抜かした。エオリアが盾をぶん投げたのだった。エオリアは持っていたインナーシャツをさっと着ると川から上がってくる。盾を回収する間も、何な故ぜかこちらを睨にらみつけている。

「あのさ……」

「なに？」

「体は動くようになった？」

「ええ」

「それで昨日は大丈夫だった？」

「何が？」

「えっと、だから昨日の……」

「なんのこと？　なに？　あなたは何を言ってるの？」

　エオリアはインナーの裾すそを引っ張りながら仮ベースに戻っていく。そして薙野が木にひっかけていた服などを着け始めた。

「あ、ごめん。溺おぼれそうになったから捨てたんだ」

　エオリアがこちらを見たのでそう言い訳した。プレートなどの防具などは失っていた。

「違う、それ」

　指をさされた薙野はしばらく考え込む。そのうちにポケットに何かが入っていることに気づいてそれを取りだす。ハンカチなど持っていたのか……。

「なんだこれは……わっ」

　つかつかと歩み寄ってきたエオリアが急いでそれを取り返す。

「なんで俺、それを持ってたんだ？」

「いいから、あっちを向いていて」

　早鐘のように打つ鼓動を抑えながら薙野は横を向く。昨日の記憶がほとんどないのだが、何があったのだろうか。

「……とにかく動けるようになったら俺は街に戻らないと。残してきた仲間が心配だし」

「私もそのつもりよ。あの街をモンスターに奪われるわけにはいかない」

　ちらりと窺うかがうと、エオリアが残っていた衣類を身に着けていた。ただし防具のほとんどは失っており、上半身は薙野のタンクトップのインナーだけの軽装だ。

「それ……」

「これはとても肌触りがいいから着ておく」

　エオリアは平然と言ながら、長い髪をまとめてポニーテールのように結んでいた。鏡のかわりに盾を使っていた。ちらりと顔色を窺うかがうと赤らんでいる。

「熱が出てきたのか？」

　薙なぎ野のがエオリアの額ひたいに手を添えた瞬間、まとめていた髪がぼわっと広がった。

「さ、触らないで！」

　エオリアが怒っている。髪がゆらゆら揺れているのは魔力が回復してきた証拠だろうか。

「平気だから、私にかまわないで」

　用意を終えたエオリアと話し合った結果、川に沿って上流に歩き、崖がけを迂う回かいして城じよう塞さい都市に戻るしかないとのことだった。しかしそのルートは距離がある。急いで三日で戻れるかどうからしい。さらにエオリアの体調は明らかに不調だ。

　──三日後。すでに戦いが終わっている可能性がある。

「それでも急ぐしかないわ」

　エオリアが歩きだす。が、その歩調は明らかにふらついている。

　薙野が戻ったとしても城塞都市の戦況に影響はないだろう。だが、フレアやミアのことが心配だ。無事でいるといいのだが……。

「あの魔法使いを殺さなきゃいけない」

　エオリアは自分に活を入れるように言う。

「エオリアがやらなくても、誰かがやってくれるかも」

「魔法使いは殺せない。と、そんな言葉を聞いたことがない？　魔法使いを殺せば、殺した者も死んでしまう。死の間際に魔力が暴走するから。だから誰もが魔法使いを殺すことをためらう」

　一いつ角かく獣じゆうで魔法使いに迫ったあのとき、薙野は死んでいた可能性もあったのだ。

「それに人間が殺すのは無理だわ」

「いや、近づけば大丈夫だ。あのぷにぷになんか簡単に抑えつけられる」

「でも、目を見た瞬間に心を支配されてしまう。彼女はそんな魔法を持っている」

「じゃあ、どうすればいい」

「だからエルフが責任を取らねばならない。魔法使いを殺すのは魔法使いなの。そしてエルフの名誉を守るのはエルフであるべき」

　エオリアは魔法使いと刺し違える気なのだと気づいた。

「私はあの魔法使いを殺すためならば、なんでもする。災いをまき散らすエルフをこの世界から消さねばならない」

　この問題をどうにかできないものか。しかし思考は積み重なっていかない。まずは戦線に戻ることが先か……。

　二人は川沿いに移動する。このまま上流に進んでいけば断だん崖がいを迂回できるというがどれほど歩けばいいのか。こうなったらリスクを冒して崖を登るべきか。しかしそれはあまりに危険だ。振り返るとエオリアが息を切らしている。薙なぎ野ののインナーシャツを着たエオリアは、こうして見ると都会のギャルっぽくも見えた。

「手を貸すよ」

　薙野は岩を越えようとしていたエオリアに手を差しだす。その手を見て、しばらく迷っていた彼女は上目遣いの視線を向ける。

「……昨日のこと、憶おぼえてない？」

「昨日？　俺もちょっと疲れてて酔っぱらっちゃったから」

　エオリアは少しほっとしたように手を握って岩を跳び越す。

「ん？」

　薙野はエオリアの手を握って顔をしかめた。柔らかい手の感触が引き金になって、微かすかな記憶が蘇よみがえってくる。あれから二人で泥酔した後、何かが……。

　エオリアと目が合ってしまい、薙野は慌てて視線を逸そらした。

「でも、魔力も回復しているようでよかったじゃん。休めたんだよ、きっと」

　薙野が取り繕うと、エオリアは眉根を寄せる。

「ここまで回復するのはおかしいわ。だから、何があったのか……」

　エオリアの記憶も曖あい昧まいなようだ。

「一緒にお酒を飲んだのは憶えてるよな。お湯を作ってホットウイスキーを二人で飲んだんだよな」

　一つのカップで二人で飲んでいた気がする。

「エオリアがもっと飲ませろって言いだしてカップを奪い合いになったような……」

「乱暴に扱われた気がする。あなたに突き飛ばされたの」

「いや、突き飛ばしたっけ……あっ」

　薙野の頭に蘇ってきた記憶があった。エオリアを押しのけようとしたときに、手が胸に当たっただかで喧けん嘩かになったような。その後エオリアが泣き始め……。

　薙野とエオリアはお互いに複雑に視線を絡ませる。

「あのさあ……」

「やめて、言わないで。私もあなたも無理に思い出さなくていい」

「でも、何かあったら俺は責任を」

「いいから、本当にいいの！」

「エルフってみんなエオリアみたいに酒癖が悪いのか？」

「だから言わないで！」

　涙目になるエオリアを前に思った。薙野の前にこの世界に来ただろう現代人が持ち込んだもののことだ。それによって銀髪のエルフは魔力が上がったとしたら。

「まさか……」

　この世界の魔法は数式のような情報で構成されていると妖よう精せいが言う。だとしたらそんな数式をまず理解する必要があるのではないか。たとえば他人の心を奪う魔法を使うには、他人に心を奪われるような感情を理解するなど……。

「エオリア、エルフってさあ、子供とかつくるときはどうするの？」

　そう聞くと、エオリアが顔を真っ赤にしながら盾を振り上げる。

「違う、どうしても知る必要があるんだ。これは魔法のことに関連する」

「……人間と同じ。でも、エルフは満月の日に交わるの」

　前にフレアから聞いた説明と同じだった。エルフは理性が強いため、男性のエルフは性欲がほとんどないらしい。なので交わる日を決めて、カップリングもエルフの長おさが決めるという。性交も単なる作業らしい。

「そういうことか」

　銀髪のエルフの魔力が上がったことを、他のエルフが理解できない理由。もともと、それはエルフにない概念だったのだ。いや、エルフでなくともこの世界にはそれが少ない。思い返してみれば、ホームタウンの人間たちの間にもそれはほとんどなかった。

「魔法使いを倒すためなら、なんでもやると言ったよな。その言葉に噓うそはないな」

　薙なぎ野のはエオリアと向かい合う。

「……た、倒せるというの？」

「俺は彼女の魔法の秘密を暴いた」

「それって……ん？」

　いきなりエオリアの表情が変わった。異変を察知したのだと薙野も身構える。

「静かに。力の強いモンスターが近くにいる」

　エオリアは木陰に隠れながら川を窺うかがう。

「力の強いってオークか？」

「違う、もっと強力な……」

「空の王者がいる」

　声に振り向き、薙野は目を丸くした。岩陰に膝ひざを抱えて座る亜人がいた。

「崖がけから落ちた一いつ角かく獣じゆうの死体を食べてるの」

　座っていたのはミアだった。
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　草原に煙が上がっている。

　オークたちが蟻ありを焼き払いながら進んでいるのだ。その行軍が城じよう塞さいに到達した時点で本当の戦いが始まる。

　見張り台から飛び降りたアイカは、ぽつんと立っているフレアの元に戻った。

「今なら裏側の壁を越えて逃げられるかもよ。ホームタウンへのルートはまだ安全で、そっち側にはほとんど蟻ありがいなかったから」

「いえ、戦います」

　フレアは首を振った。彼女は覚悟を決めているようだ。

　アイカがこの街に来た理由はシルビアのことだった。死体が見つかっていないシルビアの生存にはわずかな希望がある。オークを率いているとされるエルフの魔法使いは、モンスターや人間の精神を操る魔法が使えるとされる。オークを嫌うエルフは、身近に操った人間を配置するだろう、との噂うわさがあった。共闘しているとはいえ、エルフにとってオークは嫌悪するべき存在なのだ。

　それにしてもあのオークたちはどこにいたのか。西の森の深部で地道に数を増やしていったというのか。前回のオーク戦争から二十年、ずっと復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていたのか。

「とにかく戦いに備えよう」

　アイカはフレアの手を引き城壁から離れる。

　老朽化が進んでいるとはいえ、この街の壁を乗り越えるのは容易たやすいことではない。そして街側は待てばいい。王都からの援軍が必ず来るはずだ。

　ギルドを中心に、冒険者や傭よう兵へいたちと連携、戦闘報酬などの確認を終えた頃には昼となっていた。城じよう塞さいの向こうでは、ついにオークたちが弓矢の射程圏内まで接近した。

　王都の騎士たちが雨のように矢を降らす。城壁からの射撃なので、射撃距離ではこちら側に利があった。しかし装甲を固めたオークたちにはほとんど被害が出ていないようだ。そんな間に街は煙に包まれる。蟻を焼き払いながらオークたちがさらに街に接近する。

　アイカはじっと待機していた。冒険者に割り当てられたのは、街に侵入したオークの迎撃だ。大きな道を封鎖し他の冒険者と待ち構えている。そしていざとなったら、キューイに乗って街の外に出て、敵に突撃せよとのことだった。

　街に音が響き始めた。それはオークたちが壁に攻撃を仕掛ける音だった。装甲を固めたオークたちが、巨大な丸太をぶつけている。空気がビリビリと震え、そのたびに体が震える。街にオークたちの侵入を許したらどうなるのか……。

　アイカは剣を握りながら唇を嚙かむ。フレアから薙なぎ野のの件を聞いていた。一いつ角かく獣じゆうに乗って敵を迎撃したのは彼だった。そして戻ってくることがなかったと。フレアは希望を捨てていないようだが、薙野の生存は絶望に近い。これでは意味がない。大切なものを取り返しに来たのに、別のものを失ってしまったではないか。

　アイカはごしごしと目を擦こすった。考えるな。自分のやるべきことは戦うことだ。この城塞都市が落ちればモンスターの拠点となり、世界は一気に混こん沌とんとする。

　そして薙野が勇ゆう敢かんに戦ったというならば、自分もそうするべきだ。他の国から来た人間が街を救うために自らを犠牲にしたのだ。

　滲にじんだアイカの視界にモンスターの姿が映った。

　正門は維持していたが、崩落しかけた壁をゴブリンがよじ登ってきたのだ。一いつ角かく獣じゆうに突撃された壁は完全に修復できていなかった。オークはゴブリンを戦闘奴隷にしているようだ。オークの恐怖に支配されたゴブリンが壁を越えてくる。ついに白兵戦となる。

　──望むところだ。

　人間の決意と力を醜みにくいモンスターに教えてやる。

　駆けてくるゴブリンを、冒険者たちは隊列を組んで槍やりで迎撃する。体を貫かれながらも突進は止まらない。アイカはそんなゴブリンの頭を長剣で打ち砕いた。

　そうだ、戦え。何も考えなくていいように、戦いの熱に身を委ゆだねろ……。

　アイカたちは無我夢中でゴブリンを殺していく。そんな戦いは夜になっても続いていた。

　騎士たちは不得手な弓を使いながらも、どうにか主要な門は守っていた。だがゴブリンたちは街に侵入し、冒険者たちがその対応をする。

　その防衛ラインは徐々に後退するものの、どうにか維持をする。

　壁を乗り越えてくるのは身軽なゴブリンだけだ。冒険者たちで陣形を組んで迎撃用の槍で攻撃するが、いつまでたってもゴブリンは減らない。それどころか街に侵入するゴブリンの数が多くなっているような気がする。

　槍を持つアイカの腕が痺しびれてくる。ついに鈍にぶい音を立てて槍の柄つかが折れた。アイカの目の前に、血まみれのゴブリンが迫っている。棍こん棒ぼうの横殴りの一撃で柵が破壊されたが、アイカはその一撃をどうにかかわしてから剣でゴブリンの胸を突き刺した。

「治療を！」

　今の攻撃で冒険者が怪け我がをしていた。アイカは非戦闘員の女性を呼び治療を促す。

　一瞬だけゴブリンの攻撃が凪なぎ、アイカは乱れた呼吸を整える。顔を上げると大通り沿いにゴブリンの死体が散らばっている。

　視界に走ってくるゴブリンが見えた。これだけ戦っても終わりはまだ見えない。

　知能の低いゴブリンの攻撃を人間側が陣形を組んで迎撃している状況だ。突進してくるばかりの攻撃は単純だった。しかし、その攻撃は徐々に人間たちにプレッシャーを与えている。モンスターの雄たけびと獰どう猛もうな攻撃は、街の人間やハーフたちに恐怖を蓄積させていた。さらに背後にはオークが控えている……。

　アイカは剣を振りながら思う。断続的なゴブリンの攻撃でこれほどに疲労するのだ。もしも正面の門が開いてオークの集団が突っ込んで来たら終わりだ。

　ゴブリンの単純な攻撃は街の人々の心を折るためだ。お前たちは追い詰められた籠かごの鳥だと言っている。鐘のような音が響くたびに人間たちは震える。その音は正門が砕けるまでのカウントダウンだ。

　徐々に街側に被害が出始める。恐怖で体が動かなくなった人間やハーフが殴り殺されていく。そんな光景を見た人間たちに恐怖はさらに感染していく。

　アイカは気づいた。前回のオーク戦争から二十年。人間たちは武器などの開発を進め、オークと対等にまで戦えるほど進化した。しかしオークたちは二十年前から人間の弱点を知っていた。

　それは知能が高すぎるゆえの臆おく病びようさだ。人間たちは散乱するモンスターの死体に自分を重ねてしまう。そして、死を恐れないモンスターたちに怯おびえ始める。

　アイカは妙な音を聞いた。それは何かが軋きしむ耳障りな音だ。

「門が壊れる」

　誰かの声が聞こえた。それは門がひしゃげる音だった。ついに門が破壊される……。

　アイカは頭上を見た。いつの間にか朝になっていた。朝日に照らされた自分の体は血まみれだった。周辺にはゴブリンたちに交ざり人間やハーフの死体が転がっている。いつの間にか襲撃が凪ないでいたが、誰もが息を切らしたまま突っ立っている。

　門が開く前に、すでに街の人々の心は砕かれていた。この状態でオークたちの侵入を許してしまったら……。門を必死で支えていたハーフたちが吹っ飛んだ。それは巨大な防壁が崩壊する瞬間だった。

「ああ……」

　アイカは絶望的に呻うめく。見たのはオークの大群だった。オークたちが突っ込んできてもアイカは動けずにいた。もう剣を構える力も気力も失ってしまった。門を守っていたハーフたちを蹴け散ちらしオークたちが走ってくる。

「アイカさん！」

　声に我に返る。背後から走ってきたのはキューイに乗ったフレアだった。

「フレアちゃん！」

　アイカはフレアのキューイに飛び乗った。

「キューイを使って！　朝になってる！」

　アイカは冒険者たちに叫んだ。夜が明けていればキューイが使える。門は壊れたが、朝まで保ったのは不幸中の幸いだった。

　アイカは地面に刺さっていた槍やりを引き抜くと、勢いをつけてオークへと投げる。槍を胸に突き刺さしたオークが転倒した。フレアはキューイを操作して横道へと逃げる。

　呆ぼう然ぜんとしていた冒険者たちも、我に返って動きだした。

「絶対にナギ様は戻ってきます。だからそれまでは……」

　手た綱づなを操作するフレアの表情は強いものだった。

　彼女の言うとおりだ。あきらめてはいけない。

　この街は多くの段差などがあり、キューイで迎撃するために造られた街だ。二十年前に先人たちが戦ったようにやるしかない。そうだ、そのときの人間たちも果敢に戦った。恐怖に負けて死ぬよりも、勇ゆう敢かんに戦って死ぬべきだ。

「……ん？」

　剣を振り上げたアイカはあることに気づいた。いくらこちらがキューイを使っているといっても、オークの大群になだれ込まれたら終わりだった。しかしそんな様子はない。オークたちの攻撃は妙に慎重だった。

　あの数なら対応できそうだが、何な故ぜ……。

「そうか」

　アイカは城壁を見上げる。王都の騎士たちが旗を振っているが見えた。住人や冒険者たちが雄たけびを上げる。──ついに王都からの援軍が到着した。
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　援軍が来たことを知った街の人々は徐々に盛り返していった。街に残るゴブリンとオークの掃そう討とう戦は、被害を出しながらも少しずつ人間サイドに傾いていった。

　作戦はキューイで走りながらのヒット＆アウェイだ。段差の多いこの街中では、体の重いオークたちは移動が制限される。そんな中、ターゲットは疲労し孤立したオークだ。

　アイカはキューイに乗って走っていた。フレアの後ろに乗り、走りつかれたオークを遠距離から攻撃し、逃げるという行動を繰り返した。

「オークたちはそれほど混乱してないですね」

　前に乗るフレアが言う。まだ草原で援軍と戦っているのだろうか。

「オークたちが野戦できるとは思わないけど。……様子を見てくる」

　アイカはキューイから降りると、城壁の見張り台に上がる。

　確かに援軍は来ていた。そして見たのは、それ以上の数のオークたちだった。オークたちは広大な平地で陣形を組み、王都からの援軍を受け止めていた。

「まさか、そんな……」

　それを見てアイカは顔をしかめる。オークたちに陣形を組めるほどの知能があるのか。

　──魔法。アイカはエオリアを思い出した。魔法を使えば言葉を交わさずとも指示を送れると言っていた。では、その指揮をする魔法使いがどこかに……。

　アイカはオークの陣形の中心に目をやった。

　やはりあの魔法使いだ。ホームタウンでも対たい峙じした禍まが々まがしい魔法使いがいる。

　さらに視線を動かしてアイカは硬直する。魔法使いを守るように人間の姿がある。やはりオークではなく自分の周りには人間を配置している──。

「……シルビア」

　そこに彼女がいた。

　啞あ然ぜんと固まるアイカの眼下では、街のオークが殲せん滅めつされようとしていた。

「門を閉めろ！」

　正門の修復が行われている。この混乱の中でハーフたちが働いたのだ。しかし、今門を閉めてどうするのだ？　援軍が敗北すればこの街が落ちるのも同然だ。

　この戦況を変えるには背後からの突撃しかない。魔法使いを倒してシルビアも……。

「騎馬隊を編成して出撃を！」

　アイカは騎士たちに叫んだ。しかし城壁を守る騎士からは返答がない。彼らはここを守ることしか考えていない。いや、城壁の上から戦いを俯ふ瞰かんしているうちに恐怖に支配されてしまったのだ。

　こうなってはもう使い物にならないことをアイカは知っていた。戦いのなかったこの十数年で騎士たちの剣は錆さびついてしまった。

　アイカはあきらめて城壁を降りる。こうなったら街に残った戦力で特攻するしかない。だが街の被害も甚大だ。死傷者であふれ、非戦闘員の女性たちも治療に追われている。これでは態勢を立て直すこともできない。

　工兵のハーフたちが壊れた門を塞ふさぎ始めている。残ざん骸がいを積み重ね粘土で固めるつもりだ。そうしたらキューイに乗って外に出られない。

「待って！」

　アイカはキューイに乗って正門へと走った。

「この街を守るには、オークの陣形の背後から襲うしかない。キューイに乗って戦えるものはついてきて！」

　アイカは叫びながら走る。声を聞いたハーフの工兵たちが道を開ける。アイカはキューイを操りながら残骸を飛び越えた。

　門の外に出ると、草木が焼けた臭いで涙が滲にじんだ。街に迫っていたオークの軍勢は後退して王都の軍と戦っている。今こちらから攻撃できれば……。

「…………」

　振り返ったアイカは目を閉じる。アイカの呼びかけに応えたものはいなかった。オークの軍勢に特攻を仕掛けるものなど誰もない。

　アイカは向き直って戦線を見つめた。

　この戦いで人間側が負ければ敗北だ。モンスターたちはこの城じよう塞さい都市を拠点として王都を狙ねらうだろう。重要なのは王都の軍が負けたという事実が残ることだ。この世界の人間たちは戦うまえから剣と心を折られてしまう。

　だとしたら行くしかない……。

　だが動けない。恐怖で体が震えてしまう。一人でオークの集団に突っ込むことはできなかった。アイカはキューイの上で涙を流す。自分は仲間よりも命が大切だったのか。

　アイカは剣を握りしめた。シルビアも薙なぎ野のも危険を顧かえりみず戦ったではないか。今度は自分がその勇気を見せる番だ。

　オークたちの動きが乱れたのを見た。王都の軍と戦っていたオークたちが微妙に陣形を乱している。自分を気にしているのか？　いや、まさかそんことはあり得ない……。

「……え？」

　アイカは愕がく然ぜんと振り返る。そこにはキューイに乗った冒険者たちの姿があった。それは城じよう塞さい都市の人間ではなかった。

「アイカ！」

　赤い鎧よろい姿すがたで叫んでいるのはアイカの仲間だった。他にもホームタウンや近隣の街の冒険者たちの姿がある。この城塞都市で戦いが始まったことを知って移動してきたのだ。しかしこんなに早く来られるとは……。

　アイカは気づいた。今はサービスエリアがあり、鍛えられたスピードタイプのキューイも多数いる。さらに亜人たちの姿も見えた。ホームタウンで受け入れられた彼女たちは、人間と共に戦うことを選択してくれた。

「ああ、そうか」

　アイカはホームタウンの暮らしを思い出した。彼が来てから街は大きく変わった。彼はコロッセオの奴隷のハーフに同情して手を差し伸べた。殺処分されそうになったキューイを助けたこともある。スピード型のキューイが多く残っているのは、キューイレースというイベントを開催したからだ。

　さらに街で差別される亜人たちに仕事を作り、サービスエリアを造って街から街への移動をスムーズにした。多くのキューイを走らせることで鍛え、さらにハーフたちにも仕事を与えた。

　遠くの世界から来た彼が作った美しい光景だった。そして今、目の前の光景を作ってくれたのも攻略サイトだ。結末はどうなるかわからないが、戦うという選択を与えられたのは彼のおかげだ。

　たとえ二度と会えないとしても、彼が作ったものはこの世界に残り続けるはずだ……。

　オークたちが陣形を組み始めている。こちら側の動きに魔法使いが気づいたのだろう。だが、そんな時間を与えてはいけない。

　アイカは剣を振り上げると、魔法使いに向かってキューイを走らせた。アイカを追いかけるように冒険者や亜人たちも続く。

　亜人を乗せたキューイがアイカを追い越していく。戦闘に特化した亜人たちには恐怖は微み塵じんも混ざっていない。瞳孔を開かせ牙きばをむきだしにし甲高い雄たけびを上げ、砂煙を上げてオークたちに突進していく。

　オークと亜人たちが激突した。

　鈍にぶい衝突音に続いて、オークとキューイの断末魔が響く。オークの剣はキューイの首をはねたが、その瞬間に亜人たちの槍やりがオークの心臓を貫く。オークの巨大な体が吹っ飛び、血しぶきが舞い、骨が砕ける音がする。

　さらに陣形を乱したオークに冒険者たちが突っ込んだ。亜人との衝突で脳震とうを起こしていたオークたちの頭ず蓋がい骨こつを割り、盾を砕いてオークたちをなぎ倒す。

　突進は止まらなかった。倒れたオークは次々と走ってくるキューイに踏みつぶされて肉塊となる。

　アイカのキューイも正面からオークと激突した。キューイはオーク数体を吹っ飛ばしながら突進し、オークの剣で首をはねられてもしばらく走り続けた。

　アイカは崩れ落ちたキューイから飛び降りると、槍から剣に持ち替えてオークに斬きりつける。オークの頭蓋骨が砕けるまでアイカは剣を振り下ろし続けた。

　激しい突撃でオーク陣営は大混乱に陥おちいっている。そんな中でキューイから降りた亜人と冒険者が剣を振るいオークを殺していく。

　今ならば……と、オークを殺したアイカは顔を上げる。挟み撃ちになったオークが混乱している今がチャンスだ。この隙すきにあの魔法使いを……。だが、まだ魔法使いには遠い。このまま攻めあぐねると、オークに態勢を立て直す時間を与えてしまう。

「もう一度突撃を！」

　亜人が叫んでいる。アイカも急いで周囲を見回す。生き残っているキューイを使って再突撃するしかない。が、突進の際に盾となったキューイのほとんどは死んでいるか怪け我がを負って倒れている状態だ。

「アイカさん！」

　振り向くと、フレアがキューイを引き連れて走ってくる。正門が完全に閉まる前に、城じよう塞さい都市のキューイを連れだしてくれたのだ。

　アイカはそのキューイに乗って魔法使いに照準を定める。ここでオークを倒すには、やはり魔法使いを消すしかない。

　冒険者たちもそれがわかっているのか、生き残ったキューイを探して飛び乗った。

「行け！」

　アイカはキューイを走らせた。オークの屍しかばねを飛び越え魔法使いへと突撃する。オークの咆ほう哮こうとキューイの鳴き声と血しぶきが入り乱れる二度目の突撃だった。

　オークと激しくぶつかったアイカはキューイから投げだされた。地面を転がったアイカは、頭を振りながら立ち上がる。ずきんと胸が痛んだ。オークとの衝突で肋ろつ骨こつが折れてしまった。それでもアイカは昏こん倒とうするオークの頭を剣で砕く。

「殺してやる」

　顔を上げたアイカは、銀髪の魔法使いを視界に捉とらえた。もう自分と魔法使いの間にはオークはいない。どんなに強大な魔法を使えようが、剣の届く範囲にいればこちらの勝ちだ。

　二度の突撃で敵の真っただ中に来てしまった。この混乱にまぎれて魔法使いを討ち取るしか生き残る方法はない。

　アイカは自らの足で走った。地面を蹴けって跳躍し、魔法使いを剣の間合いに入れる。しかし振り下ろした剣は、魔法使いを捉える前にはじき返された。追撃をすることはできなかった。アイカは戦場で棒立ちになってしまった。

　アイカの剣を受け止めたのはシルビアだったのだ。

「あっ」

　動きを止めた一瞬の隙すきに、アイカは彼女の刀で肩口を貫かれていた。

　力の抜けたアイカは膝ひざから崩れる。だがそれは痛みからではなかった。安あん堵どの感情から力が抜けてしまった。ただ、生きていてくれたのだと思った。たとえ魔法で操られようとも生きていてくれればそれでよかった。

　……これでいいか。

　これは名誉ある死だ。自分は最後まで仲間を探し続け、冒険者としての正義を守った。たとえすぐに死ぬとしても、冒険者としてのけじめはつけるべきだった。

「アイカ？」

　シルビアの声が聞こえた。

「気づいたの？」

　アイカは彼女の顔を見ることができなかった。涙で滲にじんでぼやけている。彼女をきつく抱きしめると震えが伝わってくる。魔法をかけられながらもアイカのことに気づいている。だから心臓を外してくれたのだ……。

　オークが迫る足音が聞こえた。アイカはシルビアと抱き合いながら死を覚悟する。

「ありがとう」と、アイカは呟つぶやいた。この時間を与えてくれたのは彼だ。友人を見捨てて生き残った惨めで矮わい小しような自分を救ってくれたのは彼だ。そうだ、自分はシルビアを探すと同時に、自分自身を探していたのだ。これで名誉ある死を受け入れられる……。

　ふと気づいた。オークたちが襲ってこない。それどころか逃げていく。オークたちは何かに怯おびえていた。

「鳥……」

　シルビアの呟きが聞こえた。彼女の瞳は空を映している。

　風を感じた。

　強烈な風にアイカのお下げ髪が流れた。その次の瞬間にはアイカは飛んでいた。

　アイカはシルビアと抱き合ったまま空を飛ぶ。眼下には再び混乱しているオークたちの姿が見えた。
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「ナギノ？」

　アイカは肩に怪け我がを負いながらも啞あ然ぜんとしている。さらに頭上を見て固まった。

「グリフィン？」

「間に合ってよかった。この足につかまって」

　薙なぎ野のはアイカとシルビアを支える。薙野が乗っていたのはグリフィンの足の上だった。逆側にはエオリアとミアもいる。薙野たちは、一いつ角かく獣じゆうの死体を食っていたグリフィンの足に体を縛りつけ、飛んで来たのだ。

「これって、もしかしてエオリアの魔法？」

「うん、なんか使えるようになったんだよな」

　薙野が横を向くと、エオリアが「知らない」と、顔を赤くしていた。

「重いかも」

　ミアが警告する。巨大なグリフィンでも、さすがに五人は重量オーバーか。

「もう一度突撃するから、その前に……」












　エオリアの視線の先には魔法使いがいる。

「ナギ様ぁ！」

　眼下からの声はフレアだった。キューイを引き連れたフレアがこちらに走ってくる。

「余ったキューイがいる。ミア、アイカたちを頼めるか？」

　ミアがうなずく。グリフィンが高度を下げフレアと並走する。

「必ず戻ってくるって言っただろ」

　薙なぎ野のはフレアに親指を立てるとミアに合図する。ミアは誰も乗っていないキューイにグリフィンから飛び乗った。

「次はアイカだ」

　アイカに抱かれたシルビアはぐったりとしている。

「やってみる」

　アイカはシルビアを抱えたままキューイへと飛び降りた。ぐらりとバランスを崩したが、ミアとフレアに両脇から支えられどうにか体勢を立て直した。

「そのまま敵陣から離れて！」

　冒険者たちの二度にわたる凄すさまじい突撃は、オークたちもを混乱させた。今度は薙野たちがやる番だ。グリフィンは舞い上がって旋回すると、一気に急降下する。目標はもちろん魔法使いだ。

　そのとき、魔法使いの杖つえが発光した。強烈な閃せん光こうに目がくらんだのかグリフィンがダッチロールしながら墜落する。

　グリフィンから振り落とされた薙野は地面に体を強く打った。どうにか体を起こしたが、目の前にはあの魔法使いが立っていた。

「あ……」

　薙野は魔法使いの目を見てしまった。彼女の目が赤く光っている……。

　魔法使いは薙野に微笑ほほえみかけるとエオリアに向き直る。閃光で目を回すグリフィンの横にエオリアが倒れていた。

　エオリアが盾を構えながらよろよろと立ち上がる。盾で殴り殺す気だ。

「私を殺しても変わりませんよ。逆に魔力が暴走し、たがのはずれたオークたちが殺さつ戮りくに走る。さらに魔法使いを殺したものも死ぬのですよ」

　二人のエルフは距離を置いて向かい合っている。

「それでも私はあなたを殺さなきゃいけない」

　グリフィンを操っていたエオリアは、またも魔力切れを起こしている。それでも力を振り絞って盾を振り上げる。

「たとえ私を殺せたとしても、私の憎しみはこの世界に残留し、戦争は人間やエルフが死に絶えるまで続くでしょう」

　やはりエルフの魔力は感情に比例するのかもしれない。今の魔法使いの魔力の根源は憎しみだ。やはり殺しても終わらない。いや、魔法使いは殺されるのを待っていたのだ。自分を殺させ、負の魔力をこの世界に残すつもりだ。

　だとしたら殺してはいけない。この世界に悪意を残してはいけないのだ。

「どうしますか？　これは終わりではありません、私の死が始まりなのです」

　エオリアは盾を握ったまま硬直している。彼女に迷いが生じていた。

「……ねえ、もうやめない？　これ以上この世界を混乱させちゃいけない」

　エオリアの口からそんな言葉が漏れた。ほんの少しだけ意外そうにした魔法使いだったが、彼女は静かに首を振る。

「私はすでに強い魔力に支配されています。もう自分の力では止められない。世界を焼き尽くすしかないのです」

「そんなことをしても、彼は戻ってこないわ」

　その言葉に、初めて魔法使いの表情が揺らいだ。

「戻ってきません。だから、復ふく讐しゆうするのです」

「あなたの気持ちはわかる。でも……」

「わからない！」

　魔法使いの銀髪が蛇がのたうつように揺らめく。

「エルフごときに私の気持ちなどわかるわけがない」

　強烈な魔力により空気が振動する。強い波動を受け取ってしまったオークたちが悲鳴を上げ、グリフィンが咆ほう哮こうする。

「わかるわ。あなたが人間を好きになった気持ちは理解できる」

　そんな中でエオリアは正面から魔法使いを見つめていた。

「そんな、戯たわ言ごとを──」

「……捕まえた」

　薙なぎ野のは背後から魔法使いを抱きかかえた。ついに魔法使いに触れることができた。

「え？」

　さすがに魔法使いも動揺している。そして捕まえてしまえば、どんなに強い魔法を操ろうともやはりエルフは非力だ。

「魔法は──」

「魔法にはかかっている。でも、それはお前の魔法じゃない」

　この世界の魔法は平方根のようなものだと妖よう精せいに教えられた。ある数の二乗のＸを求めることは容易たやすいが、Ｘの平方根を求めることは困難だ。よって魔法も解くことは難しく、二重にかけることもできない。

「まさか……」

「そうだ、俺はすでにエオリアの魔法にかかっている」

　エオリアの精神支配の魔法を受けているのだ。

「俺はお前の魔力の秘密を暴いている。たとえば他人の心を奪うには、奪われる感情を理解しなければいけない。そんな感情が必要なんだ」

　今の魔法使いの魔力の源は憎しみだ。そんな感情は過去には愛だった。理性的なエルフには理解できない感情がキーだったのだ。それをこのエルフに与えたのは、過去にこの世界に飛ばされてきた人間だった。その男は免疫のないエルフに恋愛を教えてしまい、彼が消えたことで残った感情が暴走し始めた。

「では、あなたも……」

　魔法使いの視線を受けて、エオリアが微妙に動揺している。

「あ、あなたを殺すためならば何でもするわ」

　ここで魔法使いを殺さねば終わらない。戦争が続けばこれからも多くの死者が出る。だとしたらここで終わらせるべきだ。しかしアイカやフレアはどうなるか。暴走したオークたちから逃げられるのか。

　目の前でエオリアが迷っている。最後の最後で彼女を殺すことを迷っていた。

　エオリアは彼女を理解してしまったのだ。誰かを好きになることを理解し、そして彼女の悲しみも知った。

　盾を持つ手が震えている。エルフの名誉を守るためにやらねばならないと知っているが、体が動かない。それでも彼女は盾を振り上げる──。

「きっとこれも運命なのでしょうね」

　銀髪のエルフは目を閉じてひざまずいた。もしかしたらと思った。彼女は自分の暴走を止めてくれる者を待っていたのかもしれない。そして死んで愛した人間と同じ場所に行くことを望んでいた。

「もういいよ」

　薙なぎ野のはエオリアの盾にそっと手を添えた。

「俺がこの世界に来た理由がわかったよ」

　彼女と愛し合い強力な魔法を与えることになったのは、薙野と同じ世界から来た人間だ。だからこそ薙野には責任を取る必要がある。それはエオリアではなく、冒険者でも亜人でもなく、薙野がやるべきことなのだ。

「え？」

　薙野はひざまずく魔法使いを抱え上げた。

「お前にはこの戦いから降りてもらう。……俺と一緒にだ」

　目がくらんでいたグリフィンが飛び立とうとしている。すでに魔法が解けて、空に戻ろうとしていた。薙野は魔法使いを抱えながら走るとグリフィンの足にしがみつく。それとほぼ同時だった。

　グリフィンが翼を広げてぶわっと舞い上がった。もうグリフィンにかかった魔法は解けている。だからこそこのまま遠くへ飛んでしまえばいい。グリフィンは一回飛び立てば数日は飛ぶとされる。魔法使いの憎しみごとこの世界から消してしまえばいい。

「ナギ様！」

　キューイに乗ったフレアが悲鳴を上げて走ってくる。

「ここから離れろ！　あとは王都の軍がなんとかしてくれる！」

　薙なぎ野のはフレアに叫ぶ。

　向かい風を受けたグリフィンが舞い上がった。旋回しながら空に上昇していく。

　薙野は空から戦場を見つめた。指揮系統を失ったオークの陣形が乱れている。もともとオークは陣形を組んで戦わない。魔法使いを失った今、その組んでいた陣形が邪魔になっている。

　王都の騎士たちが攻勢に出ていた。恐らくこの戦いに勝利し、城じよう塞さい都市は守れるだろう。人間たちは勇ゆう敢かんに戦い勝利したのだ。この戦いは大きな戦争の前ぜん哨しよう戦せんにすぎないにしても、人間たちはモンスターに負けない勇気を示した。

　キューイを走らせるアイカの姿が見えた。彼女はシルビアを抱きしめながら戦線から離脱していく。

「ナギ様ぁ……」

　ロンシャンに乗ったフレアが泣きながら追いかけてきたが、ミアに止められた。

「元気でな」

　薙野はフレアとミアに笑いかけようとしたが、どうしても笑顔が作れない。逆に彼女たちが滲にじんでぼやけてしまう。

「これでよかったのですか？」

　抱えていた魔法使いが呟つぶやく。

「どこの世界に飛んでいくかはわからない。でも、俺がゆっくりと教えてやる。感情に支配されるのではなく、過去を思い出にすることを手伝ってやる」

　このエルフも必ず攻略してみせる……。

　地上からどんどん離れていく。空から見る城塞都市はまるでドーナツだ。すでにアイカもフレアも豆まめ粒つぶのようになってしまった。もう少し高く飛べばホームタウンも見えるだろうか。だがグリフィンは薙野の意思とは裏腹に、西の深い森へと飛んでいく。

　短いようで長く、不便もあったが悪くない生活だった。グリフィンに乗ってどこの国に行くのかわからない。もしかしたら別の世界に飛んでいくのかもしれない。

　それでも自分は、この異世界でやるべきことをやった……。

　グリフィンは太陽の光を浴び金色に光りながら空へと消えていった。









エピローグ






　真っ青な空にはゆったりと雲が流れているだけで、鳥の影さえも見えない。

　アイカはホームタウンに戻っていた。

　城じよう塞さい都市での戦いは多くの犠牲を出したものの、人間側の勝利で終わった。だが、あの戦いが起因となり、断続的に周辺の街にオークが発生している。あれは終わりではなく始まりだったのだ……。しかし人間たちが負けることはないだろう。

　アイカは椅い子すに座るシルビアの頭を撫なでた。彼女にかかっていた魔法は少しずつとけている気がした。今の彼女は穏やかな表情で街を見つめている。呼びかけの反応は薄いが、少しずつだ。焦あせる必要はない。

　運河のほとりでのんびりとしていると、キューイが走り寄ってきた。

「アイカさん、今日の分です」

　フレアがキューイに乗ったままペーパーを差し出した。

「ありがとう」

　街に戻ってからも、ずっと落ち込んでいたフレアとミアだったが、周囲の支えによって立ち直っている。タブロイドも皆の協力によって発行されているのだ。

「ナギ様が戻ってくるまで、攻略サイトをなくすわけにはいきませんから」

　アイカはうなずくと空を見上げた。グリフィンに乗ってこの街にやってきた彼は、グリフィンに乗って去っていった。本当に彼は戻ってきてくれるのか。アイカたちのことを忘れて別の国で暮らし始めているのではないか。いや、それだったらまだいい。一緒に飛んでいった魔法使いによって不幸な結末が……。

「戻ってきますよ」

　声に、アイカとフレアは顔を見合わせた。

「すぐに戻ってきます」

　空を見て微笑ほほえんでいたのはシルビアだった。

「そうだね、待ってよう」

　アイカはうなずきながら彼女を抱きしめた。自分たちがやるべきことは、彼を迎える用意をすることだ。醜みにくいモンスターを倒し、彼が暮らしていた廃はい墟きよのような住居を直し、綺き麗れいな花を植え、おいしい料理を作り、街を綺麗にして……。

「待ってるから」





　　　　　　　　　　＊






「なあ、ここってさあ、やっぱり日本なんじゃないか？」

《どうかなあ、これも共時性シンクロニシテイってやつじゃない？》

　薙なぎ野のは雲の上で震えていた。

　西の深い森の中の独立峰の山頂だった。あれからグリフィンはこの山頂で休むと、薙野たちが降りた隙すきに再び空へと飛んでいった。と、同時にこの山から降りる術すべを失ってしまったことになる。この山道もない斜面を降りていくことは不可能だ。薙野だけならまだしも、運動神経の鈍にぶいエルフがいる。

《この山頂はグリフィンの発着場みたいになってるから、また別のが飛んでくるかも》

「なんか、この山って俺の世界のに似てるんだよなあ」

「あの人もそう言ってましたよ」

　銀髪のエルフが、岩陰で膝ひざを抱えて座っている。さすがの魔法使いも、この場所では寒さに震えているだけだった。

「もしかしたら、俺はタイムスリップしてきたのかも」

「そんなのどうでもいい」

　不機嫌な声はもう一人のエルフだった。銀髪のエルフから距離を置いて、彼女も膝を抱えて座っている。あのときエオリアはグリフィンに飛びつき、薙野と一緒にここまで飛んできたのだ。

　二人のエルフは警戒し合いながら距離を取っていた。こんな場所で戦えば無傷ではすまないし、またお互いにそんな気力もないのか、ただ寒さに耐えている状況があった。

「このままだと私たちは凍え死ぬわ」

「またグリフィンがこの山に来たときに、操ればいいよ」

「私はそこまでの魔法は使えませんし、できたとしても協力はしません」

　銀髪のエルフが言ったので、薙野はエオリアのほうを向く。

「私だって無理よ。前にできたのはたまたまだから」

「大丈夫だ、エオリアの魔力は上がってるはずだ」

　薙野の言葉に、エオリアは顔を赤らめてうつむいた。しばらく沈黙が続き、銀髪のエルフが顔を上げる。

「あなたの魔力が上がったのは、人間に愛されたからなのですね」

　やはり彼女も気づいているようだ。この世界に来た人間に持ち込まれた恋愛によってエルフは変化した。エルフの魔法には感情という要素が密接に絡んでいる。

「……あなたはどうだったの？」

　エオリアが初めて彼女に話しかけた。銀髪のエルフは少しだけ遠い目をする。

「あなたと同じです。私は彼に愛を教えられました。彼を思う気持ちがそのまま魔力に変換されたのです。夜は裸で抱き合いお互いを求めました。男女の交わりがあれほど優しく気持ちいいとは思いま……ん、どうしました？」

　エオリアが顔を真っ赤にしている。

「……なんか違う。私のケースと違う」

「あなたはどうだったのです？」

「俺の世界ではこうすると愛が生まれるとか言われて、服を着たまま抱きしめられたり頭を撫なでられたり……」

「ずいぶん簡単なんですねえ。なんていうかお手軽というか」

　驚く彼女の横で、エオリアががばっと立ち上がった。

「だましたのね！」

「いや、男女が交わるなんて、俺もやり方をよく知らないから」

　薙なぎ野のはエオリアの形相に後ずさる。

「魔法をだしにして、私の心と体をもてあそんだのね。こうすることで永遠の愛が生まれるとか噓うそを吐ついた」

「いや、でも、現にそれで魔法を使えたんだから……」

「そんなお手軽なのじゃ魔法は使えない。グリフィンが来たって操れない……え？」

　薙野は憤ふん慨がいするエオリアをぎゅっと抱きしめた。エオリアの魔法にかかっているので、彼女がとても美しく見える。だとしたらやるしかない。ホームタウンに戻るためにも魔法に身を委ゆだねる必要がある。お手軽だろうとエオリアの魔力を上げるしかない。

　だが、エオリアはぐっと唇を嚙かんでいる。

「こういうの惨めだわ。だって、あなたは私の魔法に操られているだけじゃない」

「いえ、とっくに支配魔法は解けているみたいですよ」

　銀髪のエルフに言われ、薙野はエオリアを抱きしめたまま動揺した。だとしたら目の前のエルフを愛いとおしいと思うこの気持ちはなんなのか。もしかしたらエオリアの柔らかい体を抱きしめているうちに、そんな感情を抱いてしまったのか。エルフを攻略するつもりが逆にされてしまったというのか……。

「いや、魔法のためだ。このまま抱き合って……」

「魔法のためとかやめて！　なんかごまかされてる」

「じゃあどうすればいい？」

「……本当の気持ちを言って」

「もしかしたら本当に好きかも。エオリアは？」

「えっと、魔法のためなら、好きに……」

「魔法は関係ないだろ」

「わかったわ。きっと私もあなたのことを……」

「いいかげんにしてもらえますか」

　銀髪のエルフに言われ、二人ははっと我に返った。

　距離を取ったエオリアは、真っ赤な顔をしながら「これは魔法のため、魔法のため」とぶつぶつ呟つぶやいている。

　銀髪のエルフがエオリアに目を向け、小さく笑った。

「もしも私の目の前で人間とエルフの愛が生まれるのなら、私の胸の中の真っ黒なものが消えるかもしれません。そして愛を知ったエルフが私の非道を赦ゆるせるのなら、私も一緒にこの山を下りて罪を償います」

　薙なぎ野のは呼吸を落ち着けて目の前のエルフの手を握る。少しずつだ、エルフの攻略は少しずつでいい……。

　戻るのはもう少し先でいいかもしれない。このエルフの、いや、自分の中に発生したこの感情を大切に育てていった頃にグリフィンが飛んでくるような気がした。飛んでいくのはホームタウンかそれとも元の世界にか。

　……いや、戻るべきはこの世界の街だ。もう一度彼女たちに会いたい。そして、もう少しこの残酷だが美しい世界の風を感じていたいと、そう思った。
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